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（午後 ４時00分 開議）

○ 議長 幸地猛

皆さん、こんにちは。これより本日の会議

を開きます。

日程に入る前に報告します。２番盛本實議

員から欠席の届けがありました。

本日の議事日程は予めお手元に配布したと

おりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 幸地猛

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、10番玉城安雄議員、11番

安村達明議員を指名します。

日程第２ 会期の決定

○ 議長 幸地猛

日程第２、会期の決定を議題とします。

お諮りします。

本臨時会の会期は、本日10月13日の１日間

としたいと思います。

ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○ 議長 幸地猛

異議なしと認めます。従って、会期は本日

の１日間に決定しました。

日程第３ 平成29年度久米島町一般会計補

正予算（第７号）について

○ 議長 幸地猛

日程第３、議案第51号、平成29年度久米島

町一般会計補正予算（第７号）についてを議

題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

こんにちは。それでは、議案第51号、平成

29年度久米島町一般会計補正予算（第７号）

についてご説明申し上げます。

予算書の１枚目をお開き下さい。平成29年

度久米島町一般会計予算の補正予算（第７号）

は、歳入歳出にそれぞれ711万2千円を追加し、

総額を83億3千82万6千円と定めるものであり

ます。

それでは、歳入歳出のご説明を申し上げま

す。歳入につきましては予算書の５ページを

お開きください。

13款、国庫支出金において、１目衆議院選

挙の経費に充当する市町村交付金が547万7千

円、また２目では国民年金事業のシステム改

修等の経費に充当する市町村交付金が128万9

千円の追加するものであります。

次に、18款、繰入金においては、前村幸秀

人材育成事業に充当する特定目的基金繰入金

を34万6千円の増額となります。

続いて、歳出についてご説明申し上げます。

６ページからになりますが、２款総務費では

６目衆議院議員の選挙費において、本選挙に

かかる報酬、職員手当て等、総額で437万4千

円の追加計上となっております。また、市町

村交付金との差額110万3千円につきまして

は、選挙事務作業において急を要するため予

備費での対応を行っております。

続いて、７ページの３款民生費では２目国

民年金事業において届け書の電子媒体化に対

応するためシステム改修として委託料が129

万円の追加となっております。
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次に、８ページの４款衛生費では２目、環

境衛生施設費のクリーンセンター運営事業に

おいて設備の故障に伴って取り替え工事にか

かる工事請負費を664万2千円を追加計上して

おります。

続いて、９ページの６款農林水産業費では

２目の林業振興事業において森林パトロール

車の更新に伴い備品購入費を106万円計上し

ております。

次に、10ページ、７款商工費では３目観光

費のバーデハウス久米島管理運営事業におい

て空調機器の取り替え工事にかかる工事請負

費を400万円計上しております。

続いて、11ページの10款教育費では２目の

事務局費の前村幸秀人材育成事業において、

大学生授業料補助金の見込額の増加に伴い補

助金を34万7千円を増額しております。

最後に11款予備費では、本補正予算の財源

補てんとして1千60万1千円の減額となってお

ります。

以上が平成29年度久米島町一般会計補正予

算（第７号）の主な概要となっております。

平成29年10月13日提出

久米島町長 大田治雄

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

８ページの環境衛生施設費ということでク

リーンセンター運営事業工事請負費というこ

とで、議運の中でも質問あったんですが、そ

の中で、どうも燃料漏れとかなんとかいう話

があったんですが、例の低熱処理機というん

ですか、あれ、あれは今現在使っているのか

な。低熱処理機間違っているかも分からない。

中に砕いて入れてゆっくりゆっくり溶かして

いくやつ。質問させて下さい。あれは現在使

っているかということで質問になりますか

ら。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

ただいまの質問にお答えします。今回補正

で上げていますのは、コンプレッサーの修理

になります。よって低温熱は現在使用してお

りませんので、それに修理費ではなくて、ク

リーンセンターでゴミを燃やす場合に、必要

な空気をコンプレッサーで送っているわけな

のですが、このゴミピットの中、ゴミを入れ

る、そこの空気をコンプレッサーでもって送

り込むことによって、そこの臭いが外部に漏

れないし、そのコンプレッサーによって空気

を送ることによってゴミを燃やすわけなので

すが、そのコンプレッサーの方の冷却スクリ

ーンの方ですね、それが故障しておりまして、

これにつきましても製造されていないという

ことで、今回これの取替工事となります。

もう１点ありまして、ゴミを燃やす際にク

リーンセンターの出る汚水等を濾過して、そ

れを処理機を通して噴水加熱ポンプというこ

とで、それでまた逆に煙等、そういった熱を

冷やすのがあるのですが、そのポンプの方も

故障しておりまして、その加熱ポンプの取り

替えということで、今回この２件の工事費と

して計上しております。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。
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○ ８番 喜久里猛議員

私は低熱処理機が、どうのこうの質問の回

答がほしんだけれど、今の工事はいいんです

よ説明は。これに関連してなぜ修理するんだ

ったら補正上がってくるわけだから、修理と

他のものは。なぜ上げてきてやらないか。さ

っき回答の中でちらっと言っていた、解体す

るというのはこの低熱処理機のことですか。

解体と言わなかった。

じゃあ続けていきます。あの低熱処理機は

動いていないんですよね。故障しているんで

すよね。あるいは使えるんだけれども使わな

いのか。もし使わなければなぜ使わないのか、

そのへん説明してください。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

低温熱機の方は、昨年まで使用しておりま

した。これにつきまして、ゴミの方を破砕機

かけまして、それを投入してやるわけなので

すが、その破砕機をかける場合に１人付きっ

きりの状態で人件費等が嵩んできます。それ

に１人付くことによってリサイクルセンター

の業務の方が遅れていきますので、それより

はその分、本島の方に送って処理した方が効

果的ということで現在使用しておりません。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第51号、平成29年度久米島町

一般会計補正予算（第７号）についてを採決

します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、議案第51号、平成

29年度久米島町一般会計補正予算（第７号）

については原案のとおり可決されました。

日程第４ 久米島町多目的公園整備工事

請負契約について

○ 議長 幸地猛

日程第４、議案第52号、久米島町多目的公

園整備工事請負契約についてを議題としま

す。

本案について、提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第52号、久米島町多目的公園整備工事

請負契約について。

久米島町多目的公園整備工事について、次

のように工事請負契約を締結したいので、地

方自治法第96条第１項第５号の規定により議

会の議決を求める。

記

１．契約の目的 久米島町多目的公園整備工

事

２．契約の方法 指名競争入札

３．契約の金額 125,280,000円

４．契約の相手方

住所 沖縄県島尻郡久米島町字謝名堂100

番地１

商号 株式会社宮城組
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氏名 代表取締役 宮城昌勝

平成29年10月13日提出

久米島町長 大田治雄

提案理由、久米島町多目的公園整備工事の

請負契約の締結については、久米島町議会の

議決に付すべき契約及び財産の取得または処

分に関する条例第２条の規定により議会の議

決を得る必要がある。

これがこの議案を提出する理由でありま

す。なお、次ページの方に工事請負契約書の

写し、そして平面図、そして遊具等の明細を

添付しております。

なお、本工事におきましては土木工事のＡ

ランク７者を指名しまして株式会社宮城組さ

んが落札しております。

ご審議のほどよろしくお願いたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明は終わります。

これから質疑を行います。

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

前に建設課長の方から請負比率を皆さんに

は報告しませんということで、この報告にな

っていますが、請負比率はいくらですか。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

請負比率の方は97.07％です。

○ 議長 幸地猛

他に質疑ありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから、議案第52号、久米島町多目的公

園整備工事請負契約についてを採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、議案第52号、久米

島町多目的公園整備工事請負契約については

原案のとおり可決されました。

日程第５ 風の帰る森プロジェクト本館

建築工事請負契約について

○ 議長 幸地猛

日程第５、議案第53号、風の帰る森プロジ

ェクト本館建築工事請負契約についてを議題

とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第53号、風の帰る森プロジェクト本館

建築工事請負契約について。

風の帰る森プロジェクト本館建築工事につ

いて、次のように工事請負契約を締結したい

ので、地方自治法第96条第１項第５号の規定

により議会の議決を求める。

記

１．契約の目的 風の帰る森プロジェクト本

館建築工事

２．契約の方法 指名競争入札

３．契約の金額 240,246,000円

４．契約の相手方

住所 沖縄県島尻郡久米島町字大田565
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商号 久米建設株式会社

氏名 代表取締役 小禄弘

構成員

住所 沖縄県島尻郡久米島町字謝名堂100

番地１

商号 株式会社 宮城組

氏名 代表取締役 宮城昌勝

平成29年10月13日提出

久米島町長 大田治雄

提案理由、風の帰る森プロジェクト本館建

築の請負契約の締結については、久米島町議

会の議決に付すべき契約及び財産の取得また

は処分に関する条例第２条の規定により議会

の議決を得る必要がある。

これがこの議案を提出する理由でありま

す。なお、次ページの方に工事請負契約書の

写し、そして平面図等々も添付しております。

なお、本工事はＪＶ方式で５組を指名しまし

て、その内２組が辞退しまして、久米建設株

式会社さんと株式会社宮城組さんの共同企業

体で落札しております。

ご審議のほどよろしくお願いたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

これは入札執行はたぶん総務課だと思うの

で総務課長の方に聞きたいんですけれども、

ＪＶの場合は何々建設企業共同体という名前

になって、代表者が誰ということになってい

たんですよ、今までは。それは法律が変わっ

たのかどうか、そのへんを確認したい。この

かたちでいいのかどうか、私ちょっと疑問な

んで。

○ 議長 幸地猛

大城学企画財政課長。

○ 企画財政課長 大城学

ただいまの質問にお答えします。共同企業

体という制度については従来と変わっており

ません。この共同企業体で指名競争…、組み

合わせの届けを出してもらって共同企業体

で。契約については各々の会社でやるという

かたちですね。共同企業体で契約した場合、

印鑑を作らないといけなくなりますので、そ

ういうやり方となっています。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

そうなんですよね。新しく印鑑を作ってや

るんです。これ印鑑を作るのが面倒くさいか

らこれでいいのかという話になってくるんだ

けれども、これは法律上通るかという話にな

ってくる今度は逆に。そのへん大丈夫ですか。

○ 議長 幸地猛

大城学企画財政課長。

○ 企画財政課長 大城学

そこらへんは確認して大丈夫という判断で

す。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

１つだけ、細かいことではあるんですが、

工事請負契約についての議案53号、その中に

宮城組がありますが、これの住所の島尻郡が

入っているんですが、あと請負契約書の宮城

組は印を押されているんですね。それに島尻

郡はないんですよ。これでいいのか、どうか。

大丈夫なのかどうか。宮城組のものは議案52
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号にも抜けておりますので、そのへんちょっ

とお願いします。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

契約における住所地については特に法律的

に登記上の住所でなくてはいけないというよ

うな定めがないので、これで大丈夫だと思い

ます。これは会社の社判を利用しております

ので、特に誤りがあるということではない。

○ 議長 幸地猛

他に質疑ありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから、議案第53号、風の帰る森プロジ

ェクト本館建築工事請負契約についてを採決

します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、議案第53号、風の

帰る森プロジェクト本館建築工事請負契約に

ついては原案のとおり可決されました。

日程第６ 閉会中の議員派遣について

○ 議長 幸地猛

日程第６、閉会中の議員派遣についてお諮

りします。

本件については、お手元に配布した決議書

のとおり閉会中の議員派遣をしたいと思いま

す。

これにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○ 議長 幸地猛

異議なしと認めます。よって、閉会中の議

員派遣については決定されました。

○ 議長 幸地猛

以上で本臨時議会に付議されました事件は

全て終了しました。

これで平成29年第８回久米島町議会臨時会

を閉会します。

お疲れ様でした。

（閉会 午後４時25分）
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地方自治法第123条第２項の規定により署名する。

久 米 島 町 議 会 議 長 幸 地 猛

署名議員（議席番号10番） 玉 城 安 雄

署名議員（議席番号11番） 安 村 達 明



平成29年（２０１７年）

第９回久米島町議会臨時会

１日目

10月23日
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７番 仲 村 昌 慧 14番 幸 地 猛
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欠 席 議 員
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会 議 録 署 名 議 員 12番 翁 長 学 13番 饒平名 智 弘

職務のため会議に 職 名 氏 名 職 名 氏 名

出席した者 事務局長 平 良 朝 春 書 記 東恩納 弘 美

地方自治法第１２１条により説明のため議場に出席した者の職氏名

職 名 氏 名 職 名 氏 名
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平成29年第９回久米島町議会臨時会

議事日程 〔第１号〕

平成29年10月23日（月）

午後３時00分 開 会

日程 議 案 番 号 件 名 頁

第１ 会議録署名議員の指名（久米島町議会会議規則第120条） 13p

第２ 会期の決定 13p

第３ 議案第54号 平成29年度久米島町一般会計補正予算（第８号）について 13p

第４ 意見書第３号 米海兵隊ＣＨ53Ｅ大型輸送ヘリコプター不時着炎上事故に 28p

対する意見書について

第５ 決議第４号 米海兵隊ＣＨ53Ｅ大型輸送ヘリコプター不時着炎上事故に 30p

対する抗議決議について

第６ 閉会中の議員派遣について 31p

閉会 32p
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（午後 ３時00分 開議）

○ 議長 幸地猛

皆さん、こんにちは。これより本日の会議

を開きます。

本日の議事日程は予めお手元に配布したと

おりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 幸地猛

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、12番翁長学議員、13番饒

平名智弘議員を指名します。

日程第２ 会期の決定

○ 議長 幸地猛

日程第２、会期の決定を議題とします。

お諮りします。

本臨時会の会期は、本日10月23日の１日間

としたいと思います。

ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○ 議長 幸地猛

異議なしと認めます。従って、会期は本日

の１日間に決定しました。

日程第３ 平成29年度久米島町一般会計補

正予算（第８号）について

○ 議長 幸地猛

日程第３、議案第54号、平成29年度久米島

町一般会計補正予算（第８号）についてを議

題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

こんにちは。それでは、議案第54号、平成

29年度久米島町一般会計補正予算（第８号）

の概要についてご説明申し上げます。

予算書の１枚目をお開き下さい。平成29年

度久米島町一般会計予算の補正予算（第８号）

は、歳入歳出にそれぞれ670万円を追加し、

総額を83億3千752万6千円とするものであり

ます。

それでは、歳入歳出のご説明を申し上げま

す。歳入につきましては予算書の５ページを

お開きください。

21款、町債の６目警察及び消防債において、

火災救急救助体制強化事業の大型水槽車購入

費に充当する過疎対策事業債が670万円を増

額するものであります。

続いて、歳出についてご説明申し上げます。

下の６ページになりますが、２款総務費の１

目一般管理費では訴訟関連事務においてサト

ウキビ振興協議会国庫補助金の返還にかかる

負担金を3千356万2千円を追加計上するもの

であります。

続いて、７ページ、９款消防費の２目常備

消防費では火災救急救助体制強化事業におい

て大型水槽車の事業費調整に伴い備品購入費

の増額が見込まれるため663万6千円を増額し

ております。

最後に、11款予備費では、本補正予算の財

源補てんとして3千349万8千円の減額となっ

ております。

以上が平成29年度久米島町一般会計補正予

算（第８号）の主な概要となっております。

平成29年10月23日提出

久米島町長 大田治雄
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ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

質問します。この3千356万円は久米島町が

全て、ＪＡさんとか久米糖さんとかは負担は

なくやるということで、これは決定というこ

とでいいですか。

○ 議長 幸地猛

大城学企画財政課長。

○ 企画財政課長 大城学

ただいまの質問にお答えします。ご質問の

あったとおりＪＡ農協の負担を求めず、久米

島町が負担をするという提案でございます。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

他の久米糖さんとか、ＪＡさんとかと分担

できれば本当は良かったと思います。その調

整も本当にして下さったと思います。ただ、

この3千300万円返す分、利子もつけて、この

金額なんですが、結局は町民に負担していた

だくという考え方になるわけですよね。そう

なった場合、例えば８千名の人口だったら、

その使い込みのあった一般財源含めて４千万

円であれば５千円ずつ８千人１人ひとりに負

債が出てくるという考え方にもなります。そ

れを今回はその3千300万円返したときに、ま

た返してもらわないといけない。全員協議会

で前に返済はしてもらうと、法的な手続きを

とって返済はしてもらうというお話はされて

いました。これはもちろん普通に考えたらそ

うやるしかないんですよね。ただ、僕として

は町民の立場から考えると、担保のないもの

に町民の負債を負ってもらうということがど

ういうことかということになると、簡単には

賛成はできないのがある、普通に考えは。た

だ、来年の補助金にも影響が出てくるという

こともあるので、そのへんのところもあるん

ですが、その返ってくる担保というのはどう

考えていますか。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

ただいまの質問にお答えしますが、この間

の20日の全協の中でも説明申し上げました

が、今はとりあえず、単費でもって補助金の

返還をして、これからの民事訴訟の中で全額

返してもらうというこれから手続きを踏みま

す。その段階で良い方向でいけばいいんです

が、もしくは全額返らないという場合は、そ

のへんのまたいろんな関係機関との調整も必

要になってくるかと思うんですが、現時点で

は全額返還を求めるということで、ご理解お

願いしたいと思います。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

全額返してもらう、関係機関とも調整する、

それはもう僕もこれは20日の全協で聞きまし

たが、今回の全額返済する支出、そしてこれ

から返ってくる、返してもらう責任、これ含

めて町長の責任で行う、最終的な責任は町長

がとるということで、よろしいですか。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄
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お答えしますが、全ての責任を私が今現在

とるということではなく、これをその前提で

返還を求めていきます。いろんな民法上の手

続きを取るわけですが、これも弁護士との調

整においても、他の判例等の検討もしながら、

今現在私が答えられるものについては、全て

全額を返還求めるということでの話になりま

すので、そこで私がどこまで責任を取るとか

ということは、今現在は申し上げることはで

きません。

○ 議長 幸地猛

吉永議員の本件に関する質疑は既に３回に

なりましたが、会議規則第55条但し書きの規

定によって特に発言を許します。

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

今の時点では、もちろん言えない部分もた

くさんあると思います。だけれども町民に負

債を負って下さいとお願いするのであれば、

そこは私が責任を取るので負担して下さいと

いうのが、これは普通に考えたら、そうじゃ

ないですかね。全部何しなさい、何しなさい、

この責任というのが、いろんなかたちの責任

はあると思いますが、それの責任というもの

を誰が取るのかというのを明確にしておかな

いと、これは簡単に賛成できるとは、町民も

納得してくれるとは僕は思わないんですよ。

これはどうですか、町長。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

この間の20日の時点でも申し上げました

が、これまでいろんなかたちで町民、生産農

家においては謝罪もして、これからのサトウ

キビ振興協議会、そして生産農家に対しては

迷惑かからないようなかたちでいろんな手続

きを取って、対処するということで了解を得

てきております。説明責任についてはそれか

ら進展あるものについては今後においても説

明をするということでありますので、いま議

員からそういう指摘がありますが、今後にお

いてもそれは可能な限り説明できるものにつ

いては説明したいということであります。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

今の答弁の中に関係機関との調整とありま

したが、その関係機関というのはＪＡと久米

糖の話をしているんですか、どうぞそのへん。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えします。関係機関といいますと、先

ほどの負担している団体については久米島製

糖工場とＪＡなんですが、その他県、国の担

当課とも、これまで担当課を通して、この補

助金の返還についていろんな調整をしてきて

います。今後とにかく新しい年度の事業にお

いて支障がないようにいま担当課の方として

は国、県との調整をやっているところであり

ます。それを指して関係機関といっています。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

吉永議員の質問に対して、農家とかサトウ

キビ農家とか町民には説明して理解を得てい

るというふうに話をしているんですが、町長

としてはそれで十分と思っているのか、その

へんお願いします。
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○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えします。それで十分ということでは

ありません。今後において進展あるものにつ

いてはその内容等について公表できるものに

ついては公表していくということであります

ので、そこで終わるということではありませ

ん。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

今の答弁によりますと、まだ十分ではない

ということなんですが、町民はそう思ってい

ますね、本当に実際。これどうなっているの

と夕べも聞かれました。そういうことで、今

日その件で臨時議会があるんだよと答えまし

たが、本当に町民も疑心暗鬼になっていると

ころがあります。これはなぜかというと、町

からの十分な説明がないというふうにも受け

取っております。あと、この補てんはどうす

るのということも言っております。やはり最

終的にはお互いの税金なのかということも言

っております。そういうことで誠心誠意、い

ま責任の取り方もありましたが、誠心誠意、

町民に対して町長が責任を持つんだと、最終

的には税金をつかうんだが、あとしばらく待

てとか、いま係争中であるし、それから告訴

もしているし、警察の調査も進んでいない。

これまでの経緯の説明とかも、やるべきでは

ないかなと思っているわけですよ、町民もで

すね。これを言ったら証拠隠滅されると、こ

れを言ったら、こっちが困ってしまうという

ふうなものじゃなくして、今自分たちがとっ

ている、計画してやっている仕事というのか

な、警察と連絡を取り合ってこういうふうに

してやっておりますと、別に事案の内容を全

部しゃべる必要はないと思います。こういう

ふうにやっているんだよと。だからいま警察

も衆議院の選挙があって捜査は停滞していま

すと、民事問題については、弁護士と相談し

ながらいま進めていますとか、そういった説

明責任が町民として欲しいんですよ、はっき

りと言ってですね。そういうことをないがし

ろにしているんじゃないかなと、そういうこ

ともないと思うんですが、やはり説明が舌足

らずで、足りないということは町民はみんな

思っております。そういうことでもう少し町

民のことも考えながら事は進めてほしいなと

いうふうに思います。以上で私の質問終わり

ます。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

ただいま赤嶺議員からあったとおり、これ

までも包み隠さず公表、今現時点で公表すべ

きものはやるということでやってきました。

先程来、申し上げましたとおり、いろんな場

面で謝罪もしまして、さっき申し上げたとお

り今後の進展あるものについては、それも公

表できるものについては公表しますというこ

とも皆さんにもお誓いしておりますので、先

ほど申し上げたとおり、今後において、そう

いうかたちで進めていくということでご理解

をお願いしたいと思います。

いま赤嶺議員からありますとおり、これま

で警察においては、衆議院選挙の対応で若干

の遅れがあるのも事実でした。それに今日か

らまた捜査の準備も進めているということも

情報入っておりますので、これからは進展す
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るものと思っております。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

今回の不祥事にかかる補助金返還にかかる

今までの答弁の中で、執行部側の案として補

助金返還にかかる費用は一旦負担金として交

付した場合には、その後の損害賠償訴訟の際

にサトウキビ振興協議会への損害賠償金と相

殺すると執行部の案、前回の全協で説明があ

りました。

この損害賠償請求の際に回収できる場合に

はそれで相殺することができると思うんです

が、回収できない場合の、先ほどから質問あ

りますようにその責任ですね、これについて

総務課の方から資料として配られました民法

の使用者等の責任、これについて715条の１

項で、ある事業のために他人を使用する者は、

使用者が、その事業の執行について第三者に

与えた損害を賠償する責任を負う。これの場

合にはサトウキビ振興協議会の会長である町

長が使用者になると思います。それ以外にも

使用者としては副会長であるＪＡ沖縄さん、

それから久米糖さんも副会長としての立場で

あればその使用者の中に入って、前回、ＪＡ

沖縄さんとか久米糖さんも代表者と会って一

応相談したということなんですが、３割負担

をお願いした中で、負担をしないということ

で跳ねられておりますが、副会長の立場とし

て両方のＪＡ、久米糖が、その使用者という

ことに副会長は当たらないかどうか。当たる

のであれば使用者としての責任を免れること

はできないと思うんですが、町とＪＡ、久米

糖、３者が。

それと、２項については、使用者に変わっ

て事業を監督する者も前項の責任を負うとい

う文言がございます。これは行政の方の産業

振興課の上司のことだと思うんですが、その

へん３割負担ができなければ負担割合を調整

してでもＪＡさん、久米糖、相談できなかっ

たのかどうかですね、そのへん説明できるん

であればよろしくお願いします。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

ただいまの棚原議員の質問にお答えいたし

ます。先ほどありました民法715条の使用者

責任についてなんですが、今回の場合、サト

ウキビ振興協議会の事務局を預かっていた職

員というのは、直接的に町の職員ということ

になります。民法で定めるその使用者責任は、

直接的な使用者である久米島町長に責任があ

るという解釈になります。例えば、サトウキ

ビ振興協議会が独自で雇用していた者がとい

う場合には、その使用者責任は当然３者同一

になるんですが、サトウキビ振興協議会の規

約の中で事務局は産業振興課内において、そ

の産業振興課の職員が事務局を預かるという

かたちで規約にも謳われているために、結局

その職員が起こした問題については使用者で

ある久米島町長に使用者責任があるという解

釈になります。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

ただいま久米島町長に使用者責任があると

いう説明でしたが、それであれば町長がこの

一時負担して国に支払う損害賠償について最

終的にはこの民法の条文からすると町長にあ
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るということで、回収できない場合には町長

が責任を取るということで、訴訟の場合には

判決が下されるんじゃないかと思うんです

が、そのへんについて説明お願いします。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

私がいま使用者責任は久米島町長と申し上

げましたが、正しくは久米島町です。町が責

任を負うというかたちになります。例えば、

損害賠償責任を個人ですね、団体の長である

とか個人が負うということになるわけではな

いということをご理解下さい。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

ただいまの説明では、久米島町長ではなく

て久米島町が使用者となるという説明なんで

すが、久米島町長がサトウキビ振興協議会の

会長という立場であれば、個人が使用者にな

るんじゃないかなと思うんですが、いかがで

すか。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

使用者責任は個人ではないという法律的な

解釈ということで弁護士から指導を受けてお

ります。詳しいところはちょっと私も分かり

ませんが、個人にその賠償責任を負わせるも

のではなく、その団体ですね、使用者である

団体が責任を負うというかたちになるという

ことで受け取っています。

○ 議長 幸地猛

棚原哲也議員の本件に関する質疑は既に３

回になりましたが、会議規則第55条但し書き

の規定によって特に発言を許します。

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

町の方針の資料の中で、先ほど読み上げて

説明しましたが、交付した負担金はその後の

損害賠償請求訴訟の際にサトウキビ振興協議

会へ損害賠償金と相殺する方法で処理します

と。これは回収できた場合は相殺できると思

うが、回収できない場合はじゃあどうします

かという質問ですが、お願いします。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

資料の中に、交付した負担金はその後損害

賠償請求訴訟の際にサトウキビ振興協議会へ

の損害賠償金と相殺する方法で処理するとい

うことは、前段の方に書かれていますように、

一番上の方に、町ではこの件に関しては民法

715条で定める使用者責任に基づいて、サト

ウキビ振興協議会が被った損害を町が賠償す

る責任が生じます。そのために損害賠償請求

をする際には、サトウキビ振興協議会が被っ

た損害金の全額を町がサトウキビ振興協議会

に対して賠償するというかたちをする必要が

出て来ます。そのために一旦負担金で支払っ

たものを賠償請求の際に賠償金を支払うと同

時に賠償請求権は町にきますので、その際に

相殺をするということです。

損害金の方が今回支払った補助金の負担金

とほぼ同額です。それで相殺をするというこ

とになってくると思います。いま最終的なサ

トウキビ振興協議会の損金、要するに被害金

の細かい額がいま調査して出しているところ

で、それが決定次第、その民事訴訟の方の手

続きに移っていく予定であります。
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○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

11番安村達明議員。

○ 11番 安村達明議員

今の棚原議員の質問のやり取りの中でちょ

っと気になったんですが、もし起訴されて投

獄されますよね。もし監獄に投獄されると請

求できないんじゃないですか。それとも、投

獄されたら親に相談して仮釈放させて、その

かたちで請求やろうという気持ちもあります

か。投獄されたら請求できなくなると思いま

すよ、本人は監獄の中にいるわけだからね。

だからもし親が仮釈放させるような保釈金を

入れて仮釈放させるようなかたちを取らなけ

れば、いつまで経っても横領事件というのは

解決しないと思うんですが、そういうことに

なったときに町自体で何とか仮釈放させ努力

をさせるような気持ちがあるのか。それとも

なくて、監獄に入っている間はそのまま請求

は止めておくのか、そういうところを説明し

ていただけますか町長。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

これ非常に重要な案件になりますので、安

易にいま私がそういうふうにやった方がいい

んじゃないかという答弁は控えたいと思いま

す。いまちょうど弁護士に依頼して訴訟の準

備、全て警察とも調整をしながらですので、

いま議員が…。

手続き中でありますので、これを安易に私

がそういう方向でどうですかということは、

今現在発言はできません。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

いま投獄された被疑者が、投獄された場合

には、損害賠償の債務における履行、それか

ら賠償請求が一旦止まるんじゃないかという

ご質問だったと思うんですが、これは止まる

ことはないと思います。私そこまではちょっ

と聞いてはいないんですが、弁護士の方から

は、特に投獄されたから、その間請求できな

いということは聞いておりません。要は損害

賠償の訴状を受け取った日から債務が発生し

ますので、その間、滞ったとしても違約金と

かの利息は付きますし、それから第三者が親

族などが庇って返済することも可能です。ま

た、資産の処分等については被疑者の方は弁

護士も立てておりますので、そういった関係

機関において本人が投獄されている間でもそ

ういったものは履行できるかと思います。詳

しい法律的なことは弁護士の方に聞かないと

分かりませんが、おそらくそのような解釈に

なっていると思います。

○ 議長 幸地猛

11番安村達明議員。

○ 11番 安村達明議員

いま町長のお話を聞いていてもちょっと弁

護士に縛られ過ぎじゃないかと思ったりして

いるんですよね。総務課長の場合も、第三者

が払うということは絶対想定しない方がいい

と思いますよ。弁護士もそこは入れ知恵とか

そういうことはしないと思いますよ、絶対。

もし取れなかったどうしようということを先

行にして考えた方がいいと僕は思っているん

ですが。いいです。答弁はよろしいです。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員
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今回の補正予算ですね、横領、補助金の補

正、請求分の一時負担金なんですが、これほ

っておくと１日１万円の利子も付いてどんど

ん膨らんでいくということで、今月いっぱい

に納めないと、次年度のキビ協の事業もちょ

っとおかしくなるということですので、我々

議員の皆さんが気にしていることはですね、

町長、これ今から刑事告訴、民事訴訟してい

ってどんどん賠償請求もしていくわけなんで

すが、その中でいまいくら取れる、仮に1千

万円取れたとする、1千500万円取れたとする、

1千500万円残りますよね。それはまた本人が

罪を償って出て来て永遠と一生かけて仕事入

って取るわけですよね。賠償というのは全額

回収に向けていくわけですよね、町としては。

それで議員が気にしているのは、我々が気に

しているのは、これを町長が私の責任でもっ

て対処しますという言葉が欲しいんですよ。

この１点です。担保と言っているんですけれ

ど、金銭的に全部払いなさいではないんです。

そういうことですので、そういうことを町長

答弁できますか。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

質問にお答えします。何回も申し上げます

が、今現時点で私が言えることは、弁護士と

の相談でいろんな判例を参考にしながら手続

きを進めるということであります。何回も申

し上げますが、私としては民事訴訟の中で本

人に全額返済を求めるという意志のもとでこ

れを手続きしていくということでありますの

で、決して安易に妥協してそれを免れるよう

な、相手が逆に有利になるようなことはさせ

たくもありませんし、町民としても逆に言え

ばそういう徹底的に悪を取り除くようなこと

を進めるのが私の仕事と思っております。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

町長そういうことはありましたよね。ぜひ

任期中と言わず、私の責任でもって対処しま

すという言葉が欲しいんですけれど、どうで

すか。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

何遍も申し上げますが、いま弁護士との調

整の中で、それを全額を取り戻すという、そ

の意志を強く持ってやるということでありま

すので、決して町民の皆さんに不利益を与え

るようなことはさせたくないということでの

ご理解をお願いしたいと思います。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

これまで各議員から今の町長の責任の所在

をはっきりさせてほしいという質疑が出まし

たが、もう一点張りです、今まで。全て全額

を請求する、求めるという考え方、それ一点

張りです。実は８月４日の日に臨時議会で初

めてこの事件を皆に説明した中で、その後、

サトウキビ振興協議会の損害額の補てんにつ

いて一般会計から補正でやりたいということ

で８月15日に、それを予定して案を作成して

おりました。その中で議会で返済計画、それ

から責任の所在を明確にされていない、その

担保をぜひ付けてほしいと。そして利息、違

約金の利息、そういうのが出て補助金にも影

響が出るから、そのためにもぜひ早めにそれ
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を明確にしてほしいということを意見を述べ

てまいりましたが、今日まで一点張りで、そ

の責任所在が明確にされてません。それで監

査員からもそういった指摘があって、一般会

計の決算監査ができない状況であります。12

月議会もおそらく間に合わないという予想が

あります。そういった中で、明確にされない。

いま僕が質疑しても、おそらく同じ回答にな

ると思いますので、こういった状況ではなか

なか難しいなと思っています。ぜひもう一度

はっきりと明確にしてほしいなと。最高責任

者である町長に僕は責任があると思っている

んですよ。大方の方がそう思っています。全

ての責任は私が負いますということを、僕は

それが必要だと思います。改めてそういった

覚悟があるかないか、町長お伺いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えしますが、私として行政の長として、

立場上ですね、いま回答できるものについて

は先程来の議員が質問した回答をやったとお

りであります。全てを罪を償うためにはやっ

ぱり全額返還してもらうということを前提に

進めていきたいと思います。安易にそこで妥

協して他の方法を僕が言うことによって、先

方もまたそういう考えが出るかもしれませ

ん。これは先程来申し上げたとおり、キビ生

産農家の皆さん、そして町民に不利益を与え

ないという大前提の下でこれから取り組んで

いくということであります。それを僕は町長

としてその責任を果たしていくということで

あります。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

先ほど総務課長の答弁の中で、町に責任が

あると。これが返還されない場合、町民に負

担させるということなんです。ですよね。そ

の可能性を一番考えるべきだと思っていま

す。町民に今言っている負担をさせない、農

家にも迷惑をかけさせないということであり

ますが、それを前提にと言っているんですが、

そういったことが非常に危惧されるから我々

は心配しているんです。この議案について慎

重に審議しているんです。これが明確にされ

ない限りは非常にこれは僕らも厳しいなと思

っています。答弁があれば答えていただきた

い、もう一点張りですので。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

何遍も申し上げますが、これは当初の段階

から顧問弁護士とも全て調整しながら進行中

であります。それを安易に私が妥協線を出す

ことによって解決すべきのもできないような

状況に陥ることも想定されます。それにおい

ては先程来申し上げたとおりでありますの

で、それを私としては進めていきたいと思っ

ております。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

３番平良弘光議員。

○ ３番 平良弘光議員

２点ほど質問をしたいと思います。先ほど

ＪＡと久米糖の負担割合について説明しても

らいましたが、個人的にはＪＡと久米糖が負

担金がゼロということは納得できません。先

ほどから総務課長が民法上の使用者責任につ

いてと話してもらいましたが、もしかしたら
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民法についても弁護士によっては解釈の違い

があったり、どっかに負担を求めることので

きる条文というか、こういった判例が出てく

る可能性もあると思います。

これについては、今月いっぱいに負担金は

国に支払いしないといけないんですが、支払

いもしながら、この問題についてはまた今後、

久米糖、ＪＡあたりと交渉をしていく必要が

あると思います。

ここで聞きたいのは、ＪＡと久米糖との交

渉は打ち切りというかたちになっているんで

すか。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えしますが、この間20日の全協の中で

も申し上げましたが、ＪＡについては、この

事件の性質上、予算として負担することはで

きないと。そこにおいては組織の中で経営管

理員の手続きとか、いろんな組合員に対して

の総会等でも予算計上するには、それなりの

説明が必要ということで、逆に組合員から理

事長あたりが訴訟を起こされた場合は非常に

不利な立場になるということをはっきり申し

上げておりました。

そして、製糖工場においては、これもこの

間説明したとおり、負担をしないということ

ではなくて、あくまでも期限付の負担である

ということ等の説明でありますので、今後に

おいては先ほど提案理由の中でも説明しまし

たが、今回においては町の予算から、それを

負担して処理していくということであります

ので、そのへんをご理解していただきたいと

思います。

○ 議長 幸地猛

３番平良弘光議員。

○ ３番 平良弘光議員

できれば今後とも交渉を続けていって町の

負担を、時間をかけてもいいから減らしてい

く努力は必要だと思います。

次、２点目なんですが、今月いっぱいに国

に返済しなければこれからの申請等にいろい

ろと不便が出てくるという話があるんです

が、産業振興課長、これはどのような手続き

に影響が出てくるか。今月いっぱいに支払い

できない場合の流れをお願いします。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

休憩お願いします。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午後３時42分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後３時43分）

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

平成29年度の補助事業の計画も提出はして

おりますが、総合事務局、糖振協から事業の

決定通知がまだ届いておりません。とりあえ

ずは、かん水とか実施している事業について

は継続して実施してもいいというふうな内々

の連絡は受けておりますが、今後、特に製糖

期そのへんから株出管理の作業とかも入って

きますので、それも補助事業として継続でき

るかというところも未定の部分がございます

ので、総合事務局、糖振協さんとしては早め

に補助金返還して29年度の事業から再度ヒヤ

リングをして調整していきたいと連絡を受け

ております。

○ 議長 幸地猛
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他に質疑はありませんか。

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

先だっての全協で説明を聞いてなくて、２、

３確認ですが、予算書の計上されている金額

ですが、これは利息も含めての金なのかとい

う部分と、先ほどの棚原議員と関連するんで

すが、例えば返済は投獄されたときどうする

かという話なんですが、もう一つとして、本

人が破産申告したときどうなるか。もうとん

でもないことになると思うんですね。とりあ

えず、この２つ。

○ 議長 幸地猛

大城学企画財政課長。

○ 企画財政課長 大城学

負担割合について回答いたします。補助金

返還額と還付加算金を合計した額の３分の１

ずつの負担をしました。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

いま破産申告の話がありましたが、よくサ

ラ金とかで借金をして破産申告をして借金を

免れるお話は聞きますが、こういった損害賠

償請求の場合は破産申告を裁判所にして、裁

判所が免責をすることによって返済を免れる

場合なんですが、こういう損害賠償請求の場

合は裁判所が免責をしないことになっていま

す。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

今回この補正を提案しているんですが、町

長は要するに提案するだけなんですね。執行

部と議会の立場の問題なんですが、これ議決

決定権は議会にあるわけです。そうすると議

会で決定された時点で町長はただ上程するだ

けで通ってしまう。実質その責任というのは

議会にかかってくる可能性があるんですね。

決定した機関。そのへんに対して議論するあ

れはなかったのかどうかなんですが、我々と

しても決定するにあたっては、議決権は議員

にあるわけですから、それが曖昧な状態では、

先ほどから担保の話とか、返済計画をどうす

るかという話があるんですが、町長としても

精一杯やるということの答弁なんですが、そ

れを我々としては賛成するにあたって非常に

危惧しているところではあるんですね。

いろんな今まで問題があって、久米糖さん

の問題とか、ＪＡさんの問題あるんですが、

彼らの話が一般住民からすれば理屈が通らな

いのではないかと。法的な問題とかいろんな

ものがあるんですが、例えば見方としてはお

かしい話と。今回、議決したにしても早い時

期に臨時議会をもって、この件に関して、今

後の話ですよ、これ議論する考えはないかど

うか、町長、そのへん。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

この間の20日の全協の中でも顧問弁護士を

お呼びして勉強会をした方がいいんじゃない

かということもありました。これは総務課長

がこれから準備を進めるということでありま

すので、いろんな我々が、とにかく今までの

経験のないようなことの事件ですので、より

慎重に今後の後世のためにも、一つの悪い例

にはなりますが、これを機に絶対こういうこ

とがないようなかたちでの確認をする意味で

も、お互い議員としても勉強会。決して今日
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承認されたから全て議員に責任があるという

ことにはならないと思います。それはいろん

なかたちで、いろんな県の知見等においても

そういう議論もされてきていますので、その

責任についてはもちろん最後まで私の責任に

なると思いますので、それは議会だけの責任

ということにはならないと思います。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

町長がそうおっしゃってはいるんですが、

ただ我々としても、今日、例えばの話ですよ、

議決された時点で責任は負う立場になってく

る。いま執行部の中には対策委員会みたいな

のがあるんですかね。ある。その中に議会も

入れての組織はつくれないかどうか、提案し

たいんですが、このへんを含めてどうなるの

か、それは絶対駄目なのかどうかという部分

を含めて、ちょっと…。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

いま調査委員会を立ち上げて副町長をリー

ダーとして今日のメンバーが調査班、そして

産業振興課においては、係長においても参加

させております。いま現在も資料づくりが整

っていないのもあって、今週中に、それも完

成しなさいということで、今朝、集めて指示

もしました。これができればほとんど手続き

としては解決するものと思っております。

今後においては、その進捗状況においては

また皆さんに公表すべきものについては公表

するということであります。

そして、決算監査の件においても、いま財

政課長の方と監査員とのやり取りも進めてお

りますので、そのへんも町民においても理解

得られるようなかたちで手続きは踏んでいき

たいと思っております。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長から答弁があります。

○ 総務課長 儀間由紀

先ほど町長からも勉強会をやる予定という

ことだったんですが、先ほどもご説明しまし

たとおり、いずれにしても町は法的な責任に

おいてサトウキビ振興協議会に対して賠償責

任を負っています。そのためサトウキビ振興

協議会への賠償額の決定、そして民事訴訟に

おける提訴の決定は議会の議決事項になりま

す。ですので民事訴訟や賠償のものが揃い次

第その議案の作成に向けて一緒に勉強をして

いきたいと思っております。その時は担当の

弁護士も来ていただいて、どういう手続きで

賠償請求をしていくのかとか、そこらへんの

ものも一緒に共有をしながら勉強させていた

だきたいと思いますので、よろしくお願いい

たします。

○ 議長 幸地猛

他に質疑ありませんか。

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

項目を変えて、補正に出ている消防費なん

だが、５ページ、消防費ということで補正前

の額が730万円で今回補正をしたいのが670万

円ですが、これ説明の中で、大型水槽車購事

業ということになっています。まずこの補正

前の額と補正を併せた額が大型水槽車の導入

事業なのかを説明していただきたい。

それで、もしこれが1千400万円の導入費で

あれば、当初予算で既に分かっていたことで

はないかと。これだけの額がかかるというこ
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とは。要するに町の予算が組めなくて補正に

なったのか、あるいは先ほど議運で副町長が

説明したように備品の追加でこうなったの

か。この説明ですね。

それと、いま皆さんがやっている語り尽く

された感じもするんですが、質問もだいぶや

ってきました。回答も同じような回答になっ

てくると思うんだが、さっき産業振興課長が

ちらっと説明しましたが、私は今までの全て

の問題を解決してから補正を組むと思ってた

んです。ところがこの間の20日の全協で29年

度予算なのか30年度予算なのか、いわゆる新

規事業に影響を及ぼすと。確かに28年度につ

きましては約１億円に近い億に近い予算があ

ります。29年度はその後滞っているのか。ま

た30年度においても新規事業に差し支えがあ

るのか。億という数字がある以上、農家にお

いては非常に大きな額なんですよ。これのも

うちょっと詳しい説明をして下さい。

○ 議長 幸地猛

浜元浩消防長。

○ 消防長 浜元浩

ただいまの喜久里議員のご質問にお答えし

ます。まず、消防費の備品購入費ということ

で大型水槽車の購入なんですが、この車輌に

ついては導入後20年経過しております。平成

９年に整備されまして20年経過した車輌であ

ります。当初予算において概算見積もりの時

点で6千836万4千円を計上いたしました。こ

の見積額なんですが、これは平成29年の１月

に見積もりをもらった金額であります。その

後、業者等から排ガス規制等にかかるシャー

シ等の単価の上昇により金額が上がっている

状況になります。

また、全国的にですね、このシャーシの需

要増により単価が上がったことによる増額に

なっております。主な増額なんですが、シャ

ーシと、あと標準艤装部分等の増がありまし

た。１月時点の見積もりと10月の最終見積も

りとの差が、この金額となっております。

○ 議長 幸地猛

大城学企画財政課長。

○ 企画財政課長 大城学

起債の分についてご説明します。先ほど消

防長から説明があったとおり、当初事業費6

千836万4千円、補正で663万6千円、補正後の

事業費が7千500万円になります。当初予算で

特定防衛施設周辺調整交付金ということで6

千100万円の交付金を予定しています。その

差額分が補正後1千400万円になりますので、

当初予算の730万円に670万円今回補正をして

1千400万円を確保するということになりま

す。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

補正予算と今回の補助事業の関係につきま

しては、例えば今年度の事業につきましては

29年の１月27日にセーフティネットにかかる

病害虫の異常発生があるということで通知が

ありまして、29年度、28年度同様の事業が該

当しますということでスタートしておりま

す。30年度につきましては同様にそういうメ

イチュウとか、病害虫発生の注意報が発令さ

れましたら同様に30年も同じような補助事業

が該当するかと思われます。29年度におきま

しては計画書は提出しておりますが、まだ正

式な久米島町へ対する事業の決定通知は、ま

だ届いていない状況でございます。それを28

年度同様に同じ事業をどうしても行うために
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も早めに返還して、再度糖振協に赴いて事業

計画の説明をいたしまして、事業決定の通知

をいただきたいということで現在調整してい

るところでございます。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

大型水槽車なんだが、僕の要求しているも

のとちょっと違うんだよな。排ガス規制なん

てのはこれは別に昨日今日始まったもんじゃ

ないでしょ。シャーシなんてのはこんなもん

１年や２年で変わるものでもない。これを理

由にして600万円もほぼ倍の額の予算を補正

で組むというのは、ちょっとどうかと思うん

だよね。1千400万円でしか買えませんよとい

うのであれば１月に見積もり取って７月にま

た再度見積もり取ったらこんだけになってし

まいましたと。ちょっと甘いんじゃない。こ

れだけ簡単にコロッと変わるもんじゃないよ

車なんてのは。このへんのところもう一回説

明して下さい。

それと、今の産業振興課長の継続、これ29

年度で間違いないんだよね。29年度というと

あと５カ月しかないわけよ。仮にこれが返済

すれば29年度に間違いなくとれる。継続して

30年度も今までと同じようなかたちで予算が

取れるのかどうか、そのへんちゃんとはっき

り説明して下さい。

○ 議長 幸地猛

浜元浩消防長。

○ 消防長 浜元浩

ただいまのご質問にお答えいたします。事

業費が補正後7千500万円というふうになりま

すが、この金額については３社見積もり平均

による金額となっております。

あと、先ほど喜久里議員からありました1

千400万円というのは起債の金額でありまし

て、車輌購入の金額とはまた別であります。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

29年度事業も同様に継続して行いたいとい

うことで総合事務局、糖振協とも直接赴いて

調整しながら進めておりますので、また向こ

うのアドバイスも受けながら今回補助事業の

返済の調整もしておりますので、糖振協、総

合事務局からも事業の中止とかそういうお言

葉はいただいておりませんので、継続して実

施させて下さいということで調整の度にお願

いしています。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑終わります。

これから討論を行います。

まず、原案に反対者の発言を許します。

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

先ほど町長か説明がありました。いろんな

場面でお詫びをしているというところで、こ

れはもう議会も町民も分かっていると思いま

す。本当にそういう気持を伝わりますし、実

際思ってもなかった、本当に驚くことなので、

これは起こってしまったと。ただですよ、お

詫びをしているというさっき答弁はありまし

たが、あくまでもあれば不祥事があったこと

のお詫びと、そして経緯説明と、それから今

後の再発防止、信頼回復のための、この説明

がメインのはずです。あくまでもこの3千300

万円を町民の負担で返すというお願いとか、
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そういった理解を得る説明はなかったと思い

ます。そういう部分では、今後これから3千3

00万円を、例えば補助金がもらえない、あん

たどうするのというふうに聞かれるかもしれ

ませんが、じゃあ返ってこなかったらどうす

るのと同じ天秤だと思います。僕は自分が納

得できるかどうかで判断しますので、やっぱ

り町民に対して負債を負ってもらう、その責

任は町長が負いますのでお願いしますという

ところの部分の責任を負うという言葉が先ほ

どからの説明の中で、なかなかもらえないと

いうところで、やっぱり僕はちょっと、その

へんのところの覚悟が足りないのかなという

ふうに思っております。そういった部分で反

対します。

○ 議長 幸地猛

次に、原案に賛成者の発言を許します。

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

この補助金は、サトウキビの振興に非常に

役立っているわけです。早めに返還して穴が

空いた分、早めに返還して、次年度の事業に

取り組んでいただきたいと思います。

まず、いま吉永議員からもあったんですが、

この3千300万円についての説明責任を今後町

長においては十分果たしてもらいたいこと

と、先ほど損害賠償の回収についても長であ

る私の責任でありますという答えもありまし

たので、そこはそこで評価したいと思います。

さらに、サトウキビ振興協議会、今回全て

町が使用者責任ということで負うかたちにな

っておりますが、それも組織のあり方の問題、

平成合併時に町が主体となっているかたち

で、会長も町長、また事務局も町から出てい

るというかたちです。これも応分な負担がで

きるようにＪＡ、久米糖、しっかり協議して、

組織の改編もお願いして、そのままほってお

いたら１日１万円という負担金も出てきて次

年度の影響も出てきますので、さらに町民の

負担をかけることになると思いますので、今

申し上げたことを要望して、この補正予算に

は賛成いたします。

○ 議長 幸地猛

次に、議案に反対者の発言を許します。

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

この返還が遅れれば利息が付く、それで補

助金にも影響がでる。だからこそ早めに責任

の所在を明確にしてほしい、担保を取ってほ

しいということ、これまで要望してきました

が、これまでの回答でこれが明確にされてい

ません。担保が取れないままに、この議案を

認めれば、町民に負担をかけることが危惧さ

れます。よって、私はこの本案に対して反対

します。

○ 議長 幸地猛

次に、議案に賛成者の発言を許します。

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

これまで何度も細かいことを言ってまいり

ました。町が損害を受けた分については、彼

が買った分については100円でも200円でも1

千円でもいいから回収せえと言ってきまし

た。いま捜査中なんですよね。今まで副町長、

町長、あるいは総務課長、あたりが我々に説

明してきました。言いたいことを言えない、

私も感じました。その昔、村時代、外部団体

であるんですが、今のような事件がありまし

た。その時どうしたかと上司は、自分の退職

金で補ったんです。それを皆さんに回答は求
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めません、またできないです、皆さん、実は。

ただ、皆さんの今までの説明を受けて、私は

私なりに判断しました。絶対町民、町に迷惑

をかけることはないと。追い追い、これから

刑事訴訟、民事訴訟入ってきます。最悪の場

合、当然できない可能性もあるんですよ。そ

の場合は皆さんの覚悟のほどは私は信じてい

ます。ということで賛成します。

○ 議長 幸地猛

次に、原案に反対者の発言を許します。

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

本議案に反対するのは身が切られる思いは

しますが、反対の立場から討論します。町は

被害金について容疑者からの返還の目処もな

いまま、最悪の場合を想定して返済ができな

い場合の対応についてどう対策するのかの質

問に、現在弁護士と相談して民事訴訟を提起

し、全額を請求する答弁を繰り返すばかりで

あり、議会や町民に対して十分な説明責任を

果たしていないと考えます。

町長以下、課長、班長は給料の100分の10

の３カ月、または６カ月の減給の処分を受け

ておりますが、これについても町民は納得し

ていないのが実情です。この問題について町

は適切な処理と被害金の全面回収の道筋を立

てて、最悪の場合の対策についても町民や議

会が納得するような説明が必要であると考え

ます。町債を発行して対応する、あるいは一

般管理費の一般財源から捻出するとのことで

あるが、結局は町民の税金からの補てんであ

ることから、町民に対して十分な説明と理解

を得ることが最も大切であると考えます。

今現在、町民に対して担保等についての十

分な説明もなされておらず、納得も得られな

いことから反対します。ただし、訴訟費用に

ついては反対するものではありません。

○ 議長 幸地猛

次に、原案に賛成者の発言を許します。

○ 議長 幸地猛

他に討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで討論を終わります。

これから議案第54号、平成29年度久米島町

一般会計補正予算（第８号）についてを採決

します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。

（起立多数）

○ 議長 幸地猛

起立多数です。従って、議案第54号、平成

29年度久米島町一般会計補正予算（第８号）

については原案のとおり可決されました。

日程第４ 米海兵隊ＣＨ53Ｅ大型輸送ヘ

リコプター不時着炎上事故に

対する意見書について

○ 議長 幸地猛

日程第４、意見書第３号、米海兵隊ＣＨ53

Ｅ大型輸送ヘリコプター不時着炎上事故に対

する意見書についてを議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

４番崎村正明議員。

（４番崎村正明議員登壇）

○ ４番 崎村正明議員

意見書第３号

米海兵隊ＣＨ53Ｅ大型輸送ヘリコプター不

時着炎上事故に対する意見書

上記の議案を会規則第14条第１項及び第２

項の規定により提出いたします。
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久米島町議会議長 幸地猛 殿

提出者 久米島議会議員 崎村正明

賛成者 久米島議会議員 吉永 浩

久米島議会議員 赤嶺秀德

去る10月11日午後５時過ぎ、米軍普天間基

地所属のＣＨ53Ｅ大型輸送ヘリコプターが東

村高江の民間地域に不時着し炎上する事故が

発生した。

事故現場周辺においては、６カ所のヘリパ

ット建設が強行された結果、民間地上空での

訓練が激化し、いつ事故が発生するか分から

ないという訴えが相次ぐ中、事故が発生した。

事故現場は、民間の牧草地で民家から数百

メートルしか離れておらず、県道70号線にも

近接していることから、まさに県民を巻き込

む大惨事寸前の事故である。

ＣＨ53Ｅヘリコプターは去る６月１日午後

１時頃、久米島空港にも緊急着陸の事故を起

こしており、町民をはじめ県民に強い衝撃を

与えるとともに、住民の不安と恐怖ははかり

知れないものがある。

米軍航空機の事故については、これまで枚

挙にいとまがないほど発生しており、普天間

基地所属のＭＶ22オスプレイが、昨年12月13

日訓練中に名護市安部の海岸に墜落事故を起

こし、さらに同日、別機が普天間飛行場で胴

体着陸するという事故が連続して発生した。

また、今年に入り、６月６日に伊江島補助

飛行場、６月10日に奄美空港、８月29日に大

分空港、９月29日には新石垣空港に緊急着陸

するというトラブルを立て続けに起こすなど

異常な事態となっている。

米軍機に関する事故については、その都度、

本町議会はじめ県議会や地元市町村議会など

が米軍や関係機関に繰り返し抗議決議を行っ

てきたにもかかわらず、事故が後を絶たない

現状に怒りを覚えるとともに、米軍の安全管

理体制の不備を指摘せざるを得ない状況とな

っている。

日米両政府においては、米軍機による事故

が頻発している実態を真摯に受け止め、県民

の過重な基地負担の確実な軽減を図るよう、

より一層全力を挙げて取り組むべきである。

よって、本町議会は、町民並びに県民の生

命・財産及び生活環境を守る立場から今回の

事故に対し厳重に抗議するとともに、下記の

事項が速やかに措置されるよう強く要請す

る。

記

１．事故の原因を徹底的に究明し、その結果

を速やかに公表すること。

２．事故原因の究明、安全性が確保されるま

で同型機の飛行を一切中止すること。

３．民間地上空および水源地上空での米軍機

の飛行訓練を中止すること。

４．日米地位協定を抜本的に改定すること。

以上、地方自治法第99条の規定により、意

見書を提出する。

平成29年10月23日

沖縄県島尻郡久米島町議会

あて先

内閣総理大臣 外務大臣 防衛大臣

内閣官房長官 沖縄及び北方対策担当大臣

外務省沖縄特命全権大使 沖縄防衛局長

（４番崎村正明議員降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明は終わります。

ただいま議題となっております意見書第３

号につきましては質疑を省略したいと思いま

す。
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これにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

異議なしと認めます。

意見書第３号については質疑を省略するこ

とに決定いたしました。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから、意見書第３号、米海兵隊ＣＨ53

Ｅ大型輸送ヘリコプター不時着炎上事故に対

する意見書についてを採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、意見書第３号、米

海兵隊ＣＨ53Ｅ大型輸送ヘリコプター不時着

炎上事故に対する意見書については原案のと

おり可決されました。

日程第５ 米海兵隊ＣＨ53Ｅ大型輸送ヘ

リコプター不時着炎上事故に

対する抗議決議について

○ 議長 幸地猛

日程第５、決議第４号、米海兵隊ＣＨ53Ｅ

大型輸送ヘリコプター不時着炎上事故に対す

る抗議決議についてを議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

５番吉永浩議員。

（５番吉永浩議員登壇）

○ ５番 吉永浩議員

決議第４号

米海兵隊ＣＨ53Ｅ大型輸送ヘリコプター不

時着炎上事故に対する抗議決議

上記の議案を会議規則第14条第１項及び第

２項の規定により提出します。

久米島町議会議長 幸地猛 殿

提出者 久米島議会議員 吉永 浩

賛成者 久米島議会議員 赤嶺秀德

久米島議会議員 仲村昌慧

去る10月11日午後５時過ぎ、米軍普天間基

地所属のＣＨ53Ｅ大型輸送ヘリコプターが東

村高江の民間地域に不時着し炎上する事故が

発生した。

事故現場周辺においては、６カ所のヘリパ

ット建設が強行された結果、民間地上空での

訓練が激化し、いつ事故が発生するか分から

ないという訴えが相次ぐ中、事故が発生した。

事故現場は、民間の牧草地で民家から数百

メートルしか離れておらず、県道70号線にも

近接していることから、まさに県民を巻き込

む大惨事寸前の事故である。

ＣＨ53Ｅヘリコプターは去る６月１日午後

１時頃、久米島空港にも緊急着陸の事故を起

こしており、町民をはじめ県民に強い衝撃を

与えるとともに、住民の不安と恐怖ははかり

知れないものがある。

米軍航空機の事故については、これまで枚

挙にいとまがないほど発生しており、普天間

基地所属のＭＶ22オスプレイが、昨年12月13

日訓練中に名護市安部の海岸に墜落事故を起

こし、さらに同日、別機が普天間飛行場で胴

体着陸するという事故が連続して発生した。

また、今年に入り、６月６日に伊江島補助

飛行場、６月10日に奄美空港、８月29日に大

分空港、９月29日には新石垣空港に緊急着陸

するというトラブルを立て続けに起こすなど

異常な事態となっている。

米軍機に関する事故については、その都度、
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本町議会をはじめ県議会や地元市町村議会な

どが米軍や関係機関に繰り返し抗議決議を行

ってきたにもかかわらず、事故が後を絶たな

い現状に怒りを覚えるとともに、米軍の安全

管理体制の不備を指摘せざるを得ない状況と

なっている。

日米両政府においては、米軍機による事故

が頻発している実態を真摯に受け止め、県民

の過重な基地負担の確実な軽減を図るようよ

り一層全力を挙げて取り組むべきである。

よって、本町議会は、町民並びに県民の生

命・財産及び生活環境を守る立場から今回の

事故に対し厳重に抗議するとともに、下記の

事項が速やかに措置されるよう強く要請す

る。

記

１．事故の原因を徹底的に究明し、その結果

を速やかに公表すること。

２．事故原因の究明、安全性が確保されるま

で同型機の飛行を一切中止すること。

３．民間地上空および水源地上空での米軍機

の飛行訓練を中止すること。

４．日米地位協定を抜本的に改定すること。

以上決議する。

平成29年10月23日

沖縄県島尻郡久米島町議会

あて先

駐日米国大使 在日米軍司令官

第３海兵遠征軍司令官 在沖米国総領事

（５番吉永浩議員降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明は終わります。

ただいま議題となっております決議第４号

につきましては質疑を省略したいと思いま

す。

これにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

異議なしと認めます。

決議第４号については質疑を省略すること

に決定いたしました。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

○ 議長 幸地猛

これから、決議第４号、米海兵隊ＣＨ53Ｅ

大型輸送ヘリコプター不時着炎上事故に対す

る抗議決議についてを採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、決議第４号、米海

兵隊ＣＨ53Ｅ大型輸送ヘリコプター不時着炎

上事故に対する抗議決議については原案のと

おり可決されました。

日程第６ 閉会中の議員派遣について

○ 議長 幸地猛

日程第６、閉会中の議員派遣についてお諮

りします。

本件については、お手元に配布した決議書

のとおり閉会中の議員派遣をしたいと思いま

す。

これにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○ 議長 幸地猛

異議なしと認めます。よって、閉会中の議

員派遣については決定されました。

○ 議長 幸地猛
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以上で本臨時議会に付議されました事件は

全て終了しました。

これで平成29年第９回久米島町議会臨時会

を閉会します。

お疲れ様でした。

（閉会 午後４時23分）
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（午後 ２時00分 開議）

○ 議長 幸地猛

皆さん、こんにちは。これより本日の会議

を開きます。

本日の議事日程は予めお手元に配布したと

おりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 幸地猛

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、１番喜久村等議員、２番

盛本實議員を指名します。

日程第２ 会期の決定

○ 議長 幸地猛

日程第２、会期の決定を議題とします。

お諮りします。

本臨時会の会期は、本日11月15日の１日間

としたいと思います。

ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○ 議長 幸地猛

異議なしと認めます。従って、会期は本日

の１日間に決定しました。

日程第３ 動産の買入について

○ 議長 幸地猛

日程第３、議案第55号、動産の買入につい

てを議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

こんにちは。それでは、議案第55号、動産

の買入について。

下記の動産を買入することについて、地方

自治法第96条第１項第８号の規定により、議

会の議決を求める。

記

１．買入物件 久米島町消防本部大型水槽車

２．契約の相手方

沖縄県那覇市金城町８-９-201

株式会社 消防防災沖縄営業所

所 長 志岐 清明

３．契約の方法 指名競争入札

４．買入価格 65,880,000円

５．納入期限 平成30年３月28日

平成29年11月15日提出

久米島町長 大田治雄

提案理由

動産の買入につきましては、久米島町議会

の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処

分に関する条例第３条の規定に基づき議会の

議決を得る必要がある。

これが、この議案を提出する理由である。

なお、次ページの方に物件の供給契約書の

写しを添付しております。

今回は、４業者を指名しまして、その内１

社が辞退をしまして、３業者で指名を行いま

して、株式会社消防防災沖縄営業所さんが落

札をしております。ご審議のほどよろしくお

願いいたします。

○ 議長 幸地猛

質疑に入る前に報告します。４番崎村正明

議員から欠席の届けがありました。

これで提案理由の説明は終わります。

これから質疑を行います。

12番翁長学議員。
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○ 12番 翁長学議員

動産の購入ということで大型水槽車となっ

ております。この落札相手が車関係というこ

とでリーラーの名前が日野とか日産とか、そ

ういうのが出てくるのかなと思っていたんで

すが、やっぱり特殊車輌ということで消防防

災沖縄営業所ということで落札したと思うん

ですが、改装すると思うんですが、中身は自

動車メーカーがありますよね、その中身はわ

かりますか。

○ 議長 幸地猛

浜元浩消防長。

○ 消防長 浜元浩

ただいまの質問にお答えします。メーカー

なんですが、仕様書の中にはメーカー指定は

できません。今回、入札した結果、株式会社

消防防災沖縄営業所さんが落札しました。シ

ャーシーメーカーについては日野自動車とな

っています。

○ 議長 幸地猛

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

もう１点、この容量ですね、いま容量がな

いと思うんですが、容量を教えてください。

○ 議長 幸地猛

浜元浩消防長。

○ 消防長 浜元浩

今回整備いたします水槽車は積載水量10ト

ンの水を積載しております。現在称している

水槽車と容量については同等です。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

２点ほど教えてください。いま翁長議員か

らもあったんだが、その前に、４社指名で１

社が辞退で３社は３社とも沖縄なのか、それ

が１つ。

それと特記仕様書くださいということで来

たのが小冊子だけなんですけど、これが第３

番目なんですね、ということは第２、第１が

あるわけなんだが、第２、第１は我々に公表

する必要がないのか、あるいはたまたまそう

なったのか、都合の悪いことがあったのか、

最後の写真ですね、おそらくどこかのものペ

ンキ塗って写真とっているんだよね。という

ことはこの車種できますということは事前に

メーカーも決まってきちゃうわけよね、それ

でいいのかなと思うんだけれども、そういう

ことになるとメーカー指定ができないという

ことになれば、当然、イメージの写真でこう

こうですよということになるはずだが、これ

は明らかにどこかのものを写真とっているん

ですよね、見た感じの私の、そのへんの所説

明してください。

○ 議長 幸地猛

浜元浩消防長。

○ 消防長 浜元浩

ただいまの質問にお答えします。まず、仕

様書なんですが、３番からということで議員

の皆さんの方に資料としてお配りしておりま

すが、１番、２番については仕様書の総則、

２番は提出書類等ということで、ありまして、

大まかな車輌の概要がわかる部分を抜き取っ

て提出しております。

あと、写真の車輌なんですが、これについ

ては、豊見城市消防さんが、既にこの車輌を

導入しておりまして、この車輌については従

来の水槽の形も違うんですが、材質ですね、

水槽の材質がＰＰ材を利用しておりまして、

従来はスチール金属のタンクを使用しており
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ました。このＰＰ材の使用の特徴なんですが、

軽量化を図る意味でも燃費効率がいいという

ことで、今回、この素材を持って仕様書を作

成しています。今回、発注する車輌について

もほぼこの車輌と似たような車輌になってく

るかと思います。

業者の住所なんですが、３社とも県内の住

所であります。参加した業者につきましては

株式会社おかのさん、日野自動車さん、そし

て今回落札いたしました株式会社消防防災沖

縄営業所さん３社となっております。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

単純な質問なんですけど、車輌購入します

けど、これまでの車がどうなるのか、これま

での水槽車はどうするのかというところを教

えてください。

○ 議長 幸地猛

休憩します｡（午後２時08分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後２時08分）

浜元浩消防長。

○ 消防長 浜元浩

ただいまの吉永議員の質問にお答えいたし

ます。現在使用中の水槽車なんですけど、車

検がまだ平成31年の４月まで車検があります

ので、その間、現場活動、消火活動、訓練等

に活用していきたいと思います。そして新し

い車輌が納入された後についても訓練、そし

て所内での給水、また併せて現場等の活動等

に車検の期間内は使用していきたいと思いま

す。車検満了後は業者さんを募って処分につ

いては入札等を考えています。しかし、職員

の間ではこの水槽タンクを切り離して消防の

敷地内に置いて、それを防火水槽代わりに所

内でいつでも給水できるようなかたちで残し

ておきたいという計画もございます。とりあ

えずシャーシについては業者さんを募って入

札等で処分していく予定であります。

○ 議長 幸地猛

他に質疑ありませんか。

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

今回の車輌は特殊車両だと思うんですが、

業者としては受注生産になるのか、基礎のや

つはそのままあるのか、装備を付けると思う

んですが納期が来年の３月28日履行期間が

ね、それを確認したい。

○ 議長 幸地猛

浜元浩消防長。

○ 消防長 浜元浩

ただいまの盛本議員の質問にお答えしま

す。履行期限が３月28日ということで、当初、

この事業なんですが、特定防衛施設周辺整備

調整交付金を適用した事業でありまして、５

月に防衛局へ整備計画を提出しまして、あと、

６月から事務調整等を行ってきました。そし

てその中で、装備品、そして仕様書等の精査

等に時間を要しました関係上、交付申請から

交付決定までかなり時間を要しました。その

分、履行期限の方にも多少影響はありますが、

業者さんとは調整を図って履行期限内に納入

できるように進めていきたいと思っておりま

す。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛
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討論なしと認めます。

これから、議案第55号、動産の買入につい

てを採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、議案第55号、動産

の買入については原案のとおり可決されまし

た。

日程第４ 閉会中の議員派遣について

○ 議長 幸地猛

日程第４、閉会中の議員派遣についてお諮

りします。

本件については、お手元に配布した決議書

のとおり閉会中の議員派遣をしたいと思いま

す。

これにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○ 議長 幸地猛

異議なしと認めます。よって、閉会中の議

員派遣については決定されました。

○ 議長 幸地猛

以上で本臨時議会に付議されました事件は

全て終了しました。

これで平成29年第10回久米島町議会臨時会

を閉会します。

お疲れ様でした。

（閉会 午後２時15分）
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（午後 １時30分 開議）

○ 議長 幸地猛

こんにちは。会議を開く前に訂正です。

ただいまから、平成29年第11回久米島町議

会定例会を開会します。

本日の議事日程は予めお手元に配布したと

おりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 幸地猛

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、３番平良弘光議員、４番

崎村正明議員を指名します。

日程第２ 会期の決定

○ 議長 幸地猛

日程第２、会期の決定を行います。

お諮りします。

本定例会の会期は、本日12月12日から22日

までの11日間としたいと思います。

ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○ 議長 幸地猛

異議なしと認めます。従って、会期は本日

12月12日から22日までの11日間に決定しまし

た。

日程第３ 議長諸般の報告

○ 議長 幸地猛

日程第３、議長諸般の報告を行います。

平成29年９月定例会以降に私が出席しまし

た会議等の内容をお手元に配布してあります

ので、御覧になっていただきたいと思います。

次に、地方自治法第235条の２第３項の規

定により、平成29年８月分から10月分の例月

現金出納検査報告が提出されております。議

会事務局に配置し、閲覧できるようにしてあ

ります。

日程第４ 町長の町政一般報告

○ 議長 幸地猛

日程４、町長から平成29年９月定例会後の

町政一般報告書がありましたので、お手元に

配布してあります。朗読は省略いたします。

これで諸般の報告を終わります。

日程第５ 平成29年度久米島町一般会計補

正予算（第９号）について

○ 議長 幸地猛

日程第５、議案第56号、平成29年度久米島

町一般会計補正予算（第９号）についてを議

題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

おはようございます。それでは、議案第56

号、平成29年度久米島町一般会計補正予算（第

９号）の概要についてご説明申し上げます。

予算書の１枚目をお開きください。平成29

年度久米島町一般会計予算の補正予算（第９

号）は、歳入歳出にそれぞれ4千55万8千円減

じ、総額を82億9千696万8千円とするもので

あります。

それでは、歳入歳出の主な内容についてご

説明申し上げます。歳入につきましては、予

算書の６ページをお開きください。

まず、13款、国庫支出金では全体で332万2
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千円の増額となっております。主な内容とし

ましては、５目の土木費国庫補助金において

大原下線の整備事業の交付金追加内示により

事業補助金が760万円の増、一方で８目の防

衛施設周辺民生安定施設整備事業において、

多目的公園整備事業交付決定に伴って事業交

付金が410万5千円の減額となっております。

続きまして、７ページをお開きください。

15款県支出金では全体で4千725万円の減額と

なっております。主な内容としましては、１

目の総務費県補助金において沖縄振興特別推

進交付金事業の変更及び取下げ等により交付

金及び県支援金合わせて5千92万9千円の減、

また４目の農林水産費県補助金において水質

保全対策事業、これは耕土流出防止対策事業

でありますが、その補助金が追加内示に伴っ

て495万円の増、そして７目の土木費県補助

金において沖縄振興公共投資交付金事業内

の、これ路線間流用がありましたので久米島

縦断線整備事業に充当する補助金が追加内示

額も含め2千72万6千円の増、そしてまた比嘉

２号線の整備事業に充当する補助金が1千690

万2千円の減額となっております。

続いて、８ページの21款町債では全体で19

0万円の減額となっております。主な要因と

しましては、１目の総務債において複合型防

災の生涯学習機能施設整備事業に充当する一

般補助施設整備等事業債が事業の取下げによ

り1千140万円の減、また５目の土木債におい

て久米島縦断線整備事業に充当する合併特例

債が事業費総額の増に伴って2千700万円の

増、そして儀間ダム線道路改良事業に充当す

る合併特例債が事業費の減に伴って1千560万

円の減、そして比嘉２号線の整備事業に充当

する過疎対策事業債が路線間流用により480

万円の減額となっております。

続いて、歳出です。本補正予算において、

横領事故に伴う免職・減給等によって総額27

4万4千円の減額となっております。

次に、予算書の９ページからになりますが、

まず２款総務費では総額で5千910万9千円の

減額。

また、16ページからになりますが、沖縄振

興特別推進交付金の複合型防災・生涯学習機

能施設整備事業において適正工期を見込めな

い事から実施設計を取り下げたために5千737

万9千円の減額となっております。

次に、18ページ、３款民生費では総額で45

8万8千円の増額となっております。

続いて、６款、これは25ページからですが、

農林水産費では総額で57万8千円の増額とな

っております。

次に、27ページ、５目農地費の農業基盤整

備促進事業において事業内の組替を行ってお

り、工事請負費から工事設計に係る委託料へ

1千300万円を補てんしております。

続いて、７款、30ページ、これは商工費で

は総額で1千433万円の増額となっておりま

す。主なものは、３目の観光費のバーデハウ

ス久米島管理運営事業において年間所要額の

積算に伴って指定管理に係る委託料が1千480

万円の増額となっております。

続いて、８款の32ページになりますが、土

木費では総額で15万2千円の増額となってお

ります。主なものとしましては、33ページに

なりますが、１目の道路維持費の道路維持管

理事業において上阿嘉６号線の施工方法の検

討に伴って、これは平成30年度施行へ計画変

更を行ったことから工事請負費が1千278万4

千円の減額。そしてまた２目の道路新設改良
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費の久米島縦断線整備事業において、施工区

画の追加及び事業費の追加内示に伴って工事

請負費が2千789万1千円の増額。また、大原

下線整備事業において事業費の追加内示に伴

って道路台帳整備等に係る委託料が800万円

の増額。また34ページになりますが、儀間ダ

ム線の道路改良事業においてダムの提体にあ

たる工事予定区画の施行変更に伴い工事請負

費が1千265万1千円の減額。また36ページに

なりますが、公園事業費の多目的公園整備事

業において事業費の交付決定に伴って工事請

負費を610万円の減額となっております。

最後に、11款になりますが予備費としまし

て480万5千円の増額となっております。

以上が平成29年度久米島町一般会計補正予

算（第９号）の主な概要となっております。

平成29年12月12日提出

久米島町長大田治雄

ご審議の程、よろしくお願いいたします。

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

質問します。14ページ、歳出の沖縄振興特

別推進交付金の中の沖縄らしい風景づくり推

進事業、マイナス200万円減になっています。

これは丸々落とすということになるのか、実

績は年度もう見込めないから落とすのか、積

極的な呼びかけはしなかったのか、こんへん

のところ。

あとは、その同じページの特別支援委員の

配置事業、これも250万円、これは人件費だ

と思いますが、配慮が必要な児童に対して付

けられるものだと思うんですが、250万円落

とす理由、この２つお願いします。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

ただいまの質問にお答えします。沖縄らし

い風景づくり推進事業200万円、これは瓦葺

きをやり替えるということでやっています

が、去年も実績が出なくて、年間３回一括交

付金、県のヒヤリングがあります。去年から

の指導により３月までの見込みがなければ12

月で、要は繰り越しをしないでくれというこ

との指導により、今回もエントリーがなかっ

たものですから減額にしています。告知はで

すね町の広報誌等に今年は何回でしたかアピ

ールはしています。

○ 議長 幸地猛

大田悟教育課長。

○ 教育課長 大田悟

ただいまの吉永議員の特別支援、教育支援

委員配置事業の減についてご説明申し上げま

す。まず、当初予算の入力時には各学校にお

いて支援員がどれぐらいの配置が必要なのか

把握しておらず、若干、多めに計上しており

ました。募集をかけたところ15名必要という

ことでしたが、１人募集をかけてもなかなか

見つからなかったため１人分の減ということ

になります。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

支援員の件は分かりました。これは去年も

実績がなかったということなんですが、これ

だったらずっと実績は出ないままで進んでい

くんじゃないかなと思うんですが、今年も落

とす、今年度も落とすわけですが、今後この
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町の広報だけで告知していく考えかどうか、

そこらへん課でどんな話しているのかだけち

ょっと確認させてください。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

27年久米島町の景観条例、24年に条例制定

されて、25年に施行規則が制定されていて、

その時点から一応この200万円の活用できる

地域が決まっているんです。イーフ地区と奥

武島と美崎と振興通りと仲地、その重点地区

のみ該当されます。ですので他集落から瓦葺

きを替えたいといってもこの一括交付金では

助成できないと定められていますので、この

重点地区については今後何らかのかたちで告

知はしていこうかなという話はしています。

去年も実績はゼロでした。一昨年仲地のほう

で１件ありましたので、そのへん今後どうい

うふうにやっていくのかというのは検討して

いきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

34ページの儀間ダムの堤体のほうで1千600

万円の減になっていますが、今日もそこを通

ってきました。今年度内には完成できるもの

と期待はしておりましたが、通ってみると測

量も終わって杭打ちもされています。そこの

着工はいつになり、完了はいつになるのかお

聞きします。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

儀間ダム線はいま舗装されている部分が国

土交通省用地ということで、当初我々の計画

としてはその堤体の橋を越えた部分から計画

していたんですけれど、県と調整した結果、

国交省に相議を出さないといけないと。時間

的に１年ぐらいかかるということがあって、

その国交省の用地じゃない町有地のほうから

今回は儀間１号まで取り付けまで整備しま

す。11月29日に発注はして現場の段取りは終

わっています。

Ａクラス物件でありまして、工期としては

３月いっぱいを目指しています。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第56号、平成29年度久米島町

一般会計補正予算（第９号）についてを採決

します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、議案第56号、平成

29年度久米島町一般会計補正予算（第９号）

については原案のとおり可決されました。

日程第６ 平成29年度久米島町国民健康保

険特別会計補正予算（第３号）

について

○ 議長 幸地猛

日程第６、議案第57号、平成29年度久米島
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町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

についてを議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

それでは、議案第57号、平成29年度久米島

町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

の概要についてご説明申し上げます。

予算書の１枚目をお開きください。平成29

年度久米島町国民健康保険特別会計補正予算

（第３号）は歳入歳出予算の予算額を増減な

しとし、それぞれ歳入歳出の総額を15億1千3

44万円と定めるものであります。

歳出の計上概要につきましては、これは予

備費からの組替となっております。

歳出につきましては予算書の４ページをお

開きください。１款総務費の一般管理費で、

12節の役務費でレセプト点検委託手数料が当

初見込みより件数の増加となったため13万円

の増額となっております。

また、13節の委託料では、国保連合会との

システム改修に係るもので74万6千円の増額

となっております。

次に、18節備品購入費では、国保連合会と

情報集約システムにおける自動データ送信等

によりパソコンを購入するもので42万円の増

額となっております。

以上のことから、13款１項１目の予備費は、

組替ととなりますので129万6千円の減額とな

っております。

以上が平成29年度久米島町国民健康保険特

別会計補正予算（第３号）の概要となってお

ります。

平成29年12月12日提出

久米島町長 大田治雄

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 幸地猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第57号、平成29年度久米島町

国民健康保険特別会計補正予算（第３号）に

ついてを採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、議案第57号、平成

29年度久米島町国民健康保険特別会計補正予

算（第３号）については原案のとおり可決さ

れました。

日程第７ 平成29年度久米島町後期高齢

者医療特別会計補正予算

(第２号)

○ 議長 幸地猛

日程第７、議案第58号、平成29年度久米島

町後期高齢者医療特別会計補正予算(第２号)

について議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）
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○ 副町長 桃原秀雄

議案第58号、平成29年度久米島町後期高齢

者医療特別会計補正予算(第２号)の概要につ

いてご説明申し上げます。予算書の１枚目を

お開き下さい。

平成29年度久米島町後期高齢者医療特別会

計補正予算（第２号）は、歳入歳出予算の予

算額にそれぞれ５万円を増額し、歳入歳出の

総額を7千774万3千円と定めるものでありま

す。

歳入歳出の主な要因としましては、歳入に

つきましては予算書の５ページをお開き下さ

い。５款２項１目の保険料還付金において、

当初見込額より歳出還付額が増えたため５万

円の増額となっております。これは歳出還付

した額が後期高齢者医療広域連合からの歳入

として振り込まれるものであります。

次に、歳出におきましては、６ページにな

りますが、３款１項１目の保険料還付金にお

いて、当初見込額より保険料還付の増額に伴

って５万円の増額となっております。

以上が平成29年度久米島町後期高齢者医療

特別会計補正予算（第２号）の概要となって

おります。

平成29年12月12日提出

久米島町長 大田治雄

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第58号、平成29年度久米島町

後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

について採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、議案第58号、平成

29年度久米島町後期高齢者医療特別会計補正

予算（第２号）については原案のとおり可決

されました。

日程第８ 平成29年度久米島町水道事業

会計補正予算(第１号)

○ 議長 幸地猛

日程第８、議案第59号、平成29年度久米島

町水道事業会計補正予算(第１号)についてを

議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

こんにちは。それでは、議案第59号、平成

29年度久米島町水道事業会計補正予算(第１

号)の概要についてご説明申し上げます。予

算説明書の２ページをお開きください。

第３条予算、予算収益的収入及び支出につ

いて、当初予算で執行を予定しておりました

が、水道事業経営におきまして、第１項営業

費用、第４目総係費で職員の人事異動等に伴

う給与・給与引当繰入金・退職手当組合負担

金、及び職員用パソコン購入として計84万2
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千円を計上しております。

３ページ目になりますが、また第４条予算、

１項建設改良費、１目水道施設整備費により

実施している水道施設遠方監視システムで機

器の増設による不足分366万5千を、第３条予

算第１項第２目配水及び給水費、第６節修繕

費を減額しこれを充てております。

平成29年12月12日提出

久米島町長 大田治雄

ご審議よろしくお願いいたします。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

今の説明なんですが、この営業費用では都

合わるいんですか。366万5千円では組替です

よね、項目の。建設改良費にもってきている

んですよね。であれば最初からそれでよかっ

たんじゃないかと思うんですが、そのへんど

うですか。

○ 議長 幸地猛

上里宏美上下水道課長。

○ 上下水道課長 上里宏美

当初こちらの機械、現在水道施設遠望監視

システムを設置しておりますが、現場を再度

調査した際に、システムと不具合機器があり

建設改良費予算がなく、営業費、修繕費から

予算を組み替えするかたちで調整しておりま

す。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第59号、平成29年度久米島町

水道事業会計補正予算（第１号）についてを

採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。したがって、議案第59号、

平成29年度久米島町水道事業会計補正予算

（第１号）については原案のとおり可決され

ました。

日程第９ 動産の買入について

○ 議長 幸地猛

日程第９、議案第60号、動産の買入につい

てをを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第60号、動産の買入について。

下記の動産を買入することについて、地方

自治法第96条第１項第８号の規定により議会

の議決を求める。

記

１．買入物件 久米島火葬場葬祭場備品

２．契約の方法 指名競争入札

３．買入価格 12,517,200円

４．納入期限 平成30年３月30日

５．契約の相手方

住所 沖縄県島尻郡久米島町
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字比嘉2853-5

称号 有限会社真栄堂

氏名 代表取締役 薗田真理

平成29年12月12日提出

久米島町長 大田治雄

提案理由でありますが、動産の買入につき

ましては、久米島町議会の議決に付すべき契

約及び財産の取得又は処分に関する条例第３

条の規定に基づき議会の議決を得る必要があ

る。

これが議案を提出する理由であります。

なお、次ページのほうに、物品売買契約書

の写し、そして後ろのほうに備品の一覧表を

添付しております。

なお、今回は３者を指名しまして、有限会

社真栄堂さんが落札しております。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

２点ほど質問いたします。ただいま整備さ

れています火葬場について、この備品の関係

ですが備品の一覧表が付いていまして、火葬

場については火葬炉が２台あると思います。

今回整備する火葬炉。現在の火葬場について

も炉が２カ所窯がありますが、この火葬場の

収骨台、これを備品として１台しか載ってい

ないんですが、窯は２つあって収骨台が今回

提示されているのが１台ということで、その

１台で可能なのかどうかという点と。現在、

火葬場の備品として夏場に主に利用される冷

蔵庫があります。気温の高い時に１日２日安

置用の冷蔵庫、これも現在ある１台でも夏場

になると２カ所、３カ所不幸が重なった場合

には１台で足りないと。今回整備するにあた

って２台冷蔵庫も準備する必要があるんじゃ

ないかと思いますが、そこの説明をお願いし

ます。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

ただいまの質問にお答えします。炉が２基

ありまして、収骨の際、収骨室がございます。

いま一度出てきた場合には１つは収骨炉のほ

うに移動して、そこで収骨。重なった場合、

告別ホール、炉の前のほうでも収骨できます

し、１台は隣りの収骨室で収骨するというこ

とで、今回１台を計上しております。

冷蔵庫につきましては、今現在１台ありま

す。確かに現在、重なったりする場合がござ

いますが、今回火葬場のほうに通夜ができる

施設も完備されますので、１体はそちらのほ

うで活用しながら、また場合によっては家庭

のほうでその冷蔵庫１台でできるということ

で今現在冷蔵庫は１台ということで考えてお

ります。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

説明ありましたように待合室があって待合

ができる部屋ができると。そこで安置する場

合には冷房とか効いて、その場には冷蔵庫が

なくて大丈夫なのか。重なった場合には自宅

で通夜とかやる場合には冷蔵庫はそちらの自

宅のほうに貸し出しすると、そういう説明な

んですが、この待合室につきましても先だっ

ての現場説明の時にも待合室ができて、通夜
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もそこでできますよというお話もありました

が、普通の持ち家の場合はお家で通夜をやっ

たり、アパートの場合はアパートでできない

場合には、この会場を借りると思いますが、

通夜ができる待合室ですか、これも余り大き

くはなくても２カ所ぐらい２部屋ぐらい必要

だったんじゃないかと思いますが、その説明

をお願いします。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

待合室のほうも中のほうで仕切りできるよ

うになっていまして、２カ所の待合室を使う

ことは可能でございます。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

１点だけ確認ですが、備品一覧表が付いて

いるんですが、備考欄にいろいろなのが書か

れているんですが、備考欄の数字というか、

これは規格、例えば、この備品というのは確

認しにくいのは、品質をどう確認するか。規

格があって規格にはまっていればいいのかと

いうだけの問題じゃないと思うんです。その

ものが良いのか悪いのかというのはいろい

ろ、これはピンからキリまであると思うんで

すが、その備品を品質の確認のための数字な

のか、どうやってまた確認するのか、それを

ちょっと。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

今回の備品につきましては、特殊性といい

ますか、やはり一般的に出回っていない備品

等がありまして、それで葬祭に詳しい方々か

らいろいろ意見聴取をして今回ただいま載っ

ている一覧表の中で規格、それとカタログ等、

備考に載っているのはカタログにある番号で

ありまして、こちらのほうで町の葬祭場には

こういった備品が必要ということで指定して

おります。それに則ったかたちで納品をして

もらって検査を行う予定をしております。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午後２時08分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後２時09分）

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

議運の席でもちょっと質問したんですが、

この品物につきましては真栄堂さんが落札し

ていますね。しかも81％、わりと厳しい請負

率でやっているんですが、その説明の中で聞

いたのは、他の２社はどこだと聞いた場合に

おいて、葬祭場さんも入っているんですよね、

葬儀屋さん。葬儀屋さんが普通の一般事務屋

さんに負けることがちょっと理解できないん

だが、これは当然公平にやったんだと思うん

だが、念のためにこの３社ですか４社ですか、

入札に参加した業者を教えてください。

それと今の備品の件も関連してくるんです

が、火葬場の収骨用品一式の中に残骨バケツ

があるんですよ、収骨盆、箸立て、収骨箸、

あるんですが、今やっている工事のときに気

づけばよかったんですが、この残骨というの

は、今の工事の中に入っているのか、どっか

一画に。そのへんのところ説明、あるかない

か回答してください。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午後２時10分）

○ 議長 幸地猛



- 54 -

再開します。（午後２時10分）

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

ただいまの質問にお答えします。今回の入

札には３社指名をしております。１社が株式

会社ナイソ、２社目が有限会社真栄堂、３社

目が有限会社拓商、以上の３社を指名してお

ります。

それと、残骨なんですが、現在の火葬場の

施設の中に、その室を設けております。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

因みに、この残骨処理施設なんですが、何

立米入りますか。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

7.7㎡の部屋をとっています。現在、平面

図を見ておりまして、その部屋の平米数で出

しております。立米についてはいま資料を持

っておりませんので確認できておりません。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから、動産の買入についてを採決しま

す。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。したがって、動産の買入に

ついては原案のとおり可決されました。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午後２時13分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後２時18分）

日程第10 平成28年度久米島町一般会計

歳入・歳出決算認定について

○ 議長 幸地猛

日程第10、認定第５号、平成28年度久米島

町一般会計歳入・歳出決算認定についてを議

題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

認定第５号、平成28年度久米島町一般会計

歳入・歳出決算概要についてご説明申し上げ

ます。

平成28年度久米島町一般会計決算は、決算

書の１ページから３ページをお開きくださ

い。

歳入において79億4千743万円で、対前年度

と比較しますと9億4千717万7千円、10.6％の

減。そして歳出におきましては、これは４ペ

ージから６ページになりますが、75億7千644

万2千円で、対前年度と比較しますと9億8千6

17万7千円、11.5％の減額となり、歳入歳出

とも減額となっております。

また、歳入歳出差引額が3億7千98万8千円

で、その内2千775万4千円が繰越明許、横領

事故に伴う現金不足1千122万8千円となり、

差し引きの3億3千200万6千円が実質収支額と
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なり、平成29年度へ繰り越しとなります。

財源指数から見ますと、実質収支比率が8.

2％で、前年度比較すると0.9ポイントの増額

となりました。主な要因としましては、人件

費及び扶助費が増加したものの実質収支が増

加したことによるものと考えております。公

債費負担率は18.6％となりました。対前年度

と比較しますと0.7ポイントの増加となりま

した。経常収支比率は89.4％で対前年度比4.

8ポイントの増額となっております。これは

人件費及び扶助費が前年と比較しますと増額

したことが主な要因と考えております。

主な財政指数につきましては、前年度比較

しますと、数値は改善されつつありますが、

今後扶助費等の社会保障関連経費の自然増や

各公共施設の老朽化に更新に係る費用等が将

来負担が増加することが予想されることか

ら、引き続き適正な財政運用を務めていく必

要があります。

それでは、平成28年度決算に係る歳入決算

額から順に概要を説明申し上げます。歳入構

成から見ますと、歳入決算額、全体の43.0％

を占める９款地方交付税が34億1千890万7千

円で、対前年度比7千160万5千円の減額とな

っております。

続いて、歳入決算額全体で占める割合が19.

7％の、これ15款県支出金では、対前年度比

の4億6千388万8千円減額の15億6千314万5千

円となっております。

次に、13款国庫支出金においては、歳入決

算全体から占める割合が8.1％となっており、

対前年度比2千310万5千円の増の6億4千764万

7千円となりました。

次、21款地方債につきましては6億4千103

万円で、歳入決算額全体に占める割合は8.1

％となっており、対前年度比で1億5千987万1

千円の減額となっております。

その他、17款寄付金が対前年度比2億9千45

2万8千円の減の1千90万7千円。そして16款の

財産収入が、対前年度比1億3千251万7千円の

減の4千96万5千円となっております。

久米島町の自主財源の柱となる１款町税に

つきましては、構成費が8.5％で6億7千628万

2千円となりました。対前年度と比較します

と、決算額では3千270万2千円増額し、構成

比が対前年度比で1.3％増額したものの、依

然として低い状況にあります。

歳入の大半を依存財源で占めている状況で

あり、自主財源の確保が今後とも重要な課題

となっております。

平成29年度も引き続き徴収率の向上を進め

てまいりたいと思っております。

続きまして、歳出決算額の概要を申し上げ

ます。性質別に見ますと、義務的経費である

人件費が構成比の22.3％となっており、前年

度と比較すると1千48万9千円の増額の16億8

千809万6千円となっております。

次に、公債費が9億143万3千円となってお

り、構成比は11.9％、対前年度比では509万7

千円の減額となっております。これは平成25

年度において繰上償還を実施したことや、起

債発行額の抑制に伴って元金が減少してきた

ことなどが原因となっております。今後も引

き続き地方債の発行を抑制し、計画的な地方

債の繰上償還を実施していく必要があるもの

と考えております。

続きまして、普通建設事業につきましては

13億8千518万5千円となっており、前年度と

比較しまして3億9千285万9千円の減額となっ

ております。歳出に占める割合は18.3％とな
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っております。

次に、物件費は13億7千350万2千円で、前

年度と比較しますと1億2千629万2千円の増額

となっており、構成比は18.1％となっており

ます。

次に、積立金についてですが、3億3千68万

2千円で、前年度と比較しますと3億7千810万

9千円の増額となっております。

以上が平成28年度久米島町一般会計の決算

概要となっております。

引き続き国の動向や社会情勢を注視し、持

続可能な財政運営の推進のため全職員が一致

協力し、地方税や各種使用料等の徴収率の向

上による自主財源の確保と更なる歳出削減等

を図り、財政の健全化に向けて取り組んでま

いります。

平成29年12月12日提出

久米島町長 大田治雄

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

本日は代表監査委員が出席されておりま

す。代表監査委員より平成28年度久米島町一

般会計歳入・歳出決算審査について、特別に

一般会計横領事件に関する監査結果の見解に

ついて説明を求めます。

髙嶺悟代表監査委員。

（髙嶺悟代表監査委員登壇）

○ 代表監査委員 髙嶺悟

代表監査委員の髙嶺でございます。ただい

ま議長より平成28年度一般会計横領事件に関

する監査についての見解を述べるようにとの

指示がございましたので、監査委員の見解を

述べさせていただきます。

平成29年８月18日にプレスリリースされま

した横領事件に関し、久米島町長より平成29

年11月13日付けで地方自治法第243条の２第

３項に基づく監査請求がありました。平成28

年度一般会計での横領額について監査を実施

しましたので、その結果について見解を述べ

させていただきます。

監査結果に関する見解でございます。今回、

町長から請求のありました監査について、本

来であれば横領総額が確定してからの監査と

なるべきでございますが、平成28年度一般会

計決算に関する議会認定を踏まえまして、先

んじて当該年度のみを優先し監査を行いまし

た。執行部におきましては、今後更なる被害

額が確定した場合には、早期に監査を実施で

きるよう最優先事務として本件に取り組んで

いただきたいと思います。

まず、平成28年度一般会計の損害額につき

ましては、伝票類、あるいは債権者の受け払

い等々を精査しました結果、損害額は1千122

万7千565円であることを確認いたしました。

なお、詳細な手口等、具体的なことにつき

ましては、現在も警察、司法当局の捜査が続

いている状況でありますので、損害額のみの

報告とさせていただきますのでご了解お願い

申し上げます。

本件が発生した最大の要因は、当然ながら

不正事務を繰り返しました元職員の公務員と

しての倫理観の欠如でございますが、同時に

外部団体の経理を１人の職員が管理していた

こと、更に外部団体であるが故に出納室での

チェックがなされていない状況にあって、複

数の職員で資金管理をすべきでありました

が、それがなされていなかったところにもあ

ると思います。更に上司の印鑑及び公印が自
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由に使えるような異常な環境にあったことも

今回の事件惹起に大きく影響しているものと

考えております。

このようなことから、本事案は内部でのチ

ェック機能が極めてずさんであったことにも

大きな要因があったと言わざるを得ません。

そして同時に、執行部においては再発防止策

に取り組んでいるところではございますが、

更なる注意喚起を促すとともに議会の皆さ

ま、そして我々監査委員が一体となって同じ

過ちを二度と犯すことがないよう注視してい

くことが重要なことであると考えます。

今後、横領額は更に増えることが予見され

ております。監査委員からの最終的総括は、

本事件の横領総額が確定し監査終結後に述べ

ることといたします。本ご報告は平成28年度

一般会計のみに関する横領事件の見解といた

します。

平成29年12月12日

久米島町代表監査委員 髙嶺悟

（髙嶺悟代表監査委員降壇）

○ 議長 幸地猛

ただいま代表監査委員より一般会計横領事

件に関する監査結果の見解の説明が終わりま

した。

代表監査委員の説明に対する質疑を省略し

たいと思いますが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○ 議長 幸地猛

異議なしと認めます。従って、代表監査委

員の一般会計横領事件に関する監査結果の見

解に対する質疑を省略したいと思います。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午後２時31分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後２時33分）

平成28年度久米島町一般会計歳入・歳出決

算認定については後日予定されております決

算審査特別委員会において細部にわたって質

疑ができますので、この場においては大綱的

な質疑に努めていただくようご協力をお願い

いたします。

これから質疑を行います。

○ 議長 幸地猛

質疑ありませんか。

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

全般的に関わる件ですが、補正予算書を見

てみますと不用額がかなり出ていると、約３

億、４億円近くになるんですね。それと収入

未済額が結構出ている。各項目毎にするとそ

れほどでもないんですが、ザッと計算したら

１億円余りの未済額が出ているんです。不納

欠損もかなり出ている。こういう決算の数字

が出たときに、財政の健全化にどういう影響

があるのか。そのへんどうなんですか。それ

そのままでいいのか、そのへんに関してどう

考えるのか。

○ 議長 幸地猛

大城学企画財政課長。

○ 企画財政課長 大城学

ただいまのご質問にお答えします。確かに

不用額と不納欠損とか非常にあります。先ほ

どありました財政健全化にどう影響するかに

ついてはいま資料を持ち合わせておりません

ので、特別委員会で回答したいと思いますの

でよろしくお願いします。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員
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これかなりの金額なんですね。こういう状

況が続くと、おそらく予算を立てる時期にも

かなり厳しい状況になるんじゃないかと思う

んですが、そのへんを改善するために、例え

ば未済額が約1億5千万円ぐらいある、単純な

計算なんですが。これ特別会計まで含めると

かなりの金額になる。ある自治体においては、

その未済額を解決するためにチームをつくっ

ている自治体があるんですね、そのためだけ

の、未済額をどう処理するか。おそらく完璧

にはできないかもしれないんですが、そうい

うチームをつくってやる考えはないか。

それぞれの課でやると、おそらく現状その

ままになってくると思います。どこかで手を

打たないと、おそらく毎年同じ状況になる。

現状でさえ自己財源が厳しい久米島町におい

て、こういう未済額、不納欠損が出たときに、

これもう大変なんです。金はないと言いなが

ら、きちんとそういうことはやらないで予算

がありませんということにはならないと思

う。

ある事例で、これは住民訴訟の対象になっ

た事例もあるらしい。要は未済額があまり大

きすぎて、取れなくて不納欠損をどんどん流

していくと。だからそういうことにならない

ように、今でさえ自己財源が乏しい久米島町

においては、そういう手当てもしながら財政、

自己財源を確保していかないとちょっと厳し

い状況になると思いますので、今後そのへん

を頭の中において、その対策、委員会になる

か何か分からないけど、そういうのをつくっ

てもいいのかなと。現状の各課対応だけでは

おそらく難しいだろうと。そのへん含めて総

合的な話なんですが、町長、答弁お願いしま

す。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

ただいまの盛本議員の質疑にお答えします

が、合併して以前、県税町税の徴収において

はチームをつくってやった時期もありまし

た。県からの職員を招へいして一緒にやった

ときは非常に効果がありました。今後におい

てもそういうかたちで再度できないかどう

か。そしてまた将来的にはまた、以前は県税

に職員も研修に送ったりやっておりました。

今後においてはそういうことも勉強させるつ

もりでやっていきたいと思います。

そして他の特別会計においても、特に水道

事業とか、そういう未収入がないようにさせ

たいと思います。

今日、庁議でも私申し上げましたが、各管

理職がそれぞれの課を不用額が出ないような

再チェックを今後においても、今年度分にお

いてもやりなさいという指示をしました。な

るべくこういう執行できるものについては完

璧な執行するような体制で今後臨んでいきた

いと思います。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

そういうことですね、そうしながらやっぱ

り財政の健全化を図っていったほうがいいの

かなと思っています。

あと、不用額があるんですが、この不用額

の行き先はどこにいくんですか。不用額が出

たときに、その金の行き先はどうなんですか。

○ 議長 幸地猛

大城学企画財政課長。

○ 企画財政課長 大城学
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不用額の分につきましては、翌年度繰り越

しになるんですが、その２分の１は財政調整

基金に積み立てると。それ以外は翌年度の一

般財源取り扱いとなります。

○ 議長 幸地猛

盛本實議員の本件に関する質疑は既に３回

になりましたが、会議規則第55条但し書きの

規定によって、特に発言を許します。

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

確かに、不用額が出たからといって無駄遣

いはやっぱり良くないんですね。必要なとこ

ろに必要な金を使うというのは当たり前の話

なんですけれど、ただ、不用額を出した時点

でそれが基金にいくと。基金にいったら当然

それは市中銀行かどこかにいくわけですが、

町民所得とか国民所得というのは基金と消費

プラスしたやつが国民所得、町民所得になっ

てくる。基金が貯まるのはいいことなんです

が、基金というのはどこかに預けると、市中

銀行に。それを別の地域がどんどん利用して

そこの地域の活性化になる、消費に向かって

いく。そうすると我々の持っていた基金でも

って別の地域が所得を上げていく。そのへん

これバランスの問題なんですが、できたらあ

る分で消費できる分に関しては、消費を上げ

ながら町民所得を上げていくという方法もあ

るので、無駄遣いをしないで貯めるとのも非

常にいいことなんですが、ただ消費すること

によって町民所得を上げていくということも

あるわけだから、その経済理論もバランスを

取りながら、ぜひ、やっていただきたいとい

うことを意見を申し上げて終わります。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

これで質疑を終わります。

お諮りします。

本案については議長を除く13名の委員で構

成する決算審査特別委員会を設置し、これに

負託して審査することにしたいと思います。

ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○ 議長 幸地猛

異議なしと認めます。従って、本案につい

ては議長を除く13名の委員で構成する決算審

査特別委員会を設置し、これに負託して審査

することに決定しました。

お諮りします。

決算審査特別委員長に建設経済委員長の喜

久里猛委員、副委員長に建設経済副委員長の

棚原哲也委員を選出したいと思います。

ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○ 議長 幸地猛

異議なしと認めます。従って、決算審査特

別委員会委員長に建設経済副委員長の喜久里

猛委員、副委員長に建設経済委員長の棚原哲

也委員を選出することに決定しました。

以上で本日の議事日程は全て終了しまし

た。

これにて散会します。

お疲れさまでした。

（散会 午後２時55分）
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地方自治法第123条第２項の規定により署名する。
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（開会 午前10時00分）

○ 議長 幸地猛

おはようございます。これより本日の会議

を開きます。

本日の議事日程は予めお手元に配布したと

おりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 幸地猛

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、５番吉永浩議員、６番赤

嶺秀德議員を指名します。

日程第２ 一般質問

○ 議長 幸地猛

日程第２、ただいまから一般質問を行いま

す。

一般質問の時間は、会議規則第56条第１項

の規定によって、これまでどおり30分以内と

します。なお、質問は質問席から総括質問の

あと一問一答方式で行います。

それでは、順次発言を許します。

５番吉永浩議員。

（５番吉永浩議員登壇）

○ ５番 吉永浩議員

おはようございます。５番吉永浩です。通

告に従いまして５点質問いたします。まず、

１つ目、離島生活コスト低減策の必要性につ

いて。離島における割高な生活コストを低減

し、離島でも住みやすい、定住に繋がる町づ

くりが必要であると考えます。以下２点質問

する。①食品や生活用品等において、沖縄県

と比較して久米島町の物価はどうなっている

か。②平均所得の低い久米島町において生活

を圧迫する割高な物価を軽減するため、輸送

経費補助を行い、物流コストの低減を行うこ

とが島の発展に繋がると考えるが。

２つ目、ファミリーサポートセンターの必

要性について。子育てを地域で相互援助する

仕組みとして早急なファミリーサポートセン

ターの立ち上げが必要と考える。以下の３点

質問します。①ファミリーサポートセンター

の実施主体を認識していますか。②移住定住

促進、働きたいを応援する、久米島町に無く

てはならないサービスと考えるがどう考える

か。③社協に委託し、平成30年度中の立ち上

げを目指す考えはないか。

３つ目、介護人材の育成、確保策の必要性

について。今後、久米島町において介護人材

の確保が大きな課題になる。そこで、以下の

３点質問します。①島内介護事業所における

課題を把握しているか。②介護人材の不足が

町に及ぼす影響をどのように考えているか。

③久米島町として今後、介護人材の育成・確

保についてどのように対策していく考えか。

４つ目、女性と高齢者のための人材活用セ

ンター設立の進捗状況について。人口が限ら

れた島において、移住定住を促進することは

勿論、今いる人材をどう活躍させるかが重要

である。そこで、２点質問します。①女性と

高齢者のための人材活用センター設立の進捗

状況は。②計画では、平成30年には法人設立

等、予算も人も伴うことになっている。準備

はできているか。

５つ目、外来生物の持ち込み対策について。

県内の他地域において外来生物の持ち込みに

よる生態系等への影響が問題となっている。
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久米島町の現状はどうなっているか伺いま

す。

以上５点お願いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

おはようございます。それでは、５番吉永

浩議員の４つの質問を私からお答えいたしま

す。まず、１つ目の離島生活コスト低減策の

必要性について。久米島における生活必需品

の小売価格は、沖縄県による平成27年度調査

によると、沖縄本島を100とした物価指数か

ら18.4％高くなっております。今後において、

現状の物流コスト低減に係る輸送費補助につ

いては、物量が多大であり事業費も嵩むこと

が予測されます。町の厳しい財政状況を考え

ますと現時点では難しいと考えております。

２点目のファミリーサポートセンターの必

要性について。①としまして、実施主体と認

識しているかについては、数年前に実施につ

いて、調整した経緯がありますが、実現に至

らなかったとのことであります。必要性とし

ては、町内において育児の支援を受けたい方

と、支援を行う方が会員となり、助け合う組

織があることで、子育て又は就業の両立を支

援できるものと考えています。②としまして、

ファミリーサポートセンターが設置されるこ

とで、就業・移住定住促進に大きく寄与する

ものと考えています。③現在、ファミリーサ

ーポートセンターの実現に向けて有志により

会員の募集を行ったところ、設置できる会員

数が確保できる見通しがあることから平成30

年度予算に計上することで調整を行っており

ます。

次に、３つ目の介護人材の育成、確保策の

必要性について。①島内介護事業所における

課題の把握については調査等は行っておりま

せんが、介護人材不足があると認識していま

す。②介護人材不足が町に及ぼす影響につい

ては、各事業所において新たな事業展開を行

おうとしても人材不足により行えないことが

あると考えています。③町の地域包括支援セ

ンターにおいても、介護支援専門員（ケアマ

ネ）・社会福祉士等が配置できず、ハローワ

ーク・沖縄県社会福祉協議会の人材バンク等

に求人を行っていますが、応募がない状況で

あることから介護人材の確保は大きな課題と

考えております。

次、４点目、女性と高齢者のための人材活

用センター設立の進捗状況について。①昨年

度、女性と高齢者のための人材活用センター

創立に係る基礎調査業務を実施しました。人

材活用センターの必要性や需要、期待される

効果などを確認することができた一方で、様

々な課題も浮き彫りになりました。本町が目

指す、人材活用センターは高齢者のみならず、

女性や障害を持った方々も活き活きと活躍で

きるまちづくりを目指したものであります

が、そのためにはシルバー人材センター、人

材派遣事業、職業紹介事業、障害者就労支援

事業の４つの機能を有する組織の立ち上げが

必要であります。しかしながら、これら４つ

の機能を併せ持った組織の運営を行う上で

は、法律や制度的な課題が残されているため、

人材活用センター実現へのステップとして、

まずは久米島町の規模や実情に最適なシルバ

ー人材センターの設立を目指したいと考えて

います。②法人設立前にまずはシルバー人材

センターの設立を目指す考えですが、現時点
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では目処は立っておりません。関係課や関係

する事業者、団体との連携を図り設立に向け

取り組みを行いたいとおもっております。

次は、教育長より答弁をお願いします。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

吉野剛教育長。

（吉野剛教育長登壇）

○ 教育長 吉野剛

吉永浩議員のご質問、外来生物の持ち込み

対策についてお答えいたします。久米島に侵

入している外来生物は、約11種類以上あると

思われますが、主な特定外来生物として、ウ

シガエル、ブルーギル、ボタンウキクサ等が

あり、一部は定着している種もあって生態系

への影響がかなり有ります。定着した外来種

を完全に駆除することは非常に難しく、大変

な作業となりますので、外来生物をむやみに

持ち込まない、野外に捨てない、ほかの地域

に広げないの３原則をしっかり守ることが大

切です。今後新たに侵入する可能性の高い特

定外来生物として、グリーンアノール、オオ

キンケイギク、ツルヒヨドリ等があり、その

ためには、外来種に関する知識の普及啓蒙や

早期発見のための町民を巻き込んだ監視体制

の構築が必要だと考えます。

（吉野剛教育長降壇）

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

それでは再質問していきたいと思います。

まず、離島生活コスト低減策の必要性につい

てということなんですけれど、久米島町民の

実感として物価が高いというのは皆さん口々

におっしゃいます。執行部の皆さんも議員の

皆さんもそう感じていると思っています。で

も実感だけでは本当に必要性って分からない

ですよね。議員の皆さんと執行部の皆さんに

資料を今日提出しています。離島食品日用品

輸送費等補助事業というところで、これは簡

単にいえば県と市町村が２分の１ずつ出して

特別交付金をつかって輸送コストにかかるも

のが物価に転嫁されている。これを対策して

離島においても割高な生活コストを安くしよ

うという事業になっています。

これは前置きというか説明は突っ込んでや

りますが、この事業は30年度で一応終わりな

んです。ただ31年度は県の考え方としては、

27年度から始めているものでだいたいの経過

というのは実態はあるので、31年度以降は各

市町村が一括交付金を活用して実施していく

事業になっていく、そういった事業になって

います。この事業はそれで説明終わりますが、

２枚目ご覧ください。

２枚目で、答弁の中に118％、18.4％高く

なっておりますというのは、おそらくこの資

料から出ていると思います。これは平成27年

５月の調査段階で、久米島町は区分毎にそれ

ぞれありますが、118％というかたちになっ

ています。ただ、これは県の担当の方もお話

しておりましたが、これの裏のほうにあるよ

うに、実施時期は多少違いますが、この調査

時期によって物価の指数というのは変動す

る。特に生鮮食品はその時期によって変動し

やすいというところで、この時期、これは23

年ですね、のときの魚介類と果物、主にこの

２つがこの久米島町の全体の平均を上げ下げ

させているように見えるんですが、このとき

は127.4、これは沖縄本島を100とした場合の

数字です。
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こういったところの数字だけ見ても、そし

て実感を考えても、これは両方とも県が資料

もやってる事業もそうなんですが、物価は高

いという現状があって、先ほど言った離島食

品日用品輸送費等補助事業を11市町村がいま

県内でやっていますが、その市町村ほとんど

が久米島町より平均所得高いんですよ。高い

ところは渡嘉敷、座間味、南北大東、伊是名、

多良間、与那国、全部久米島町より平均所得

は高い。だけれども、やっぱり割高の部分が

あるので日用品の生活コストを下げるという

ことをやっているんです。久米島町は所得も

低い、物価は高いというような状況がある。

というところで、ここに本当に移住できるの

か、ゆとりができるのかというところが僕は

やっぱり考えているところなんですが、この

へん町長どう考えますか。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

いろんなかたちで、いま議員がおっしゃる

のは物価が高いというのは私も聞かされてお

ります。ただ、最近の形態として変わってき

たのが、今の若い世代の皆さんは生協の注文

とか、またアマゾンでの購入とか形態が変わ

ってきております。要は、高齢者の皆さん、

その皆さんが買うにはやっぱり割高なのが現

実だと思っております。

今年から実施しております移動売店、あれ

についてはＡコープと同じ価格で販売してお

ります。それをもっと地区を広げるとかいろ

んな方法は考えていく必要があると考えてお

ります。

ただ、いま小規模離島と比較しての所得と

の比較等もおっしゃっていましたが、これも

う少し分析しながら我々ができるものについ

てはまた支援できるようなかたちを前向きな

検討はしていきたいと思っております。

○ 議長 幸地猛

吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

担当課はこの事業のことを把握していまし

たか。またこれまで検討したことはあったの

か。

○ 議長 幸地猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

この事業については、商工観光課のほうに

は事業の案内はきいておりません。離島振興

ということで離島振興を管轄するところにい

っているかと思いますが、ただ、この事業の

実施を考えた場合には、まず久米島の現状、

物量、そういったところを考えたときに、す

ごく負担の高い事業だなということは考えて

おりまして、先ほど30年以降の事業に関して

の検討というお話があったと思いますが、そ

の際、検討にあたっては、いま那覇から久米

島の海上輸送なんですが、全体で48,491ｔ、

その内の25,702ｔが生活物資となります。そ

の中で送料については1億5千626万8千円とい

うことの負担がありますので、そのへんの中

の事業参加について検討した場合なんです

が、単純にいきますと２割の補助ということ

で7千800万円を超える補助額が必要になるか

と考えております。

○ 議長 幸地猛

吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

町長は前向きに検討するというお話だった

んですが、南大東が140ぐらい沖縄本島と比
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べて数字だったと。この事業を、南北大東だ

ったと、導入して120％ぐらい下がっている

と。南大東、南北大東というのは一番県内で

所得が高い所ですよね。それで生活コストを

下げた。おそらくそこに住んでいる人のゆと

りというか生活の豊かな実感というのはより

出てくるだろうというのは予想できます。

確かにコストは膨大になりますよ。だけれ

どもこの事業じたいでもう実績はありますか

ら、例えば町民の一番使う牛乳とか、オムツ

とか、対象品目を絞って、もちろん酒とか煙

草、そういった嗜好品というのは省く、そう

いうふうにして絞っていくことで、より久米

島町民が豊かになるだろう、そういった品目

だけをコストを下げてあげる。それだけでも

僕は大きいと思いますよ。だから単純に全体

の送料の計算をして、それに必要な経費がこ

れだけかかりますよと、それは大きすぎてや

っぱり躊躇しますが、ではなくて町民がどれ

だけ生活豊になるかなと考えた場合に、そう

いったちょっと工夫をしてできるものをやっ

ていくということは僕は必要だと思っていま

すが、町長どうですか。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

今おっしゃるようなことをもう少しその担

当課を含めて分析といいますか、その品目毎

に扱うというのは非常にいろんな角度から調

整する必要があると思いますので、もう少し

時間をかけて、さっき申し上げたように前向

きに検討はしていきたいと思っております。

○ 議長 幸地猛

吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

移住定住を推進する島として、他の小規模

離島がそういうのを推進していって生活コス

トを下げる、でも所得は高いとなった場合に

本当に選ばれる島になるのかなと。人口減が

あるというのであれば、そういう本当に生活

に身近なところからやっていくという部分を

やれる方法を考えていってほしいなと。１％

でも、県は担当から久米島からこれ上がって

きていませんよ、もし上がってきたら勿論決

めるのは国ではあります。ただ、要望を受け

て出すことはもちろんできると、上がってき

ていませんという話をしていました。１％で

もやる可能性があるのであれば、僕は挑戦す

る価値はあると思っています。これは提案と

してさせていただきます。

次の質問に移ります。ファミリーサポート

センターの質問です。30年予算に計上すると

いう調整を行っていますということなので、

これは進めていっていくという考えだと思い

ますが、最初の質問、これは実施主体はどこ

かという質問はちょっと僕の聞き方が間違っ

て、弱かったのかなと思うんですが、これ何

が言いたいかというと、子ども子育て支援新

制度、これは平成27年４月からスタートして

いるのは皆さんご存じかと思いますが、この

ファミリーサポートセンターというのは子ど

も子育て支援新制度の１つ、地域子ども子育

て支援事業の１つに位置づけられています。

だから何がいいたいかというと、あくまでも

この制度の取り組みを進めるのは、一番住民

に身近な市町村がやっていかないといけない

というまずこれが大前提にあるということで

す。

町長、このファミリーサポートセンター事

業、把握されていますか。
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○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えしますが、細かい詳細については確

認しておりませんが、テレビ等でいま都市地

区でやっているものについては非常にいい事

業だなということで見ております。いまおっ

しゃるように特に県外から移住してきた皆さ

んとか、島に身寄りがいない方々にとっては、

これは非常に必要なものと思っておりますの

で、そのへんも担当課を中心に議論を進めて

いきたいと思っております。

○ 議長 幸地猛

吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

この事業、育児の援助を受けたい人と育児

の援助をお手伝いしたい人、これをつなげる

事業になっていますよね。やっぱりこの久米

島町での現状、核家族、そして子育てと働く

というのを支えるというまちづくりのために

も、この事業は必要だと思います。ただ、も

う予算調整をして計上していく調整はしてい

るということなんですが、僕がこのタイミン

グでなんで質問するのかということですが、

単純にただ行政だけでできるものではないん

です。これはたぶん福祉課長等は把握してい

ると思いますが、この事業自体が地域の有志

と安定した子育て支援事業ができる事業者が

いないとできないものなんですね。いまこれ

が揃っていると僕は思っています。

因みに、県内の市町村で設置してところの

数、そして久米島町内の会員、いま時点で有

志が調整していますよね。やっていると思い

ますが、この数を把握していればお願いしま

す。

○ 議長 幸地猛

仲地紀男福祉課長。

○ 福祉課長 仲地紀男

ただいまの吉永議員の質問にお答えいたし

ます。県内での実施状況としまして、18カ所

30市町村が補助対象となっており、運営主体

としては６カ所が直営で12カ所が委託となっ

ております。30市町村と18カ所と数が整合性

とれないかと思いますが、これは本島の北部

の９町村で合同、中部も３町村、中南部の３

町村が複数の町村で合同で委託となっており

ます。

今回ファミリーサポートセンター事業の基

本事業として50人以上の会員とアドバイザ

ー、これは相互援助活動の調整等を事務を行

うものというのが必要になります。今回のニ

ーズ調査により182名より参加の意思表示が

あります。この会員数については、依頼を行

いたい会員数が114名、サービスを提供した

い会員が32名、両方行いたい会員が36人とな

っております。本町の運営費については基本

として100名から199名の基本事業として今20

0万円となる見込みであり、財源としては国、

県、町とも３分の１ずつの持ち分となります。

○ 議長 幸地猛

吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

30市町村がやっています18カ所というのは

おそらく広域で何カ所かで集まって一緒にや

っているところもあるからだと思いますが、

僕もその県内の関連施設等に聞くと、まだ久

米島町は設置してないんですかと逆に驚かれ

ます。だから設置するわけではなくて、今そ

のタイミングであるというところだと思って

います。やっぱり総合計画にも子育て世代の
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ためにと、支援体制の充実というのはファミ

リーサポートセンターとちゃんと文言として

出ています。ですのでしっかりとこれをやる

と進めてほしんですが、やはり財源がありま

す。このへんのところ財政担当どうですか。

○ 議長 幸地猛

大城学企画財政課長。

○ 企画財政課長 大城学

いま30年度予算要求について要求で福祉課

の方から上がってきてます。あがってきてい

るんですが、制度の中身がまだちゃんと検討

されていない状況ですので、そこらへん必要

性は感じていますので、制度設計をちゃんと

してできるような体制で、できれば予算も計

上していきたいと思っています。

○ 議長 幸地猛

吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

次の質問に移りたいと思います。介護人材

の育成についてということなんですが、これ

は９月の定例議会で要望としてこれは上げた

ところでもあるんですが、今回上げました。

答弁の中で、新たな事業展開への影響が出る

という答弁だったんですが、それだけじゃな

いんですよ。今のサービスでも既に影響が出

ています。施設サービスも在宅サービスもそ

うなんですが、本当に人が足りない状況とい

うのはあるんです。このへんのところ各法人

ごとの把握しているかどうか。

○ 議長 幸地猛

仲地紀男福祉課長。

○ 福祉課長 仲地紀男

各事業所の現状としては、基準は満たして

いるんですが、足りない人数として事業所毎

に申し上げますと、イーフミーヤさんの方で

介護福祉士が３名、ケアマネ３名、看護師が

３名。くくるの会さんの方では、介護福祉士

７名。久米島町社協の方では、ケアマネ１人

に、登録ヘルパーの方が６名ぐらい足りない

と。久仙会の方は、特別養護老人ホーム、特

養の方でローテーションを組むのに介護福祉

士が４名ぐらい足りないと。デイサービスの

方もこの特養からの応援があるということ

で、デイサービスの介護福祉士が３名足りな

いということで調査しております。

○ 議長 幸地猛

吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

単純に基準どおりに介護事業所というのは

基準を満たさなければ運営がなかなかできな

い。指定の取り消し、県からの取り消しがあ

ったりするわけなんですが、これただそれだ

けの問題ではなくて、そこに現場の人間に負

担がかかると、介護離職にもつながる。これ

は悪循環ですよね。あとは現場における虐待

にもつながっていく。これも実態として県内

でも出てきているわけです。だからこの部分

というのは本当に久米島町の実態として把握

して、課題として取り組まないといけないと

いうふうに思っています。

沖縄県介護保険広域連合の加盟市町村29市

町村ありますが、小規模離島町村は比較なか

なかできないので難しいんですが、そういっ

た渡嘉敷とか粟国とかそういった小規模離島

町村を除いた加盟市町村の中で、65歳以上に

占める75歳以上、これ後期高齢者の割合です

よね、65歳以上の中のですよ。これは大宜味

村と並んで久米島町がトップなんですよ。20

25年これがどうなるかというのはもう想像で

きるわけですよね。団塊の世代が上がってい
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く、後期高齢者がますます増える、久米島町

は元々の人口が多い、介護人材が不足してい

る。

こういった中でこの問題に対して早めに久

米島町、もうなってからでは僕は遅いと思い

ます。だから現場では独自に研修制度をつく

ったり家賃補助の仕組みをやっているんです

けど、そもそも人がいないというような状況

がある中で、さて久米島町はするかというと

ころなんですが、これは提案になりますが、

久米島町で介護の人材を育てるということは

基本的にできるんですよ、できるはずなんで

す。このへんのところ、もしあれば。

○ 議長 幸地猛

仲地紀男福祉課長。

○ 福祉課長 仲地紀男

ただいまの育成についてどう考えるかとい

うことですが、現在ある事業所の方が介護福

祉士の養成を行える実務者研修教員講習会を

受講して、その資格の取得の見込みがあると

いうことから介護福祉士の初任者の資格の講

習を久米島で行いたいという報告がありまし

た。介護福祉士の国家試験の要件である実習

は、医療行為である喀痰吸引等の養成ができ

る指導看護師が必要となるということで、そ

の研修を年明けに１月の27、28日ぐらいで喀

痰吸引の指導看護師の研修等を計画しており

ます。そういった受講を公立久米島病院の正

看護師に依頼してそれを受けてもらって、初

任者研修と実習を併せて島内で各事業所、一

般の方や高校生などを対象にした介護福祉士

の国家試験の受験要件を満たす講習会を行い

たいということがあります。

町としては、機材とか講師の派遣とかがあ

りますので、そのへんはまた福祉基金等を活

用して今後の介護人材の育成を行っていきた

いと考えております。

○ 議長 幸地猛

吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

本当に行政がてこ入れしていかないといけ

ないと思います。僕も民間の人がそういった

養成をしようというお話は聞いていまして、

それをするためには人材はいるんですよね、

講師とかそういった人材はいる。ただ、そこ

に資材が必要になってくるとなった場合にそ

れを買うというのはなかなかできないと思い

ます。久米島町で今後こういったかたちで介

護の人材を独自で育てていけるというものが

あるのであれば、これは僕は財源を投入して

やるべきだと思っています。

今、福祉課長が基金というお話をしていま

したが、僕も基金を活用してはどうかという

話をしようと思っていました。ただ、前回、

障がい者のグループホームの時にこれを提案

したがなかなか活用ができなかったという経

緯もありまして、福祉基金をつかいますとい

う担当課長が言ったからといってつかえない

なというのは分かりましたので、副町長、こ

れ基金という、こういった島の課題に対して

活用していける可能性はあるかどうか答弁く

ださい。

○ 議長 幸地猛

桃原秀雄副町長。

○ 副町長 桃原秀雄

ただいまの質問にお答えします。前回も基

金の話でいろいろ議論したときに、やはり特

定の業者にはなかなか施設改良とかにはつか

えないということの話がありました。今回こ

の人材育成に関しては十分可能だと思ってい
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ますので、また議論していきたいと思ってお

ります。

○ 議長 幸地猛

吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

ぜひ、島全体の課題なので、財政的な活用、

基金の活用をお願い、提案します。

次の質問いきます。女性と高齢者のための

人材活用センターの設立の進捗状況について

というところですが、なかなかいろんな課題

があるというお話をしていましたが、この調

査はしているわけですよね。であれば、詳し

いところ、その調査内容の詳しいところ、も

う少し説明していただきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

大城学企画財政課長。

○ 企画財政課長 大城学

調査については昨年度基礎調査業務を行っ

ています。その中で人材活用センターが必要

ではないかというものになってはいるんです

が、具体的にシルバー人材活用センターにつ

いてはシルバー人材センターと派遣事業、職

業紹介、それと障がい者の支援の４つが必要

ではないかということがあったんですが、い

ろいろ問題としては、シルバー人材センター

については法人格を有しないといけないと

か、一般社団法人とか一般財団法人の法人格

を持たないといけないということと、あとの

３事業、派遣事業とか職業紹介、障がい者の

ものについては法人格は必要ではないんだ

が、資本金が500万円以上ないと、そういっ

た認可が下りないという課題等が出ていま

す。

あとの問題としては、シルバー人材を先に

取り組もうということでやっているんです

が、そのニーズとか、高齢者が実際そういっ

た業務に就けるのかどうかという調査もしな

がら取り組んでいきたいと思っていますが、

実は、先進地事例も、その調査業務の中で行

ったんですが、先進地にやってもいま実際に

取り組んでいる自治体においても、なかなか

採算は取れないと。シルバー人材センターを

３名程度の事務局が必要になってくるだろう

ということでやると売り上げが３千万円を確

保しないと独立採算は厳しいという調査報告

もありますので、そこらへん福祉課等とも調

整しながら今後進めていきたいと考えてま

す。

○ 議長 幸地猛

吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

例えば、さっきのファミリーサポートセン

ターもシルバー人材センターに委託できるん

ですよね、やろうと思えば。そういったかた

ちで財源というのはやっぱりつくっていく。

単純にこれだけやろうとしたら、とてもじゃ

ないですけれど額が最初に見えたら躊躇はす

ると思いますが、そこは僕がシルバー人材セ

ンター、以前に質問、提案しましたが、それ

以前にもシルバー人材センターの質問は上が

っているはずです。僕これは別の議事録等で

見ました。この調査の中でも必要性はあると

いうところまできているんだが、今のところ

シルバー人材センターの現時点での目処は立

っていませんという答弁になっているんで

す。これはこの質問する側からすれば、つま

先は見えないということになると思っていま

す。

町長、シルバー人材センター再度聞きます。

調査をして、女性とか高齢者を活用したとい
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う大きいものになるとなかなか進まないのも

分かったわけです。でもニーズはあるという

ところで、観点としては、単純に地域にある

小さな困り事を解決する、ここだけじゃない

んですよ。これをやるためにシルバーとか、

女性の力を活用してこの人の生き甲斐とか、

空いてる時間を活用して経済も回す。そこま

で含めての視点で考えています。それでシル

バー人材センターがある市町村に関しては社

会保険料、医療費とか介護保険料も低くなっ

ているというデータもしっかりとある中で、

久米島町でシルバー人材センター立ち上げる

考えはあるかどうか。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

ただいまの吉永議員の質問にお答えしま

す。私も市レベルのそういう組織は見てきま

した。豊見城とか浦添、非常に活発にやって

おります。ただ、農村部と都市部の形態が若

干違うような感じがしました。久米島のある

関係者の該当する団体の代表者に聞きました

ら、久米島の場合は、それぞれが退職した皆

さんでも自分で農業をしているとか、形態が

いろいろあるものですから、必ずそういう組

織に加入してやるというのは非常に厳しいん

じゃないかという率直な意見もありました。

そういう観点から、その該当する皆さんの意

見等ももう少し拝聴しながら、望ましいのか

どうか、可能性があるのかどうか、担当課も

含めて意見交換をさせていきたいと思いま

す。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

そういった方の意見ももちろん必要だと思

います。ただ、僕としては久米島町の施策と

して、方針として進めていってほしい。そう

いったところも考えて質問していますので、

しっかりと意見を聞くのはもちろんですが、

本当に前向きに検討は必要だと思っていま

す。この質問はこれで終わりたいと思います。

最後、外来生物の持ち込み対策についての

質問なんですが、粟国村等で最近新聞等でハ

ブが見つかったというような報道もありまし

たね。これは八重山の毎日新聞が出している

やつもあるんですが、これをちょっと紹介し

ます。八重山にいなかった外来の生物が固有

の生態系を脅かしている。食用で導入された

アフリカマイマイ等、あとはインドクジャク、

キジ、イグアナが持ち込まれて繁殖し続けて

いる。復帰前にヒキガエルやクジャクの駆除

は困難を極めて深刻な状況にある、というと

ころでいろいろありますが、最後に、外来生

物はひとたび繁殖すればその駆除は極めて難

しく数十年という長い歳月を要する。この事

態を防止するために関係機関をマニュアルづ

くり、条例による規制、これが同時に必要で

はないかというところまで載っている記事も

あります。

久米島町で持ち込まれて定着してしまえば

なかなか難しいということもあるんですが、

クジャク、シカ、そういった外来生物という

のが久米島町でどのように水際対策がされて

いるのか。あるいはマニュアル、条例による

規制というのは必要ではないのか、そのへん

のところ答弁お願いします。

○ 議長 幸地猛

田端智博物館館長。

○ 博物館館長 田端智



- 73 -

ただいまの吉永議員の質問にお答えしま

す。今おっしゃる外来生物については、久米

島町で特にこれまで水際対策というのはやら

れてきていないんじゃないかと思っておりま

す。実際過去に侵入してきた外来種が定着し

て６種類ぐらい確認はされております。これ

についてもなかなか根絶が難しいという状況

にあります。ですので持ち込まれない対策を

しないといけないと。今後もまた新しい外来

種が侵入する可能性もありますので、そうい

った対策も必要だとは考えております。

これまでは久米島の固有種であるキクザト

サワヘビとか、最近、絶滅危惧種の最も深刻

なランクに指定されましたクメトカゲモドキ

という希少種もありますので、こういうもの

の生態系が脅かされることもありますので、

その対策も必要だと。そして、絶滅危惧種が

商業目的や鑑賞目的で密猟されたということ

も過去にそういう事実もありますので、やは

り条例等何らかの対策は必要じゃないかとは

考えております。

それで、他市町村の例なんですが、竹富町

のほうで自然保護環境条例というのを制定し

まして、希少野生植物等や指定外来生物等を

指定しまして保護に取り組んでいるという事

例もありますので、久米島町におきましても

そういうものを参考にしながら、担当者また

関係課等で保護対策について検討していきた

いと考えております。

○ 議長 幸地猛

吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

大部分の町民は正直実感としてこの外来生

物に関してはあんまり関心がないと思いま

す。例えばキクザトサワヘビに関しても町民

の日常生活の中ではなかなか触れる機会も聞

く機会もありません。当然こういった取り組

みとかこういった行政の取り組み、そういっ

た関心が薄いと思っています。

先ほど答弁にありました外来生物をむやみ

に持ち込まないとか、野外に捨てない、他の

地域に広げないの３原則。これは必要なんで

すが、だからここで言ったからいって町民に

どうやって啓蒙していくのか、町民全体を巻

き込んだ監視体制というのがやっぱり必要な

のかなと思っています。それぞれの町民が条

例で定めれば、ある一定の基準はやっていく

わけですが、まずそこに町民に感心をある程

度もってもらわない限り、実際定着している

外来生物、僕何個か資料を見て、家族とか地

域の人に見せたら、これ当たり前にあるよね

という話するんですよ。これぐらいもう当た

り前になって関心がないということです。分

からないということです。

ですので、具体的に意識啓蒙の方法をどう

いうふうにやっていく考えなのか。町民全体

で監視体制をつくっていくには、どういうふ

うにやっていくべきなのか。そのへんのとこ

ろの考えがもしあれば、お伺いします。

○ 議長 幸地猛

田端智博物館館長。

○ 博物館館長 田端智

今おっしゃるとおり、いろんな外来種が入

っておりますが、確かに自分たちの身近にあ

るものが、そういう外来種であるという認識

が自分たちも含めて町民も足りないところが

あると思います。そういうことを講習会とか、

そういったものを開いて、実際にこういうも

のが外来種ですよという認識をもってもらっ

て、そしてその中から普段の生活の中から外
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来生物が身近にあるという情報を提供しても

らって、早期発見につなげてその対策につな

げていくようなかたちで、何らかのかたちで

住民に知らせる講習会なり、地域の集まりの

中でチラシをもってお知らせしていく方法

が、まず先決じゃないかと考えております。

○ 議長 幸地猛

吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

この部分を調べてみますと、行政の中で外

からの持ち込みの禁止とか外来生物持ち込み

に関する部署はどこなのか、あるいは元々久

米島にいた固有種を守る部署がどこなのかと

いうのが僕の中でちょっと、要請にきてもい

まいちどこが担当部署なのか分からない、明

確じゃないという感じを受けたんです。とい

うことは、なかなかこの事業を進める中で、

あちらがやる、こちらがやるということにな

らないかというふうに想像できるわけです。

このへんのところ明確に担当というのが決ま

っていますか。

○ 議長 幸地猛

田端智博物館館長。

○ 博物館館長 田端智

このへんちょっとあやふやな部分があっ

て、クメジマボタルやキクザトサワヘビなど

天然記念物の希少種の保護啓発と調査研究に

関することはホタル館の担当となってます。

いろんな植物関係、例えばウキクサとか、そ

ういう部分は環境保全課の担当ともなります

ので、そのへんちょっと線引きできていない

部分もありますが、今後調整しながら担当を

はっきりさせてやっていきたいと思っており

ます。

○ 議長 幸地猛

吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

定着して、持ち込まれてからはなかなか難

しいということもありますので、水際対策の

ところと、あとは町民の関心が薄い部分であ

ります。講習会等でやるといっても、これや

りますよといって人が集められるかといった

らまず集められないと思います。ですので、

そこらへん工夫して、人が集まっているとこ

ろで同時にやって、少しでもそういったきっ

かけをつくってほしいなと思っています。

人間の都合で人為的に動植物というのを移

動させるわけですよね。人口交流はもちろん

増えますし、久米島町は増やさないといけな

いと思っています。もちろん産業もつくりだ

す、物流が盛んになるということで、この島

にとってはこの移動というのは必要な部分も

やっぱりあるんですよ。であれば担当をしっ

かりして今後生態系とか、もちろん産業にも、

農業、漁業、そういった産業にも影響を与え

る可能性がある外来生物等に関して、もう少

し行政、そして町民にも意識啓蒙して水際対

策等に取り組んでいってほしいと考えていま

すが、最後に町長、この件に関して。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えしますが、先ほど担当課長からも説

明があったとおり、今後においてはその担当

課の横の連携をとりながら臨んでいきたと思

っています。いろんなかたちで、例えば例で

挙げましたブルーギルとかは、以前店舗のほ

うで売られて、それが各家庭で繁殖させて、

管理できなくてそのへんの川に放り投げたと

いうのが増えて、特にダムとかにもソウギョ
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とかいろんなのが過去にありました。そうい

うことが今後ないように新たな取り組みをや

る必要があると思います。

特に、先ほどあった粟国村でハブが３匹見

つかりましたが、あれにおいても島外からバ

ンギを持ち込んで塩工場の薪に使ったという

のが、その付近から発見されています。そう

いうこともないように、特に久米島において

は産物をいまイモを食い荒らしているアリモ

ドキゾウムシ、あれは国の制度で対策やって

いますが、あのぐらいやっぱり厳重にしない

と、そういうのは防げないと思いますので、

そこもしっかり横の連携をとって臨んでいき

たいと思っております。

○ 議長 幸地猛

吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

この部分に関しても横の連携というところ

で、本当に町民側、議会側からしてもどこが

担当なのかはっきりしないと、たぶん実施す

る側もなかなか深く事業を進めることができ

ないと思っていますので、このへんのところ

に関しまして進めていってほしいというふう

に思っております。

以上で質問を終わります。

（５番吉永浩議員降壇）

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午前10時50分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前10時57分）

次に、２番盛本實議員。

（２番盛本實議員登壇）

○ ２番 盛本實議員

盛本でございます。通告書に従って３点質

問いたします。まずは１点目、観光振興地域

内の景観形成に対する考え方について。本町

の字島尻、真我里、山城、比嘉、謝名堂、銭

田、奥武、真謝、宇根は平成１７年に「久米

島イーフリゾート地域」として観光振興地域

の指定を受けておりますが、指定地域内にお

いて観光地としてふさわしくない景観が一部

見受けられる。同地域は本町に訪れる観光客

がもっとも集中する地域であることから観光

地としての景観形成は観光客をもてなす上か

らも非常に重要な課題の一つでもあると思わ

れる。よって、行政主導により適切な環境整

備が出来ないか、町長の見解を伺います。

２点目、民間活力を促進する目的で整備し

た施設の運営状況について。本町においては、

農林水産業の活性化を目的として水産加工施

設・甘しょ加工施設・山羊舎等々の整備を行

ってきたが、同施設の運営状況はどの様にな

っているのか伺います。

３点目、第２次久米島町総合計画の取り組

みについて。第２次久米島町総合計画が平成

28年度よりスタートしましたが、総合計画に

沿った形で行政運営がなされているのか。ま

た、「まち・ひと・しごと創生総合戦略」と

の整合性はとれているのか伺います。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

２番盛本實議員の３点の質問にお答えしま

す。まず、１つ目、観光振興地域内の景観形

成に対する考え方について。指定地域内にお

けるご質問の場所は、民地となっております

ので、今後の整備においては、久米島町景観

条例第４条及び５条の規定において「良好な

景観の形成に関し、町民及び事業者の意見を
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反映する。」、「良好な景観の形成に関し理解

を深め、事業者及び町との協働による景観形

成に努める。」としておりますので、計画を

推進していく上では所有者の理解及び協力を

得るための説明、意見交換を行って参りたい

と考えております。

２点目の民間活力を促進する目的で整備し

た施設の運営状況について。まずは、水産加

工所の運営状況につきましては、初年度目標

4千737万1千円に対し、4千916万円の実績で1

78万8千円の黒字となっております。甘しょ

加工施設の運営状況につきましては、平成29

年度売上高で上半期計画4千34万円に対し、4

千427万円の実績で9,7％の増となりました

が、損益計算書における純損失は479万4千円

の赤字を計上しました。理由としましては、

４月から９月までの原料不足が大きな要因と

なっております。続きまして、山羊舎の運営

につきましては、経営が大変厳しい状況にあ

りますが、生産農家及び山羊の頭数は増加し

ております。

３点目の第２次久米島町総合計画の取り組

みについて。平成28年度より第２次総合計画

がスタートし、まちづくりや行財政運営につ

いては、基本構想に掲げる44の施策達成に向

け取り組んでいます。総合計画をより効果的

に取り組むため、本年度行政組織内に「総合

計画推進委員会」を設置し、組織内の連携や

町民との協働による計画推進に努めており、

平成30年度より基本構想と関連づけた予算編

成に取り組みます。「まち・ひと・しごと総

合戦略」については、総合計画との整合性を

図り取り組んでいく考えであります。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

それでは、これから再質問に移らせていた

だきます。まず、観光振興地域内の景観形成

に対する考え方なんですが、質問の前に、町

長と担当課長の感想を聞かせていただきたい

んですが、イーフ一帯、日頃からよく通って

いると思うんですが、その地区が観光地にふ

さわしい景観かどうか、まずその感想を聞か

せていただきたいと思います。お願いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えします。今現在のかたちでは非常に

貧弱に見えます。というのもどんどん整備が

未整備箇所があるということと、周辺の団体

の所有する土地ですが、草が生えていたり、

また近くにそれも一会社のヤードとかありま

す。そのへんが非常にホテルから隣接してい

る箇所でもありますし、将来的にはその付近

もちゃんとした整備をすることが必要と思っ

ております。

あとは、ビーチとの関わり、そこにおいて

ももう少し工夫する必要性はあるかと思って

おります。

○ 議長 幸地猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

ただいま町長が申し上げたとおり同様な意

見でございますが、まず、イーフ地区につい

ては久米島観光のリゾート地区として指定さ

れている所でございますが、そのなかでやは

り見苦しい景観もございますし、また県道の

方もかなり荒れているという状況の中でただ

いま整備しているところでありますので、そ
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こについては早めに解消されるかと思ってお

ります。

今回、今年度においてイーフ地区のみなら

ず久米島の観光リゾートに関する将来ビジョ

ンを策定しているところでございますので、

こちらの方でいろいろとゾーニング含めて対

応していきたいと思っております。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

私は日頃よく通るんですが、いろいろ工事

現場とかヤードがあったり、周囲にはその道

路沿いですがいろんな物が置かれたり、ある

部分においては雑草が生い茂っていたり。私

あまり気が付かなかったんですね。これが生

活感が溢れてこういうものなのかと思ってい

たんですが、ただ、観光客とか周囲の皆さん

方の話を聞くと、観光地としてはあまり滞在

はしたくないという部分があったり、ああい

う環境で。それを聞いたときに、じっくり見

たときには、やはり観光地としてあんまりそ

ぐわない部分が一部出てきているんですね。

ですから今後いろんなかたちで来るお客さん

に対してのおもてなしとか、それをやるので

あれば今の景観を変えなくちゃいけないのか

なというふうに思っています。

現状、さっき商工観光課長が言っていたよ

うに、その一帯は県が観光振興地域に指定し

ていると。もう一個は、町の景観条例で指定

している。要するに重点地域に指定している

んです。商工観光課長にお聞きしたいんです

が、その一帯を観光振興地域に指定した目的

は何ですか。

○ 議長 幸地猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

観光振興地域の指定につきましては合併す

る前から旧仲里村のほうで指定に向けた取り

組みをしているところであります。合併して

そのまま継続して申請して指定されていると

ころでございますが、まずはその久米島の観

光地としての目玉といいますか、地区的な優

位性がイーフ地区のほうがビーチ、それから

奥武島、ハテの浜、それから真謝、島尻一帯、

久米島観光の目玉になるということで観光振

興地域に指定しているところでございます。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

やはり人が集中している部分も確かに観光

振興地域としては１つの条件。もう１つは、

優れた景観を有しているということなんです

ね。それで観光振興地域に指定している。あ

と１つ、町の景観条例に指定している。それ

も敢えて重点地域に指定しているんですね。

久米島全体でこの２つの網が被っているのは

その一帯しかない。環境に関しての指定して

いるのは。それよっぽど久米島にとって非常

に大事な景観としても大事であるし、いろん

な方面から考えても大事な地域だなとい部分

の法の網を２つ被せて、その一帯を守ろうと、

保護しようとやっているんですね。

そういう中で、こういう部分が一部に見ら

れるということは、これは全体的ではないん

ですね。一部分でそれが見られる。そうする

とですね、全体を含めて町としては本来であ

れば強力的に、そこの地域の景観を守る必要

があると思うんですが、現状としてはそのま

まの状態で何年も放置されている。改めてで

すね町長、そのへんに対して今後どうしてい
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くのか、考え方をお聞かせ願いたいと思うん

ですが。確かにその地域に関しては民有地な

んですよ。町が直接手を入れることはできな

いと思うんです。であるんであれば、土地の

所有者に対して協力を得ないといけないとい

う部分があるんですね。そういう対策をどう

いうふうにやっていきたいのかお伺いした

い。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えしますが、先ほど申し上げた団体の

所有の土地とか、そのヤードの付近とか、い

ろいろ今ホテルの売却の話とかが進んでおり

ます。その関係者の皆さんとも、将来そうい

うところも含めて連携したリゾート施設がで

きないかどうかとか、そういうのも私から提

案したことがあります。これは公式ではあり

ませんので、ちゃんとした段階でやっていき

たいと思います。

それと、いま県道の整備をやっております

が、その部分においても、今の形態では雨降

りとかお客さんからすると行きづらいですの

で、そのへんをアーケード、歩道に入れると

か、そういうことも工夫する必要はあると思

います。いろんなかたちでこれからいろんな

調整もやっていきたいと思っております。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

観光振興を進めるに当たっては、その地域

というのが一番大事なんです。観光も11万人

超しました。今年12万人なる可能性がありま

す。将来的には15万人という目標を持ってい

るんですが、それぐらいお客さんが来ると滞

在する期間も長いだろうし、リピーターも結

構多くなってきているんですね。そういう中

で、そのへんが久米島観光のネックになるよ

うな地域になるので、今後ぜひ力を入れて環

境整備からまずやっていただきたいというふ

うに思います。それでは、この質問について

は、これで終わります。

続きまして、民間活力を推進する目的で整

備した施設の運営状況ですが、水産加工施設、

甘しょ施設、それから山羊舎の施設がありま

す。この施設も最近運用開始した状況ですね、

まだ検証する状況ではないと思うんですが、

今だから一番大事なんですね。答弁の中では、

水産加工施設に関しては黒字になっていると

いうことなんですが、実質的に単なる黒字が

出ただけなのか、実益がどうなのかというの

はご存じでしょうか、教えていただきたい。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

ただいまの盛本議員の質問にお答えしま

す。水産加工所につきましては、現在モズク

を中心に施設の経営自体は順調にいっている

ということで報告を受けております。更に、

他の加工にも取り組みたいということで、平

成30年におきましてはクルマエビの稚エビの

加工を取り組んでいきたいということを計画

で報告されております。島内野菜のゴーヤー

や紅イモ等々を利用しまして、クルマエビの

アヒージョ、これはオリーブオイルを使った

加工食品をつくりまして、県外に販売する計

画を受けております。その中でこれが次年度

うまくいきますと約600万円ぐらいの収益が

あがる報告を受けております。そういうよう

なものもありまして現在水産加工所におきま
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しては順調な経営が続いていると認識してお

ります。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午前11時14分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前11時14分）

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

水産加工施設に関してはかなり経営的に上

手くいっているということで、事業導入の目

的ができているということなんで問題ない

と、問題ないというか、うまい具合にいって

いるということは非常に喜ばしいことである

と思います。そこで、雇用に関してなんです

が、雇用は何名ぐらいか教えて頂けませんか。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

雇用に関しては、現在12名のパートも含む

雇用がありますが、20名までパートも含めて

増やしたいということがありますが、公募を

出しても、なかなか人が集まらない状況です

ので、できたら20名の雇用を目指して、現在

公募をかけているということで報告が入って

おります。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

将来に関しても見通しは明るいということ

でございますので、そういう状況で頑張って

いただきたいと思います。

続きまして、甘しょ加工施設なんですが、

実質売り上げが、その前に、この加工施設の

委託関係は、これは指定管理でやっているの

か、その施設の管理委託でやっているのかを

それをちょっと。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

甘しょ加工施設の委託につきましては指定

管理ではなく施設の委託管理、委託料も支払

いしない委託契約でなっております。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

これは元々、甘しょ加工施設に関しては町

主導でやっているのか、それとも受益者から

要望があってこの事業を導入したかというの

をお願いします。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

施設の導入につきましては、平成27年の３

月に甘しょの拠点産地の指定受けましたの

で、生産農家も大幅に増えましたし、そのへ

んもありまして町としても加工所が必要とい

うことで建設された経緯がございます。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

町主導で事業導入したということですね。

そうすると、例えば委託する段階で、現在委

託業者がいると思うんですが、それが公募で

やったのか、随契でやったのか。町主導でや

った場合には公に公募しながらやると思うん

ですが、今回のに関してどういう委託の選択

方法をしたのかお願いします。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。
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○ 産業振興課長 佐久田等

施設の委託の公募につきましては公けな公

募はなかったと記憶しております。施設を建

設する中でスイートフーズ久米島さんが株式

会社として設立しまして、そこと委託契約と

いうことになっていると記憶しております。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

こういうやり方が適切かどうか分からない

んですが、建設している間に、その会社を町

が立ち上げたわけではないんですね、民間が

立ち上げたところに、それが委託したと。な

んか関係あったんですか、何か繋がりがあっ

て、要するにそこに委託する原因というか理

由というか目的というか、そこでなくちゃい

けないという何かがあったのか。何か理由が

あったのか。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

ただいまの質問にお答えしますが、これは

先ほど担当課長からありましたとおり拠点産

地の指定を受けて、生産者の皆さんを株主と

して組織を立ち上げて、それから新しい今言

うスイートフーズの会社が担うようなかたち

になっています。あくまでも拠点産地で、そ

れぞれの生産農家の皆さんを呼びかけて、そ

こで組織したのが今の形態となっています。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

そういう方法が適切であったのかどうかを

私は聞いている話であって、それが適切であ

ったということですね。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えしますが、やっている中で、それぞ

れ、またその生産農家の皆さんとの意見の相

違とかがあって離脱した方もおります。また

ＪＡグループと個人で販売している皆さん

と、それぞれ形態が違っております。私、今

日も朝そこを通ってきましたが、非常に原料

が入って、６時ぐらいから洗浄、皮むきの作

業も始まって、非常に注文も多くて、今後に

おいては全体の生産農家にとっては非常に必

要な施設と思っております。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

確かに必要な施設ではあった。私が聞いて

いるのは、委託する方法論が適切であったか

どうかを聞いている。おそらく皆さん、この

加工施設というのは必要であるのは分かって

いる。ただ町が主導して、例えば受益者が要

望して町がそれに乗っかって必要であればや

りましょうということでやるんだったら当然

相手方はいるわけだから、それはそれとして

の随意契約なのかのかたちでそこで委託がで

きると思うんですが、公の中で町がもってき

て、建設中にある１つの会社と契約、委託す

るというのが適切だったかどうか。必要性の

問題じゃなくて、当然必要だと思っています。

必要性の問題じゃなくて、やり方が適切だっ

たかどうかということを聞いています。それ

は町長どう考えますか。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄
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これはその時点での議会の説明も十分私は

されたものと認識しておりますが、申し上げ

たとおり、拠点産地の指定を受けて、その専

門のノウハウをもった皆さんじゃないと運営

自体も非常に厳しいものと思っています。さ

っき申し上げたとおり、やっている中で意見

の相違等があって、いろんな話も私も聞かさ

れておりますが、今現在は会社の運営にとっ

ては支障はないと思うんですが、今後そうい

う過程の段階で問題があったとすればそれは

それなりの説明をやっていく必要はあるかと

思います。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

まだまだはっきり納得はしないんですが、

いずれにしろこういうかたちで動いているの

で、問題がないようにやっていただきたいん

ですが、この答弁の中では、いま売り上げは

上がっているけど、実質的な損失額が出てい

ると。その原因は何かということなんですけ

ど、原因が原料不足だという話がありますね。

この原料不足は当初から想定されていたの

か。いろんな地域で話があるんですよね、こ

の原料不足に関して。どうなんですか。そも

そも最初から、その原料はこれだけ想定して

やってきたのか、何らかの原因があって原料

が採れなくなってしまったのか、そのへんど

んなですか。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

私が聞いた中では、去年の寒波の影響、苗

が上手く育たなかったということも一つの要

因と聞いています。それと申し上げたとおり、

それぞれのＪＡに出荷する皆さん、そして個

人で取り引きしている所に出荷している皆さ

ん、それぞれがいま動いている状態で、本来

でしたら一箇所でまとめて、例えばＪＡを通

してそこに全部収めるというような仕組みで

したら非常にいい形態になるかと思います

が、それぞれいろんなこれまでの経緯もあっ

て一本化できないのも事実であります。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

いろんな問題が、私が聞いた範囲だけが全

てではないと思うんですが、おそらくいろん

な問題含まれているわけですね。スタート当

時からそういう問題があると、今後ちょっと

先々思いやられることがありますので、せっ

かくこれだけの施設を造って、生産者も喜ん

でいる施設なので、潰さないように、しっか

り経営ができるようにちゃんと町としても、

ただ委託したからこの施設は委託者だけの問

題ですよということではなくて、この補助事

業の中には地元負担金があるわけです。地元

負担金にしても一部に関しては一般財源が含

まれているわけだから、当然その一般財源に

関しては町民の税金とかいろんなかたちの中

でやっているわけですから、この事業は町民

の税金も入っているわけで、町民に対しての

責任もしっかり負いながらいろんな事業をや

っていただきたいと思います。

あと１点だけなんですが、受益者負担に関

して、町負担なのか、受益者の負担というの

はあるのかどうか、お聞きしたい。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等
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施設の負担につきましては、15年の償還で

受益者負担が発生しておりますので、それは

年度年度で、こちらの請求書をもって納める

仕組みになっております。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

受益者もちゃんと負担されるように努力し

ていただきたいと思います。

山羊舎なんですが、久米島の昔からの食文

化を継続していくということでの導入をして

おりますが、現状ですね、導入山羊がいると

思うんですが、現在、その導入山羊の頭数と

してはどういうことになっていますか。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

平成27年度より優良山羊を導入しました。

計47頭導入しまして、現在17頭が残っている

状況です。主に病気で死亡したという報告を

受けております。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

47頭いて17頭しか残っていない。管理の仕

方、これは同じ所で飼育していたんですか。

いろんな農家さんが言われているのはです

ね、本来でいえば高床でやるべきのやつをそ

うじゃない。ただコンクリート張りの上にド

ンと山羊が、そこで湿気があったり、山羊の

飼育には環境的には良くなかったと言われて

いる。そのへんから病気が発生して死亡した

のかなというのがあると思うんですが、これ

の運営に関して確認したいんですが、運営は

どこがやっているんですか。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

山羊牧場という法人を山羊生産組合が立ち

上げておりますので、その法人に施設の委託

をしております。施設全ての委託をしており

ます。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

現在その山羊牧場というのは組織は存在し

ているんですか。法人組織なのか、任意の組

織なのか、そのへんどうですか。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

ちゃんとした法務局に登録された農業生産

法人でございます。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

何名の構成人員は何名ですか。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午前11時28分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前11時29分）

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

現在、会員が25名となっております。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

組合の組織とかどうのこうのとあまり言い

たくないんですが、これ事業が当初計画の中

では収支が出ているんですね。28年度の収入
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として400万円近く上がってきているんです。

この組合が発足してから稼動し始めた年は何

年ですか。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

山羊生産組合、平成26年度からの決算の報

告は上がってきております。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

決算に関して、町はチェックした経緯があ

りますか。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

監事としまして、決算のときはうちの担当

の班長が決算、歳入歳出の監査をしておりま

す。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

結果はどうだったんたですか。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

平成26年度におきましては、マイナス3万7

千398円のマイナス計上になっておりました。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

27年度の結果はどうですか。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

27年度におきましては12万1千81円の繰り

越しを出しております。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

繰り越しということは収益があったという

こと。収益の一番の、収益元になっているの

は山羊の販売なんですよね。そこで山羊の販

売をされた実績があるんですか。導入山羊の

販売じゃなくて、いわゆる飼育しての販売の

ことをいっているんですか。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

27年度におきましは町から赤土流出防止の

委託を受けて運営しておりましたので、実質

的にはマイナスの計上だと考えております。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

計画外の収入ということですよね。本来、

この計画では山羊の販売額が平成27年度でも

200万円余りの販売計画が予定計画されてい

るんですね。平成28年度でも400万円近く。

現状としてどういう状況になっているのか。

将来の見通しはどうなんですか、その山羊牧

場というのは。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

山羊舎の運営につきましては、今後とも厳

しい状況が続くと思っております。いま組合

と話し合いをしているのが、久米島出身で沖

縄本島内で字比嘉の方が約30頭ぐらい飼育し

ている方がおりまして、その方が久米島で山
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羊の生産をやりたいというお話がありますの

で、島内、島外含めてそこを上手く運営でき

る方がいれば、更にそういう方々も視野に入

れて委託先の変更も考えていかなければなら

ないと考えております。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

この事業導入のときに、山羊農家はかなり

期待していた。最終的には地元が製品として

出荷していこうという話まであったんです。

まだスタートして３年目でこういう話が出る

というのは町長、これだけの金をつかって、

地元の農家さんの期待も非常にあった。山羊

飼育に関しては。山羊文化を継承していこう

と。これが今の時期になってちょっと厳しい

という。でも外の方に委託しようというのは、

これはちょっと早過ぎはしないのか。まだま

だ地元の農家に対しての手当てとか指導とか

やり方はないのかどうか、そのへんどうなん

ですか。どう考えていますか。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

島内で現在また字真我里の方でも約50頭規

模の山羊舎、現在建築中でございますので、

その方にもいろいろ投げかけたんですが、自

分の自宅の近くというお話もありました。ま

た、そこに興味があって是非ともやりたいと

いう島内の方々がいれば、それはまたそうい

う方のお話を聞きながら島内の方に施設の運

営を任せられれば、それはそれでいいことだ

と考えておりますので、そのへんも含めた現

在の委託先とも調整しながら山羊の増頭等含

めて考えていきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

先ほどの甘しょ施設もそうなんですが、こ

こもそうなんですが、やってみて１、２年で

こういう事態が起きるというのは、元々計画

段階でのものがきちんとされていたのかどう

かということを問われてくる可能性があるん

ですね。できたものはしょうがないんですが、

今後、この施設の活用を本当にうまい具合に

運営するようにいろいろ検討していかない

と、昔から箱物どうのこうのというのがまた

新たに再現する可能性がありますので、本当

にある部分は有効利用するようなかたちの中

で計画をし、そして実施していただきたいと

思っております。この分はこれで終わります。

次に、総合計画の取り組みについてですが、

総合計画が今年スタートしました。この総合

計画、基本計画、基本構想、実施計画という

のがあるんですが、基本構想としても10年で

すよね、基本計画５年、実施計画が３年とい

うことになっていて、この中ではちゃんとそ

れをやりますと。基本計画は前期後期の５年

でやっていきますと。実施計画に関しては３

年を想定してやっていくと。着実な実行を目

指しますということになっているんですが、

現状、実施計画があるかどうかお伺いします。

○ 議長 幸地猛

大城学企画財政課長。

○ 企画財政課長 大城学

ただいまの質問にお答えします。基本構想

については平成27年度に策定して10年計画で

策定しております。その時に基本計画は前期

５年、後期５年というかたちで予定して、実

施計画については先ほどおっしゃったとおり
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３年計画、３年スパンで計画を立てる予定で

はあったんですが、基本計画と実施計画につ

いては策定がなされていない状況でありま

す。その点については事務の遅れが生じてし

まって計画策定に至っていないところではあ

るんですが、先ほど町長の答弁にあったとお

り、今年度推進委員会を立ち上げて、月１回

ペースで委員会開催して、委員については各

課からの推薦で１名ずつ入れて取り組んでい

て、その中で基本計画の取りまとめをしてい

る最中です。今年度29年度中において基本計

画を策定して、実施計画まで取り組んで、策

定に取り組んでいきたいと思っています。

今年度策定については、基本計画について

は32年度までの計画。実施計画についてはち

ょっともうスパーンが崩れてはいるんです

が、30年度か32年の３年間の前期基本計画に

合わせたかたちで実施計画の策定に向けてい

ま取り組んでおります。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

今年から総合計画スタートしているんです

が、スタート前に、過去の総合計画の反省点

をベースに、２次総合計画は遅れもなく速や

かにやっていくという話をしていました。と

ころが、いま実施計画がない、基本計画もま

だまだ策定していない。これは29年度中にや

るといっているんですが、そうすると遅れが

出てきているんですね。実施計画は３年でし

ょう。３年で28、29年でどこからスタートす

るのかよく分からないんですが、答弁の中に、

平成30年度から基本計画、基本構想に沿った

予算を付けて実施していきますという答弁が

あったんですが、じゃあ28、29年度は何に基

づいてそれを実施してきたのか。全く総合計

画、実施計画、基本計画を無視したかたちの

中で今まで行政運営してきているのか、その

へんどうでしょうか。

○ 議長 幸地猛

大城学企画財政課長。

○ 企画財政課長 大城学

28、29年については基本構想に基づいて事

業を実施しております。基本構想の中にも44

の施策があるんですが、基本計画とそんなに

変わらない事業内容とかも記載されています

ので、基本構想を基に事業実施しているとい

う考えです。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

基本構想、基本計画、実施計画というのは、

要は何が細かいかという話になってくると、

実施計画を細かくやられているわけですね。

基本構想というのは大枠の骨子しかない。骨

子に基づいて行政運営できるんですかね。き

ちんと実施計画の中で細かいところをやって

いかないといけないやつを基本構想に沿って

やっていると。基本構想というのはあくまで

も大枠でしか載ってないじゃないですか。そ

ういう行政というのがあるんですか。これを

やるとおそらく３年ぐらい遅れてしまう。

我々町民は、要は行政がちゃんと動いてい

るかどうか、チェックする、根拠になるのは

やっぱり実施計画とか基本計画、それでチェ

ックしていかなくちゃいけないという部分が

あるんですが、きちんとやられているかどう

かというのは、基本構想でじゃあやられてい

ますという部分はなかなかチェックできない

部分があるじゃないですか。だからそれを、
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これから推進委員会もつくってやっていくと

うことがありますので、このロスの部分をい

かにカバーできるかという部分を、そのへん

も勘案しながら今後やっていただきたいと思

います。

それから、ひと・まち・しごとの総合戦略

と整合性はとられているかどうかということ

の質問に、整合性をとってやっているという

ことですが、ひと・まち・しごとに関しては

当然法的な根拠はあるんですよね。その中に

はいわゆる数値目標を立てて実施していくと

いうのがあるじゃないですか。ひと・まち・

しごと創生戦略というのは。これのチェック

もやるべきなんですよね本当はね。ひと・ま

ち・しごと総合戦略に関しては。そうすると、

この総合計画との整合性ができている、とれ

ていると言っているんですが、総合戦略、総

合計画はあくまでも任意で町がつくればいい

だけの話なんだけれど、ひと・まち・しごと

というのは国の法律に従ってやっているわけ

だから、きちんと数値目標を立ててそれをチ

ェックしながらやっていくということになっ

ているわけでしょう。今それでやっていると

言っているんですが、そうされていないので、

今後そのへんも含めて、ひと・まち・しごと

も含めて、両方で町の構想を実現できるよう

に頑張ってやっていただきたいと思います。

それから、町長、町長任期あとわずかです

ね。今後、２期に向けてどう考えているのか、

ちょっと話しづらいんですが。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

先ほどの基本構想計画等については着実に

これはいま担当課長からありましたように進

めてまいりたいと思います。この中には基本

構想においては必ずしもそれが全て１つのベ

ースとして進めるわけですが、これまた省庁

間のいろんなヒヤリング等によっては実施時

期の変更とかも出てきます。それにおいては

上手く調整も進めて行きます。

今さっきありました、私も任期残すところ

あと３月になりました。ご存じのとおり、い

ま政策６本の柱を掲げて進めてまいりまし

た。その中においては実現したもの、またこ

れから道半ばのものもあります。更にはまた

新たな事業等の計画もいま調整しているのも

たくさんあります。それを実施するにはやっ

ぱり今の１期だけでは実現不可能と思ってお

ります。私の思いとしては、後援会、支持者

の皆さんのご意見を聞いて、次期に向けても

出馬するということで考えております。正式

にはちゃんとしたかたちでマスコミを通して

出馬表明をしたいと考えております。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

今の表明ですね、だとすると、この２次基

本計画は町長の下でできているわけです。そ

れをしっかりやるという腹づもりでおそらく

表明したと思うんですが、これもしっかりと

考えているのであれば、自分でつくった計画

は最後まで見届ける思いでやっていただきた

いということを申し上げて私の質問は終わり

ます。

（２番盛本實議員降壇）

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午前11時45分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前11時46分）
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３番平良弘光議員。

（３番平良弘光議員登壇）

○ ３番 平良弘光議員

私の方から４点ほど質問したいと思いま

す。まず、１点目は、期日前投票所について。

これについては現在、仲里庁舎に限られてい

る期日前投票所を具志川庁舎にも設置するこ

とができないか。関連する事項として、遠距

離については直近の投票所において投票する

ことはできないか。これについては航空自衛

隊、久米島分遁基地の山田原ということにな

っています。

２点目に、自主防災組織について。本町に

おいて、島尻地区、比屋定地区に自主防災組

織があり、軽消防車両が配備されていますが、

管理上の観点から車庫を整備する必要がある

と思うが、その計画は。

続いて、３点目、中体連の派遣について。

今年度、本町の中学生が天候不良によって地

区予選に参加することができなかったため県

大会への派遣ができなかった。今後、島内記

録会を参考にして派遣することができない

か、行政側からも要請する必要があると思う

が、その思いについて。

４点目、集落外作業について。現在、比屋

定集落が行なっている（県道から宇江城城跡

への一部）を環境保全課の作業班で草刈り作

業をすることができないか。

以上、４点お願いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

ただいまの３番平良弘光議員の質問にお答

えする前に、先ほどの盛本議員への答弁の中

で、任期残すところ３カ月と言いましたが、

実質的には５月11日までですので４カ月余り

になります。訂正してご報告します。

それでは、１点目の期日前投票所について。

現在、期日前投票の名簿照合は紙媒体で行っ

ていますが、期日前投票所を増設する場合は、

各投票所を繋ぐオンラインシステムでの管理

が必要になります。そのため、期日前投票所

を増設する場合には、投票所となる施設への

システム機器の設置、投票箱や投票用紙を厳

重に保管するための大型金庫の設置のほか、

期日前投票にかかる人件費など、大きな経費

を生むことになるため、現状での期日前投票

所の増設は難しいと考えています。現在は、

期日前投票所から遠い住民の皆様の利便性を

考慮し、期日前投票に係る町営バスの無料化

を実施しています。

２点目の自主防災組織について。現在、消

防本部から遠い島尻地区と比屋定地区に自主

防災会を設置しています。それぞれの自主防

災会には、小型動力ポンプを搭載した消防団

車両を島尻地区は平成12年に、比屋定地区は

平成14年に設置しています。島尻地区の消防

団車両の車庫は、島尻公民館の倉庫を利用し

ていますが、比屋定地区の車庫は、宇江城ユ

イマール館敷地内に設置したコンテナを利用

しています。比屋定地区の車庫はもとより、

それぞれの消防団車両についても老朽化が進

んでいるため、車輌の更新も含めて、活用可

能な補助メニューがないか検討しているとこ

ろであります。

次に質問については教育長より答弁させま

す。

集落外作業について。環境保全課作業班は、

公園、林道、町道等、イベントの際のコース
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の草刈や公園のトイレ清掃、枯れ松撤去等を

行っています。町道については、主に活用す

る道路や観光道路等の除草を行っており、本

道路については、途中から宇江城城跡まで約

1,700ｍの除草をおこなっています。近年、

宇江城城跡への観光客等のレンタカー、タク

シー等が頻繁に往来しているので指摘の箇所

についても定期的な除草の必要性を感じてお

ります。作業班の業務量を確認しながら実施

したいと考えております。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

吉野剛教育長。

（吉野剛教育長登壇）

○ 教育長 吉野剛

平良弘光議員のご質問にお答えいたしま

す。今年度、那覇地区陸上競技大会に、本町

の中学生は台風22号の影響による飛行機の欠

航で、選手全員出場することが出来ませんで

した｡大会に向けて練習してきた生徒達にと

ってはとても残念な結果となりました｡地区

代表の選考に関して那覇地区中体連会長へ相

談をしたところ、県大会へ出場することが出

来る条件としては､基本的に「地区大会当日

の大会に参加したもので２位までの選手が地

区代表となる」という規程があり、別の大会

での記録を配慮し代表に出来るかについて

は､那覇地区中体連では判断が難しいとの回

答でした｡そこで、今後久米島地区中体連と、

「久米島地区記録会での記録を参考に派遣が

可能か」について協議してまいります。

（吉野剛教育長降壇）

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午前11時58分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後１時30分）

３番平良弘光議員。

○ ３番 平良弘光議員

再質問を行います。まずは期日前投票につ

いてであります。期日前投票所の設置につい

ては、公職選挙法第48条の２により各自治体

の選挙管理委員会に権限があり、全国でも統

一された明確な取り決めはないとされていま

す。最近では、投票率の向上させるために商

業施設等に設置された事例があると聞いてい

ます。それからするとオンラインシステムに

ついては臨時的に多額な費用をかけなくても

対応することができるのではないかと。また

保管するために大型金庫が必要との答弁があ

りましたが、これについてはまた仲里庁舎へ

持ち帰り保管することができないか、そのこ

とについて総務課長お願いします。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

期日前投票所のオンライン化についてなん

ですが、今、私たちが使っている総合行政シ

ステムの中で投票管理も行っていますので、

そのシステム機器さえあれば可能にはなりま

す。ただ期日前投票所について県内の調査を

しましたところ期日前投票所を複数設けてい

る所は那覇市と与那原町のみで、その他離島

をかかえる竹富町、宮古島などは離島におい

て１日だけとか、その日の１日だけの何時間

かとかというかたちで期日前投票の複数の所

でやっているケースがあります。例えば南城

市であるとか、うるま市など広域的に合併を

した市町村においても、やはり期日前投票所

については１カ所のみでの実施となっており

ます。理由としましてはやはり経費の問題、
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それから人員配置の問題が大きくて、ざっと

計算しましたところ町でも１カ所増設する毎

に１回の選挙で100万から150万の経費がかか

るというかたちになってきますので、そうい

う部分でちょっと難しいのかなというふうに

思っています。

金庫については、勿論、投票箱それから投

票用紙というのは厳重に保管をする必要があ

りますので、この投票箱、投票用紙について

は仲里庁舎の場合では、町民課の大きな金庫

の方に保管をしています。具志川庁舎とか他

の所とか、改善センターなどにはそういった

ものがないので、それを設置する。もしくは、

毎日、役場の方まで持って来て保管をすると

いうことになりますが、期日前投票の時間が

だいたい午前８時半から夜の８時ぐらいま

で、長時間にわたりやっていますので、そこ

らへんの管理、輸送の管理とかというものに

ついても少し難しいところがあるのではない

かと考えています。

○ 議長 幸地猛

３番平良弘光議員。

○ ３番 平良弘光議員

確かに投票所にかかる経費、人員の確保の

問題がある中において、これについてはすぐ

対応することは難しいと思います。先ほども

言いましたが、現在、投票率を上げるために

全国でいろんな工夫が取り入れられてきてい

ます。この件についても固定概念に拘らず、

ぜひ実現に向けて検討していってほしいと思

います。それについてまた町長の考えをお願

いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

この件に関しましては選挙管理委員会の方

でも議論されたと思います。車を利用できな

い皆さんとかは、路線バスを使うとかの策も

取っていますので、もう少し選挙管理委員会

と担当課と含めて、この問題については当然

財政の答弁にあったとおり、金のかかる話で

もありますので、そのへん協議させたいと思

います。

○ 議長 幸地猛

３番平良弘光議員。

○ ３番 平良弘光議員

その選挙の関連事項として、遠距離につい

ては直近の投票所で投票することができない

かについての答弁は入っていませんが、これ

については航空自衛隊山田原の行政区が今宇

江城となっていて、宇江城地区会館での投票

となっています。距離からするとおそらく12

キロ余るんじゃないかというふうに思ってい

ます。この投票所の距離については概ね３キ

ロを目安に設定されていると思いますが、そ

の件について総務課長お願いします。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

現在、久米島町内の投票区と言われる投票

区は旧中学校区を基準に今設定をしていま

す。旧仲里中校区に関しては仲里庁舎、そし

て久米島中学校校区については久米島中学校

区、旧久米島町中学校の体育館、旧具中の具

志川中学校区については具志川改善センタ

ー、そして旧比屋定中学校の校区については

宇江城地区会館となっています。ご質問の山

田原に関しては、基本、行政区の住所地で行

政区ごとに選挙区、いわゆる投票所を指定を

しております。山田原につきましては宇江城
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となっているために、宇江城地区会館になっ

ていますが、行政区で独立していますので、

例えば行政区の中で、この地域はこことかと

いうふうに分けることは非常に難しいんです

が、行政区が独立しているために、これを具

志川の改善センターなどに指定できるかどう

かというのを、今後、公職選挙法等の制度を

調査した上で可能性を検討していきたいと思

います。これについては行政区であります山

田原、全員がそれを望むというかたちを取ら

ないといけませんので、そこらへんについて

も調整が必要になってきます。

○ 議長 幸地猛

３番平良弘光議員。

○ ３番 平良弘光議員

今回、投票所について質問しているわけな

んですが、これが出たのは私もタクシー乗る

機会があって、この運転手が山田原からタク

シーに乗って投票所に行く隊員もいると、金

額は普通に来たら3千円余るということもあ

って、たいへん負担を感じていると隊員のみ

なさんは国家公務員ということもあって本人

たちは何も言いません。これはタクシーの運

転手に直接確認して、その情報を得ています。

今後、改善に向けて、ぜひ取り組んでいって

ほしいと思います。この件については終わり

まして、次の質問に移ります。

次は、自主防災組織について、今皆さんの

ところにＡ４の車庫の写真が入っていると思

います。これについてはもうコンテナを利用

して応急的に造られた車庫です。現在の状況

としては扉を開閉する取っ手、これは縦に２

本あるんですが、これが腐食してきて開ける

のに大変支障をきたしているということがあ

ります。また以前には台風によってコンテナ

の入口の向きがちょっと歪んでしまって車が

出せないということもありました。一時答弁

の中において補助事業の話がありましたが、

安心安全な町づくりの中で、確か防災の拠点

づくり整備事業があったと聞いた覚えがあり

ます。この補助事業について総務課長お願い

します。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午後１時39分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後１時40分）

大城学企画財政課長。

○ 企画財政課長 大城学

ただいまの質問については、たぶん補助事

業はないかと思います。ただ起債事業で緊急

防災事業というのがあるんですが、交付税算

入がある事業なんですが、その中では対応が

可能かもしれません。

○ 議長 幸地猛

３番平良弘光議員。

○ ３番 平良弘光議員

この自主防災の必要性については、災害が

集中的に発生した場合において、消防、警察

などの公共の防災機関の支援、救出、救護が

期待できない場合があります。そこでそれぞ

れの地域で共に助け合うと書いて共助による

活動を展開していって、お互いに生命財産を

守ることが重要とされています。そこで消防

長に確認するんですが、比屋定、島尻の車輌

の更新計画がわかればお願いします。

○ 議長 幸地猛

浜元浩消防長。

○ 消防長 浜元浩

ただいまの平良議員の質問にお答えしま

す。まず久米島町では消防所から遠隔地域の
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消防力を強化するために、平成12年に島尻地

区、そして平成14年に比屋定地区に自主防災

会を結成しております。両地区には小型動力

ポンプ付きの軽自動車が、これは社団法人日

本損害協会からの寄贈によりまして配備され

ております。比屋定地区の車輌につきまして

は、当初、旧宇江城公民館の倉庫を車庫とし

て活用しておりました。そして公民館の建設

に伴いまして平成18年に現在の比屋定の農村

公園敷地内へコンテナ倉庫を整備しておりま

した。そこでこの車輌なんですが、自主防災

会の車輌も更新予定としては、この車輌が平

成14年に初年度登録されておりまして、今年

度で15年経過しております。消防においては、

この更新期間を15年と定めておりまして、今

年度更新の年度ではあります。そして島尻防

災会の車輌についても、平成６年に整備され

ましたが、島尻地区の車輌については、かな

り更新が遅れているような状況であります。

そして比屋定地区防災会の車輌に関しまし

ては、これまでいろんな災害等で、一応、現

場活動に従事しておりますが、今後もこの更

新計画を元に、また引き続き整備していけれ

ばいいなと思っております。

○ 議長 幸地猛

３番平良弘光議員。

○ ３番 平良弘光議員

この問題については金もかかります。ぜひ

消防と総務課で現在の島尻、比屋定、両地区

が実際にどのような活動をしているか精査を

して、しっかりとしたかたちを構築して対応

してもらいたいというふうに思っています。

この件は終わって、次に移ります。

次に、中体連の派遣について、中学生のな

かには那覇地区の予選を踏まえて県大会を目

指して頑張っている生徒もいます。目標に向

かってきた頑張りを無駄にしないためにもこ

の問題については私たち議員をはじめ行政も

興味を示して今後対応していかなければいけ

ないことだと思っています。やっぱり自然災

害による学校教育の影響を最小限に押さえる

ことも最優先課題として対応していく必要が

あると思います。先ほどの答弁の中に、教育

長は、今後、中体連と協議していくという話

がありましたが、この件について協議はした

のか、そのへんお願いします。

○ 議長 幸地猛

吉野剛教育長。

○ 教育長 吉野剛

平良議員のご質問にお答えいたします。「天

候不良及び避けられない事情等で地区大会参

加できない場合、町の記録会において上位の

記録を出した生徒を地区代表として県大会に

参加できるように県中体連に要望を出すこと

について」久米島中体連の方に直接相談をい

たしました。しかしながら、「そういうこと

は久米島地区中体連で協議して行うべきであ

り、行政が県中体連へ直接要請等を行うこと

は好ましくない。」という回答を受けており

ます。またこの件につきましては久米島地区

中体連の方で協議するということでしたの

で、お任せすべきというふうに考えておりま

す。

○ 議長 幸地猛

３番平良弘光議員。

○ ３番 平良弘光議員

この問題について確かに、中体連内部の問

題というふうに捉えてもおかしくないんです

が、私たち行政としても生徒のことを考える

と、ぜひ何らかのかたちで中体連と接点をも
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って、今後、対応していく必要があるんでは

ないかと思います。これについてまた町長の

考えをお願いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

この件については、教育長が所管として調

整も進めておりますので、私としてもこうい

う天災とかにおいては特別な配慮の元で参加

できるような仕組みができればなと思って、

これも全て担当課を通して教育長に調整をお

願いしたいと思います。

○ 議長 幸地猛

３番平良弘光議員。

○ ３番 平良弘光議員

それと関連して、今回、今年度、那覇地区

駅伝大会、久米島で行う予定だったんですが、

これもまた台風の影響で中止になってしまっ

たということがあります。これについてはた

またま那覇地区へ久米島の生徒が行って、浦

添総合グランド内において大会を行ったとい

うことがあります。この結果として球美中学

女子の部で優勝です。西中学も男子の部にお

いて１位の区間賞が２名ということで活躍を

しています。その駅伝大会においても中止に

なったおかげで、まあ駅伝は長期的に計画的

に立てて那覇地区も久米島へ実際足を運んで

試走なんかもしています。このように駅伝大

会が久米島に及ぼす財政効果といいますか、

大きなものがあると考えています。今後これ

についても来年度スライドして久米島で開催

できないかとか、いろんなことを考える必要

があると思います。ぜひこれについても行政

と中体連一緒になって離島がゆえのマイナス

を改善していければいいのかなと思っていま

す。また今後ともよろしくお願いします。

この件については終わりまして、次は集落

外作業について、この質問を出したのは宇江

城城址へレンタカーとか、たくさんの観光客

が入ってきています。その途中に宇江城が管

理する観音堂があって、こっち拝所なんです

が、ユタ等多くのお参りする人が出てます。

たまたまこの道路を通ったときにユタが車を

側溝に落として立ち往生していたんですが、

理由を聞いたら道の雑草が生い茂って、だい

ぶ車道に入り込んでいるということで観光客

がカーブから出て来てユタの人はハンドルを

切ったら側溝に落ちてしまったということ

で、実際こういう事故も発生しています。こ

の部分については字比屋定が管轄すべき場所

なんですが、比屋定についても若い労力が不

足して集落外作業においてもなかなか手が回

らないということが問題が出てきています。

そこで環境保全課の作業の皆様に頑張っても

らって、ぜひこの部分に関してはぜひ観光道

路として対応してもらいたいと思って、この

質問を出しています。

先ほど答弁の中にこの部分については対応

したいと実施したいという答弁がありまし

た。これについては保全課の作業員の方で対

応すると理解してよろしいですか。保全課長

お願いします。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 保久村学 環境保全課長

ただいまの平良議員の質問にお答えしま

す。現道路は比屋定バンタ、県道の方から宇

江城城址まで約2,500ｍございます。今、議

員がおっしゃる道路の一部に関しましては比

屋定の方で草刈り作業、管理を行っておりま
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すが、環境保全課の方では年２回のんびりウ

ォーク、それからトライアスロンのコースに

なっていますので、そちらの方で草刈りを行

ってはおります。途中から約1,700ｍ、観音

堂の前あたりは定期的に行っておりますが、

今、議員からおっしゃる箇所につきましても、

けっこう草が道路に入ってくる状態で、近年

特にレンタカーがその部分多く見受けられま

す。環境保全課の作業員の管轄しているのは、

主にこういった観光客が通る観光コースとい

うことで、こちらの方については、今、作業

班の業務量を見ながら、できたら展望台の方

から今やっている宇江城の方まで定期的にで

きるように作業班の業務量を調整しながら進

めていきたいと考えております。

○ ３番 平良弘光議員

以上で私の質問は終わります。

（平良弘光議員降壇）

○ 議長 幸地猛

次に10番玉城安雄議員。

（玉城安雄議員登壇）

○ 10番 玉城安雄議員

10番玉城です。私の方から３点ほど質問し

たいと思います。まず最初に職員の人事異動

について、本町では毎年４月に人事異動が発

令されます。その中で、ある程度長期間の在

職を求められる職種もありますが、逆に長期

に在職させるべきでない職種もあります。ま

た経験年数の長い職員がいることによって能

率があがったり、経験年数の浅い職員や臨時

職員で構成されていることによって能率の低

下することも考えられます。そこで町長はど

のような基準を持って人事異動にあたってい

るのか基本的な考えを伺います。

次２点目です。成年後見制度の充実につい

てを伺います。認知症の高齢者や一人暮らし

の高齢者の増加に伴い、成年後見制度の必要

性が高まっています。その需要は今後多くな

っていくと思われます。また今後、その制度

において後見人が高齢者の介護サービスの利

用契約等を中心に業務を行うことが予想され

ます。弁護士などの専門職がその役割を担う

だけでなく、専門職後見人以外の町民後見人

が必要と思われるが必要性について伺いま

す。

次に３点目、公営住宅の現状と今後につい

て伺います。非常に厳しい経済状況の中で、

自宅を建てたりすることが困難な中、安価で

賃貸できる公営住宅に対する期待は大きいも

のがあります。まず１点目に、公営住宅の現

状について、総数、戸数と実際に入居してい

る戸数。入居希望しながら待機している方の

人数。２点目として入居条件の基準、またそ

れを超過している入居者はいないのか。３点

目として老朽化している住宅についての現状

と改修計画はどうなっているか、また新設に

ついても今後の見通しについて伺います。以

上３点お願いいたします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

10番玉城安雄議員の質問にお答えします。

まず１点目の職員の人事異動について、基本

的に、一般行政職の人事異動は、３年を目途

に行っています。業務内容によっては、３年

を超えて在職させる場合、３年以内に異動す

る場合など様々ですが、事務分掌の課内異動

を進めるなど、移動の際に業務に支障が出な

いよう、人事配置を考慮しております。
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次２点目の成年後見制度の充実について、

本町の成年後見人制度の現状は、司法書士の

方が、身寄りのない方や関わりが得られてい

ない方の成年後見を行っております。今後も

そういった方法や町長申立て等で成年後見人

の申立が必要となることが想定されることか

ら、今後（次年度以降）町社会福祉協議会に

おいて法人後見人の選人等の資格要件を整

え、法人後見による後見人としての支援を考

えております。

次に公営住宅の現状と今後について、①と

しまして、現在、14棟の町営住宅があり、総

戸数は44戸、内42戸が入居済みであります。

平成29年度の町営住宅入居応募者は12名おり

ましたが、内５名が入居済みで、待機者は７

名おります。待機者の内２名と現在、空き家

になって２戸の入居調整を行っております。

②としまして、町営住宅の入居資格は、同居

しようとする親族がいること、世帯の収入が

条例で定める金額を超えないこと、現に住宅

に困窮していることなどが条件となります。

世帯の収入が基準額を超える入居者は現在お

りません。③としまして老朽化等による施設

や付帯設備の修繕は、その都度町の負担で行

っております。全14棟の町営住宅の内11棟が

築20年を超えており、長寿命化に向けての調

査を平成30年度に実施する予定であります。

現在、人口減少傾向にあるものの、生活困窮

者は増加傾向にあるため、町営住宅の増設が

望まれていますが、人口動態や民間アパート

の空き状況などを総合的に調査した上で新設

等について検討していく方針であります。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

それでは順をおって再質問していきたいと

思います。まず最初に職員の人事異動につい

てなんですが、答弁では今年も残すところあ

とわずかです。また年明けますと移動の時期

もなるわけなんですが、答弁では基本的に一

般の行政の人事異動は３年を目処に行ってい

るとの答弁であります。例えばこの職種は３

年、またもう一方で、この職種は４、５年で

異動させるというような職種によっての基本

的な考えというのもありますか。これは町長

ですかね。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

基本的な考えというよりも適材適所にその

年によっての退職者の数によっても変動はあ

ると思います。言えることは一般行政職、一

般職については副町長の方で各担当課長の意

見は拝聴しながら調整を行っております。そ

して昇任の管理職もしくは管理職の異動につ

いては私が、それぞれの担当課長該当者の皆

さんと調整しながらやっております。いろん

なかたちで３年の方また５年以上の方等もお

りますが、とにかく適材適所に、より町民の

サービスがうまくできるようなかたちでいつ

も考慮しながら考えているつもりでありま

す。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

今、町長からお答えがありましたが、人事

権は町長にあるわけでして、いろいろ副町長

が聞き取りもしながら人事異動を行っている

ことということなんですが、今の答弁にも事
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務分掌の課内異動をするときには事務分掌の

分割を進めているとか、また適正な人事配置

をしているとかという答弁でありましたが、

それについて今の段階で適正な人事配置とい

うのはできているとお考えですか。副町長お

願いします。

○ 議長 幸地猛

桃原秀雄副町長。

○ 副町長 桃原秀雄

玉城議員の質問にお答えします。今、町長

からも答弁がありましたが、久米島町は基本

的に３年を目処に人事異動をしているところ

であります。特に事務職に関しましては一定

の仕事のスペシャリストではなくて、幅広く

仕事をさせるために特に若い職員は３年サイ

クルで異動させて、多くの職種を学ばせて、

そして町民に応えるために、町民サービスの

向上に努めるということを念頭に人事異動を

させているところであります。

適材適所かと言いますと、久米島町の職員

が185名おります。その中に派遣職員、そし

て消防、保育所、現業職除いて一般事務して

いる職員が約110名ぐらいいるかと思ってお

ります。110名の職員が毎年20名から30名ぐ

らい人事異動をさせてますが、みんながみん

な適材適所ということにはならないかと思い

ますが、できる限り適材適所で今やるという

ことで進めているところであります。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

今答弁、適材適所にできるだけにという答

弁ですが、確かに３年を目処に若い職員はい

ろんな職種を経験してもらうということは非

常に大切なことでもありますが、逆に技術的

なところ、建設課だったりとかは３年ではち

ょっと短すぎるじゃないかなということと、

また特殊なプロジェクトチームとかは、これ

まで町の大事な部署ですので、長くても良い

のかなと思いますが、それに伴って、最初の

質問にもあったとおり、ベテランの職員がい

ることによって能率が上がったり経験年数の

浅い職員がいて能率が低下することも考えら

れるという質問もしたんですが、特に窓口業

務とかで、臨時職員が配置されている場とか

ありますよね、そういったところはできたら

私なんかから見れば本務の職員を配置すべき

だとは考えるんですが、そこらへんどのよう

にお考えですか。

○ 議長 幸地猛

桃原秀雄副町長。

○ 副町長 桃原秀雄

確かに臨時職員が携わっているところを本

務がするのが適当かと思うんですが、やはり

私たち職員は行政改革の中で平成29年、30年

度に職員を180名程度にということで今進め

ているところなんですが、その中でなかなか

職員を多くすると、また財政的にも多くする

ということができなくて、その分を臨時職員

対応ということで進めているところでありま

す。

先ほどお話がありましたが、やはり議員が

指摘していたとおり１つの課ほとんど年数の

浅い職員が構成がないようにということであ

りますので、それがないように、そのへんも

努めていきたいと思っています。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

今、久米島町180名という答弁がありまし
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たが、この人口割りに対して180名というの

は他市町村と比べることはできないんです

が、いろいろ地域事情もありまして、実際は

多いか少ないか、どのように感じてますか。

○ 議長 幸地猛

桃原秀雄副町長。

○ 副町長 桃原秀雄

先ほどもお話しましたが180名というのは

消防職員、そして保育所そしてクリーンセン

ターとかいろいろ他の所では広域的にやって

いるところも含めて180名で実際に行政事務

を携わっているのは約110名前後だと思いま

すので、決して多いということでは。類市町

村と比べて多いということはないかと思って

います。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

はい、わかりました。昨日も総務課長の方

から今年度の採用について説明受けたんです

が、今後、次年度再来年ということで退職者

が多いということでどの程度採用していくと

いうことで話も伺ったんですが、ぜひ、業務

に支障きたさないように、また本務がやるべ

きところを十分これは人事権は町長ですの

で、十分本務がやるべきところを本務を配置

し、またできたら臨時職員というのは補助程

度のことだと思うんですが、また臨時職員に

もいろんな仕事に精通している方々もおりま

すので、そこらへんもぜひ勘案して適材適所

に人事をしていただきたいと思います。それ

と今、本町では出向者が何名かいるわけです

が、この出向について、外国語とかはバーデ

ハウスの職員だと思うんですが、今研修のた

めに出向している職員は何名いますかね。

○ 議長 幸地猛

桃原秀雄副町長。

○ 副町長 桃原秀雄

今、出向、派遣含めて９名ほど出向させて

います。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

そういった職員についても出向派遣するの

は本人のために非常に経験になると思うんで

すが、戻って来たとき、その派遣先で勉強し

てきた研修してきたことが生かされる課に配

置はされていますか。

○ 議長 幸地猛

桃原秀雄副町長。

○ 副町長 桃原秀雄

はい、そのへんも含めて、計画的に出向、

派遣して、戻ってきたときに、それを生かす

ところにちゃんと配置はしているつもりでは

あります。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

せっかく出向していろいろ勉強しているわ

けで、学んできたものを活かせるようなとこ

ろに配置して、またさらに後輩に引き継ぐよ

うなことまでやっていただきたいと思いま

す。

それと、今、久米島町では現場業務以外に

一般行政技術職というのが少ないですよね、

例えば建設課とか、建設課だったら３年で異

動させるには仕事も覚えることができないん

じゃないかなということで、いろいろ業者の

方からも、この建設課についてはけっこうい

ろいろ勉強してちょっと５年とかそういうか
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たちでやってくれないかなという話もありま

すが、そこらへん技術畑についてはどのよう

に考えていますか。

○ 議長 幸地猛

桃原秀雄副町長。

○ 副町長 桃原秀雄

確かに建設課とか、技術職が必要なところ

は確かにあります。それを受けて２年前から

南部農林土木の方に技術研修ということで職

員を派遣して帰ってきてからもその研修の成

果を出しています。平成31年度に向けて管理

職抜けて班長主任を中心に機構改革も含めて

久米島町にしては職員の中で技術職が必要な

のかどうか、１カ年通してちょっと議論させ

ていきたいなと思っております。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

技術職も含めて、この仕事の能率的に考え

れば非常に大事なことだと思いますので、そ

こらへん検討していただきたいと思います。

この件について最後なんですが、他の団体で

は管理職とかいろいろ管理職の登用の試験を

実施しているところもあるんですが、試験の

良いところも悪い点もあるとは思うんです

が、昨日の監査員の説明の中でも今回の横領

事件も監査監督管理のずさんとか指摘されて

ますので、この試験については管理職の昇任

の試験については、町長どのように、町長の

考えでいいですのでどのように考えています

か。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

方法の１つとしましては、そういうのもあ

ると思います。私からするといろんな角度か

ら本人の性格、今までの働き具合等も判断し

ながら承認については、私１人じゃなく、副

町長の意見、または教育長の意見等も聞いて、

それを今後においても活かすべきだと思って

います。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

３月には人事異動があります。ぜひ適材適

所に職員を配置してスムーズな行政運営がで

きるようにお願いして、この質問は終わりた

いと思います。

続きまして、成年後見人制度についてなん

ですが、成年後見人制度というのは精神上の

障害により判断能力が十分でない方が不利益

を被らないように、その人の財産管理、また

身上看護するために家庭裁判所に申し立てを

して、その人を援助する人を付けてくれる制

度であって、またその種類としては法定後見

人制度と任意後見人制度というのがあるわけ

なんですが、本町の現状は専門職の方が、そ

のような身寄りのない人や関わりのない方々

の成年後見人として町長の申し立てで行って

いるとの答弁でありますが、現在この町長、

申し立てで現在どのぐらいの人が、後見人を

利用して、専門職の後見人だと思うんですが、

どれぐらいの方が利用しているか、答えられ

ればお願いします。

○ 議長 幸地猛

仲地紀男福祉課長。

○ 福祉課長 仲地紀男

現在、久米島町の成年後見人は司法書士の

方がやっていると、これは身寄りのない関わ

りのない方については、町長申立でやるとい
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うことで、町長申立に関しては28年度に１件、

今年度も２件行われています。今、社協の方

で生活不安定就労者生活自立支援事業の中で

金銭管理を行っている方の成年後見人の数が

一応８名います。補佐ということで、これは

判断能力が著しく不十分な方という方を補佐

というかたちでやりますが、それが一応３名、

今、金銭管理を行っていて、今後、後見人制

度への移行をした方が良いと思われる方が今

18人ほどいるということです。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

この質問したのは、いろんな行政の介護の

サービスとかいろんな手続、本人ができない

場合に変わってやるのがたぶん成年後見人、

判断能力がない人で、ぜんぜん全くない人、

また著しく低下する人、また補助を要する人

という説明ありましたが、町長申立ては全く

身寄りもなくて関係する人もいない方を町長

の申立てでやるということで、これも今３名

ぐらいいるということなんですが、今後また

そういうことも増えていく傾向に、少子高齢

化で進んでいって増えていく傾向にあると思

いますので、そこらへんの充実をしっかりし

てもらいたいと思います。

それと社協の方で法人後見人の準備をして

いるということがありましたが、これ資格、

用件を整えるということがあります。これ資

格とかいりますか。

○ 議長 幸地猛

仲地紀男福祉課長。

○ 福祉課長 仲地紀男

後見人等は家庭裁判所の方に申し立て等を

行って、それが後見人は選任されるんですが、

法人に関しても、今、実際、社協の方で家庭

裁判所の方と今後について調整中ですので、

このへんで、また一応、資格とかそういった

ものといいますか、整えていって、法人の後

見人できるような整備をしていきたいという

ことです。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

今、説明がありましたが、この後見人につ

いてですが、社協の方で補佐と補助を含めて

11名、これを要する人が18名ぐらいいるとい

うことなんですが、後見人についてはたぶん

報酬が発生すると思うんですが、本来、親族

がもできるわけんですが、親族がやれば、こ

の報酬とかこういうのは軽減できるかもしれ

ませんが、やっぱり法定第三者がやる場合は

報酬とかでるわけなんですが、社協に対して

の報酬とか、今後の報酬については、どのよ

うに考えていますか。

○ 議長 幸地猛

仲地紀男福祉課長。

○ 福祉課長 仲地紀男

このへんも、今、成年後見人の法人で行う

ということで社協の方に今１名配置してでき

ないかということで予算調整中であります。

報酬等についても、今後、協議していきなが

ら金額等の設定をしていかないといけないか

なというふうに考えています。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

今やっている補佐的なものは無報酬です

か。これは社協の方からその方々に報酬でて

いるわけですか。
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○ 議長 幸地猛

仲地紀男福祉課長。

○ 福祉課長 仲地紀男

ただいま補佐と成年後見人は、司法書士の

方がやっておりますので、まだ社協の方では

法人後見人を行っていない状況ですから、後

見人に対しては裁判所あたりが、その後見人

の方の資産状況とか勘案して報酬は裁判所か

ら後見人の司法書士の方に、その金額で報酬

を受けていいというかたちでやられるものだ

というふうに考えています。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

司法書士がなった場合には裁判所が報酬、

枠内で報酬があるということですよね。私が

今聞きたいのは補佐的にやっているのはボラ

ンティア、無報酬でやっていると聞いた、今

社協がやっていますよね、８名の、そういう

ことです。

○ 議長 幸地猛

仲地紀男福祉課長。

○ 福祉課長 仲地紀男

補佐の方も、これは社協ではなくて、司法

書士とか、そういった専門のある方が今やっ

ている状況です。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

最後に、法人後見人というのが、社協で準

備しているというわけなんですが、それは１

人で何名でも法人の場合、何名でも対応でき

ますか、そこらへん教えてください。

○ 議長 幸地猛

仲地紀男福祉課長。

○ 福祉課長 仲地紀男

今、法人の方で担当は１人としても法人の

方でやるということで人数が今いくらかとい

うのはちょっと認識していないんですが、１

人の方でだいたい現状で10名ぐらいとかあり

ますので、それ以上の数は見れるのではない

かと考えています。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

１人で複数できるということですので、ひ

とり一人じゃなくて、そんなに多くの職員が

必要ではないということになりますので、ぜ

ひそういう経済的な弱者、そういうところの

手助けになるためにも取り組んでいただきた

いと思います。この成年後見人制度について

は、支援体制が、今、課長からも話があった

んですが、支援体制が非常に重要であります。

国の支援事業も実施されているようではある

んですが、国の支援があるなしにかかわらず、

この成年後見人制度の充実は早急に町として

も取り組むべき課題だと思います。最後にこ

の件について町長の見解をお願いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

今、担当課長からも説明がありましたが、

この件に関しては、新たに行政書士の組織が

ありますが、そこの方も今後についてはそう

いう事業をやるということで、先だって役場

に説明みえておりましたが、そういう団体も

ありますので、それもいかせるようなかたち

でバランスよくできたらいいかなと思ってお

ります。

○ 議長 幸地猛



- 100 -

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

これからの少子高齢化に伴い、またそうい

う方を必要とする方々が多くなると思います

ので、ぜひ早急に取り組んでいただきたいと

思います。

それでは３番目に、公営住宅の現状と今後

についてですが、現在14棟の町営住宅の44戸

中42戸の住宅が入居済としております。29年

度は12名の申請があり５名が入居、７名が待

機し、その内２名と調整中であるとの答弁で

す。待機中の申請者についてなんですが、こ

の方々民間のアパート賃借しているのか、住

居に困窮している状況にあるのか、把握、わ

かっていますかね。そこらへんお願いします。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

待機者の方々のそれぞれの現状というのは

それぞれ異なりますので、全員のものが今現

状がどうなっているのかというのは、現在、

私の手元にはそういう資料はありません。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

それでは資料がないとしていいんですが、

待機している方々の入居の順番についてと

か、それと年度途中でも入居できるのか。そ

れと待機者については条例にある入居要件を

全て満たしているのか、ということをお答え

願います。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

入居の優先順位というのは、久米島町住宅

条例の中でさまざまな条件が明記されており

ます。その中で生活困窮の度合いとかの優先

順位というものが定められておりまして、そ

れの困窮度に応じて順位を定めてということ

で入れています。例えば生活保護受給者であ

るとか、そういう方々当然優先になるんです

が、その他、母子家庭であるとか、そういう

ことの中で今現在、応募している方々ほとん

どそういった条件に合う方が中心で申し込み

をされております。要件は皆さん満たしてい

らっしゃいます。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

それと、待機しているのがいるというんで

すが、入居する地域、希望場所がありますね、

そこに希望どおり入ることができないがため

に待機しているのか、そういうのもあります

か。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

待機されている方々は年度途中に退去者が

あった場合には、そういう待機者が優先的に

いかがですかと。次の応募までの間は優先的

に入居することができます。ただし入居の希

望を出すときに、この地域の例えば宇江城団

地がいいとか、美崎団地がいいとかというこ

とで希望されている方については、希望する

所が空いた時点で、その希望する場所の待機

者が優先になってきます。それ以外の方はど

うしても親とかの実家の近くとかということ

でちょっと遠い所は空いてもお断りされるケ

ースもあります。

○ 議長 幸地猛
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10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

なかなか入りたくても入れないという方々

が待機しているわけなんですが、この待機者

が、そのような要件を満たしていれば、例え

ば民間アパートの空き状況とか賃料とか調査

し、町営住宅との差額分そこらへん助成する

ということも考えられますが、そういうこと

について考えたことはないでしょうか。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

そういった民間アパートの入居者に対する

家賃の助成という制度を行っている所はあり

ません。他の市町村においては民間アパート

１棟ごと借り上げてそれを公営住宅に変えて

いるという事例はございます。ただそういっ

た場合には耐震基準であるとか、公営住宅と

して借り上げることが可能な住宅のいろいろ

ハードルがありますので、厳しい審査があっ

た上で指定をするかたちになるんですが、特

に１棟毎にということで定めている中には、

例えば通常の家賃を払って住んでいる方と、

例えば町営住宅としての安い家賃で払ってい

る方々の間でトラブルとかが起きることがあ

るのでそういう方々を混在させないという方

針になっているようです。これについても他

の市町村の事例なども調査しながら、現在、

人口も減っている中で、新しい町営住宅を新

規に建設をするというのは、なかなか補助事

業として採択されない可能性がありますの

で、こういった空いているアパートなどを棟

ごと借り上げるなどの方法をちょっと模索す

る方が現実的なのかなと考えています。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

この待機者、対象者ですか、民間アパート

に入った場合に、この個人に対しての差額分

の助成するというのは他の市町村みても前例

がないので厳しいということですね。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

はい。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

いいですか、それで。はい、わかりました。

今、新設についてもなかなか厳しいわけなん

ですが、この調査をして長寿命化を図るとい

うことの答弁もありますが、この長寿命化に

ついて改修計画するわけなんですが、この入

居者に対して、そういった説明とか聞き取り、

入居者に対して聞き取りとかしたこともあり

ますか。例えば長寿命化に対して。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

現在、入居している方々に、その長寿命化

についてのアンケートや聞き取りは行ったこ

とはありません。毎年ある入退去の中で、洗

面所のシンクであるとか、便器であるとかと

いうのが老朽化している現状が見られて、そ

の都度こちらで取り替えをしたり補修をした

りということを行っている中で、20年も経っ

ていますので非常に附帯設備の方も老朽化が

進んでいます。それから一応これ全部の棟は

耐震基準は満たしているんですが、やはりク

ラックによる雨漏りであるとか、いろんなト
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ラブルが報告されていますので、そういう住

民からの皆さまからの苦情とか要望とかを踏

まえた上で調査の内容を、今後、修繕の内容

を決めていこうと考えています。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

ぜひ厳しい予算の中ですが、この老朽化の

話も出ています。長寿命化の話も出ています

が、ぜひ総合的に調査して、新設についても

検討するということもありますので、そこら

へんまた少子高齢化で人口減少の著しい地域

もありますので、特に公営住宅のない美崎地

区とか、そういうところも勘案に入れて検討

もしていただきたいと思います。

最後になりますが、町営住宅の家賃につい

てなんですが、28年度決算では滞納繰越の分

なんですが、28年度決算で77万7千円、調定

額で574万円、収入済が2万1千円ですよね。

滞納の分の2万1千円、これ徴収できない理由

は何なのか、次年度以降も家賃とかも不納欠

損として滞納処理できるのか、そこらへん教

えてください。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

28年度の町営住宅の家賃については大変申

し訳なく思っております。収納率もかなり低

下をしてしまいました。滞納処理についても

非常に低下しています。これは明らかに事務

の遅滞によるもので担当の職員はその件でも

処分を受けております。これについては課を

あげて、私も含め班長も含め全員で滞納者へ

の督促であるとかというのに取り組んでいる

ところです。なので今年度、来年度にかけて

は収納率を向上させるように課をあげてちょ

っとやっていきたいと考えています。

不納欠損処分については、滞納されている

方が退去とかした場合においては、この欠損

処分を余儀なくされるケースは出てくると思

います。今年度そういったケースが１件あり

ましたので、29年度においては１件の不納欠

損処分をする予定はしております。ただほと

んどの場合が、そのまま滞納したままずっと

住んでいらっしゃる方が何名かいますので、

そこらへんについては、やはり不納欠損処分

とはせずに、今後も支払いについて調整をし

ていこうと考えています。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

この家賃については税金みたいに５年で滞

納処理するとか、時効になるとか、そういう

のはないわけですね。住んでいる以上は滞納、

蓄積して。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

家賃の徴収に関してはいわゆる民法での契

約になりますので、税金とは違う取り扱いに

なります。先ほどの退去したところで不納欠

損をという、退去したから欠損するわけでは

なく、そういった本人から徴収できなくなっ

た事情があるために不納欠損処理をする案件

が１件あるだけですね。他の民法上の契約と

同様、請求をし続けている間は、債権につい

ては消滅することはないということで理解を

しているところです。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。
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○ 10番 玉城安雄議員

この公営住宅については、いろいろ経済的

いろいろな条件に照らし合わせて安価で貸し

ているわけですから、重要な一般財源でもあ

りますので、この577万円余りの未納がある

というのもしっかり頭に入れて、また別の徴

収にもしっかり取り組んでいただきたいと思

います。以上終わります。

（玉城安雄議員降壇）

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員の一般質問を終わりま

す。

休憩します。（午後２時42分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後２時53分）

次に７番仲村昌慧議員。

（仲村昌慧議員登壇）

○ ７番 仲村昌慧議員

７番仲村昌慧です。通告書に従いまして３

点質問します。久米島マラソンについて、今

年の久米島マラソンは台風で中止になり残念

でしたが、島に来てくれた方々のために、ふ

れあいパーティーを開催して大変盛り上がっ

た。久米島マラソンは過去に、４年連続で「全

国ランニング100選」に選ばれたこともあり

評価は高いと思うが、最近は参加人数が1,30

0人台で推移しています。受入れ可能人数は2,

000人まで可能と聞いていますが、参加人数

を増やす考えはないか伺います。

次に、来年30回大会の節目の大会になりま

すが、記念すべき大会をどのように盛り上げ

るか、30回大会に向けての取り組みを伺いま

す。

次にクメノサクラ・ショウキズイセンにつ

いてであります。クメノサクラについては、

球美の島緑化推進事業で26年度に428本植え

たが、現在の本数はいくらになっているか。

年間の管理はどのように行われているか伺い

ます。ショウキズイセンについては、球根の

増殖を５年計画で町の苗畑で増やしていると

のことでありますが、繁殖状況を伺います。

次に、具志川漁港についてであります。具

志川漁港については、昨年の６月定例会の答

弁では「県とは整備に向けて工法を検討して

いる。」と述べています。その後の対応で「具

志川漁港だけの単独では整備できないので、

県からの打診である。鳥島漁港の（具志川地

区）で整備できないか検討し調整している。」

とのことであります。現在まで検討・調整し

た状況と復旧の可能性について伺います。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

７番仲村昌慧議員の３つの質問にお答えい

たします。まず１点目、久米島マラソンにつ

いて、久米島マラソンは平成15年の大会リニ

ューアル後から多くのランナーから好評をい

ただくようになり、毎年、参加募集と同時に

飛行機及び宿泊の予約が満杯となり、参加者

が頭打ち状態となっていることかが課題とな

っております。その対策として、ホテルの大

部屋の活用や民泊等も取り入れてきました

が、現在もなお解消されてない状況にありま

す。平成30年度の記念大会は、注目度がさら

に高くなることも予測されることから、大会

企画については早期に取り組むことにしてお

ります。さらに宿泊施設の拡充については、

他の大会における事例を調査し、公共施設等

の活用についても検討してまいります。
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２つ目のクメノサクラ・ショウキズイセン

について、クメノサクラは、今年の干ばつに

より枯れたのが多数あり261本が活着してお

ります。現在は桜に詳しい方に管理をしても

らっており、今年度60本の補植を行います。

ショウキズイセンにつきましては、平成24年

度に苗畑に約28,000球を植え、平成27年12月

に約3.8倍の約108,000球に増えました。飛行

場線の松並木の開花が悪かったので増殖しま

したところ今年はすごく開花をして町民や観

光客の皆さんから大変喜ばれました。今年度

は、空港前の中央分離帯に株分け移植や苗畑

での増殖を行っているところであります。

３点目の具志川漁港について、県との協議

の中では、前回、同様鳥島漁港の具志川地区

として再編することで進めています。そのた

めには利用状況等の実績を上げる必要があり

ます。現状のままでは実績を上げられる状態

ではないので、船揚場を整備し対応したいと

考えております。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

久米島マラソンについて再質問します。今

年の久米島マラソンは台風で中止になりまし

たが、ふれあいパーティー、すごい感動する

ふれあいパーティーでありました。新聞記事

にも載っておりますが、交流会で祝う結婚と

いうことで名字が久米島と同じという久米さ

んという夫妻が久米島のマラソンの10キロを

完走した後に久米島町役場で婚姻届を出した

いということで、このふれあいパーティーで

参加者全員で祝福をし、そして町長からも祝

辞をいただき、また担当課の方からも記念品

をいただいて当人も喜んでおられました。ま

た来年も久米島にリピーターとして来るもの

と信じております。久米島マラソン本当にお

もてなし最高です。僕もこれまで何カ所かの

マラソンを走った経験がありますが、このお

もてなしは非常にいいんですが、なかなか参

加人数がもう頭打ちになっているということ

でちょっと心配しています。12、3年前に来

た、毎年久米島のサンタの格好で走る本土の

方が、去年、久米島で結婚披露宴を挙げまし

た。山里公民館で挙げましたが、町長もわざ

わざ来ていただいて、祝辞も述べていただき、

そしてまた商工観光課からも記念品をいただ

いたこと、本当に本人も喜んでおりました。

改めてお礼を申し上げます。しかし、こうい

ったおもてなしがあるにもかかわらず頭打ち

になっているのが心配されて、ちょっとこれ

までの参加人数の経緯をちょっと述べさせて

いただきますが、第１回大会が640名であり

ました。２回大会から1,000名、1,200名とど

んどん増えていく中で、第14回大会744名ま

で落ち込みました。そのときにフルマラソン

を取り入れた第15回大会が1,400名それから

どんどん増えていくんですが、1,400、1,500、

1,700と増えていくんですが、第18回大会、

平成18年、これが一番ピークであった年であ

ります。1,910名これがどうしてこれが増え

たかというと、このときに兵庫県の加古川北

高校が修学旅行に久米島へ来ました。全国で

始めての試みということで修学旅行で全生徒

を久米島マラソンに参加させたいということ

でありました。当初、生徒の中からは、どう

して走らなければいけないのという非常に文

句もでましたが、走り終えた後、校長先生か

ら１週間後に私にこの手紙が来ました。少し
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それを紹介させていただきます。前略します

が。まずこれ平成18年の11月１日に手紙が来

ましたので、紹介させていただきます。

まずこの度の本校第28回生、久米島修学旅

行に際しましては久米島の皆様のたいへんな

るご協力のもと無事終了をしましたことを報

告させていただきます。学校に戻りました後、

１週間たった今も生徒たちの間では修学旅行

の話題が絶えることはなく、自分たちで撮っ

た写真を広げては、遠く久米島の空の下に思

いを馳せています。特に久米島マラソンは生

徒たちの心の中に大きな感動をもたらしまし

た。感想文の中にもマラソンに関する記述が

多く、そのほとんどが島の人々に励まされて、

今まで生きてきた中で最大の感動と達成感を

味わうことができたというものでした。昨今

の情報発達で子どもたちは頭ばかりが大きく

なりすぎて、実際に身体と心で感じる経験が

少なくなっていると思われます。そんな中で

久米島の大自然、島の人々の暖かさ優しさマ

ラソンを走り通した充実感、そして何よりも

満天の星と流れ星に感動した体験は何ものに

も代え難い素晴らしいものであり、彼らの人

生に大きな影響を与えることは間違いないで

しょう。この機会を与えていただいた全ての

久米島の皆様に感謝しております。今後とも

兵庫県そして本校と久米島がいつまでも絶え

ることなく、おつき合いできることを心から

祈っていますということで、私はその後、毎

年このようなことが続くかなと非常に期待し

ていましたが、それ１回きりで途切れてしま

いました。

このことについて担当課としては、その後

そこの方に打診をしたのかどうか。そしてそ

この対応はどのようなものであったかお伺い

します。

○ 議長 幸地猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

18回大会に参加しました加古川北高校でご

ざいますが、今校長先生からのお手紙にあっ

たように、参加された子どもたちも感動した

というふうに事務局としても伺っておりま

す。それで毎年交流ができないかということ

で取り組みしようということで一応学校側に

連絡をしたところ、まず教育旅行において、

まる１日をマラソンで時間を取るということ

で、なかなか保護者の理解が得られないとい

うことで２回目以降はこちらの方に参加して

いただいておりません。今後の課題とする宿

泊も含めてなんですが、今の教育旅行の中で

輸送と宿泊の問題ある程度クリアする必要も

あるんですが、誘致することによって地域が

元気になる、そして何よりも子どもたちが元

気になるということで、こういう大会づくり

を改めて、再考してみたいと思います。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

学校側としては非常に経験を評価しており

ます。しかし保護者の方には理解を得られて

いないと、しかしこういうことが久米島で全

国で始めて行われるということを、全国に紹

介してもらって、少しでも賛同する学校が来

て、久米島に参加されることを願っておりま

す。非常に心配されるのは、最近、沖縄県内

の各地いろんな所でマラソン大会がされてい

ます。いろんな商品、景品、抽選会などで誘

客を相当高めようという努力もされていま

す。特に僕、今年４月に今帰仁村のマジック
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アワーＲＵＮに参加しました。この大会７回

大会ですが、女性の参加率が一番高い大会と

なっているそうであります。けっこう参加人

数も増えてきています。そして去年は中部ト

リムハーフマラソンに参加しましたが、その

中部の市町村の特産品をゼッケン番号、抽選

でやっておりました。今年は那覇マラソンも

やったんですが、那覇マラソンは33回大会で

あります。第１回大会が4,500名でしたが、

今25,000名、もう応募者が殺到して抽選にな

っています。そういった沖縄本島が盛り上が

ってきているなか、久米島が頭打ちになって

いくことが非常に今後寂しくなるし、何か心

配されてきますので、ぜひ誘客もっと運動し

てほしいなと思っております。今後のいろん

な宿泊問題もありますが、公民館なんか利用

して誘客を高めていただきたいと思います。

それから30回大会、来年、副町長もこの前

の新聞記事を読むと、節目の年参加者に取っ

て心に残る企画をしたいということでありま

すので、ぜひ一緒になってみんなで盛り上げ

ていきたいなと思っています。

私、那覇マラソン走った後、毎年、久米島

マラソンに十数名で参加している名護の21世

紀の森ランクラブというのが毎年来きます

が、久米島で交流し、那覇マラソンで交流し

ているんですが、来年に向けてもう積み立て

をして久米島の30回大会を盛り上げたいとい

うことをおっしゃっておりました。ぜひ、久

米島の議会も参加してほしいなと、久米島の

マラソンは５キロ、10キロ、ハーフ、フルマ

ラソンあります。誰がでも参加できるコース

になっていますので、できるだけ多くの人た

ちが参加してほしいなと、特に町長はよく10

キロマラソンにも走っていますので、また副

町長はマラソンランナーでもありますので、

長い距離を走っていただきたいなと思ってい

ますので、多く参加をしてみんなで盛り上げ

ていきたいと思っております。

次にクメノサクラについて、これ428本が2

6年に植えられているんですよ。今年の台風

で多く枯れたというんですが、そうじゃない

んですね、実は。27年の６月議会で僕は、そ

の事業26年終わって直後ですよ。80本が既に

枯れていますよということを言いました。27

年、8年で、それからもっと枯れたと思うん

ですね。この台風時の影響も勿論あると思い

ますが、それ以前にもう数多くが枯れている

んですね。そのときに町長の答弁では枯れた

ものについては、どういう契約がなされてい

るか、業者とやり取りを進めていきたいと、

当然、枯れた後は、ある程度の期間は瑕疵期

間というのがあって、その保証があると思う

んですね。そういう業者とのやり取りはやっ

たのかどうか。そこをお伺いします。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

球美の島緑化推進事業、このクメノサクラ

ゾーンについては、平成25年環境保全課で発

注して26年に繰り越した段階で建設課に現場

分任事業というんですが、他課の事業を建設

課で実施やっています。その26年の８月11日

に一応工事としては完成しています。本数と

しては設計調整とかもいろいろあって431本、

議会で発表したときより３本は増えていま

す。それで内容を確認しました。確かにうち

の契約条項の38条に瑕疵担保といういわゆる

業者のせいなのか、またはそれを納入した問

屋のせいなのかというような議論をするんで
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すが、その発見から２カ年の間に、その瑕疵

協議をして町長名で瑕疵があった場合は通知

するという契約の内容になっています。ただ

し、この契約書は施設とか工事、土木いわゆ

る、そういう土木工事とか建築等にかかわる

契約書の約款になっています。通常、私も経

験ありますけど、公立久米島病院発注したと

きは、外構を発注して建築やって電気設備で

それで最後に植栽を造園会社でやります。と

いうことになるんですが、この場合見た限り

では全部、造成と植え付けまで一緒にやられ

ていて、その当時、枯れた物に対して協議は

されていません。ですので、その補填をして

いくということに対しては調べた限りではち

ょっと資料がなかったです。大変申し訳あり

ません。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

普通に考えると、当然これ枯れた物に対し

ては、業者がこれは植え替えして保証すべき

だと思うんですね。そういったやり取りを進

めていくと言ってやり取りもしなかったと、

そこが問題があるんですよ。どうしてそうい

うことをやらなかったのか、それも行政の怠

慢としか言えないんですよ。そういうことに

よって行政がやらなくてもいいものを行政の

方からも予算を出してやるということは行政

に損害を与えるということなんですよ。それ

だけの重大な責任を持ってほしいと思ってい

ますね。そういう行政のものを公金について、

あまりそういった意識がないなと思っていま

す。もうちょっとそこのところ、しっかり考

えていただきたいなと。これ431本から今261

本と言うんですが、昨日は管理している方に

聞いたら264本だと言っておりましたので、

かなり167、8本は枯れているんですね。これ

だけの苗、大変な予算が伴うと思うんですね。

当初からすると60本補植しても、当初より10

0本は少ないんですよ。そういうことでそう

いったものは、やるべきことはちゃんとすべ

きだと思っていますね。今年、東側の方にも

できましたね。昨日、見たらびっくりしまし

た。わかりますよね、今の状況。そこが今年

の干ばつで枯れたと思うんです。かなりの量

枯れています。だからそこの現場見ての感想

お聞きしたいと思います。東側の方もです。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

まずクメノサクラにつきましては、おっし

ゃるとおり環境保全課の方に管理が移管され

ていまして、その間、管理的に水もかける分

やったのですが、その時点でもけっこう枯れ

ました。今年はサクラに詳しい方に管理をし

てもらって、今こちらの水は土地改良の畑か

んから土地改良の了解をいただいて水掛けや

っています。今年、水掛も東側の公園も含め

て、ずっと水掛やったんですが、土地改良の

方もダムに上げる水が少ないということで９

月の後半から水掛けを若干控えた部分もあり

ます。今回60本補植するのにつきましては、

日本サクラの会の協力を得て、向こうからの

提供でもってクメノサクラを植える予定をし

ています。これにつきましては、今おっしゃ

るようにあと100本余り植える必要はあるの

ですが、一気に植えますと、また枯らしてし

まうということで、今年度につきましては60

本、それ以外にも苗畑の方でもクメノサクラ

の苗作りをしておりまして、次年度はその時
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期を見て、また増やしていきたいと思ってい

ます。こういった特に花木につきましては、

一朝一夕にできるものではありませんので、

こういったかたちで公園としては素晴らしい

公園は確保していますので、今後、定期的に

徐々に増やしていきたいと思っています。

あと東側のツバキ、ツツジに関しましても、

一応建設課の方で工事をして、うちの方で管

理ということになっています。どうしても工

事の関係で植える時期がずれた関係、あと特

に悪いのが、芝が相当枯れている状態で、こ

れにつきましても、ずっと作業班の方２人、

１日おきに水掛はしてきたのですが、芝を植

える当初、若干芝が傷んでいたということも

ありまして、このへんにつきましては建設課

の方でまた対応することになっています。

そこの公園につきましても、土地改良から

の畑かん引いていますので水を掛けながら今

後管理はしていきたいと思っています。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

今、保全課長からあったみたいに、サクラ

ゾーンのそういうはっきり言って失敗です

ね、球美の島緑化推進事業と２つあるんです

よ、１つは島特有のそういう種を買い付ける

一括交付金と我々がやっている造成の部分、

その植え付ける部分はサクラ、ツバキとかは

先に買われていて、これも土木事務所に相談

したんですが、提供苗を移植した場合は、こ

れはその業者に瑕疵があるかというのは非常

に議論の的であると、県の場合は、その買い

付ける部分から、その工事費の中に管理まで

一般管理費、共通管理費という現場管理費の

中において、そういうものを一般的に見てい

るから２年の瑕疵が捉えられると、うちはそ

こにあった木を町の提供するサクラを、そこ

に移動させるだけの移動費と掘削費だけを計

上していたもんですから、ちょっと県からの

回答では瑕疵は強行に出られないなという部

分があって、このツツジゾーン、ツバキゾー

ンについては、沖縄の椿協会という久米島出

身の方たちがいて、その人たちにいろいろ意

見を伺って何月頃がいいか、どういうパター

ンであまり密集して植えたらよけい枯れるよ

というような意見もいただいて、その場合に

受注した業者には枯れたと判断した場合には

植え替えするという約束は取り付けてありま

す。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

瑕疵がある場合は、即対応してほしいなと

思っています。今日、仲泊８号線行ってきま

した。琉球銀行の方からバイパスまでの区間

その区間、皆さん何を植えたかわかりますか。

ちょっと答えてください。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午後３時10分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後３時10分）

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

すみません。何が植えられているかちょっ

とわかりません。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

実はですね、琉球松植えてたんです。私、

植えた時点でがっかりしました。非常に貧弱
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な細い松の苗がそこに植えてありました。今

そこ１本も松がないです。何のために植える

のか、今松が無いお陰で地域の人たちが草花

を植えて非常にきれいにしています。無かっ

たのが良かったのか、あったのが良かったの

かわかりませんが、とにかく植えるんだった

ら、それを目的を持ってちゃんと維持管理す

べきだと思っています。さっきの管理の問題

についてです。サクラの詳しい方に管理して

もらっていますということですが、実はそう

じゃないです。その方が、そこのずさんな管

理をもうこれではいけないと自分の方から申

し出て「私に管理させてください」というこ

とでやったはずです。ですよね。それでほん

とボランティアでやっています。少なくとも

その費用とか、そこに使う経費は行政からぜ

ひ出していただきたいなとサクラ管理大変み

たいなんです。本部町のクメノサクラ年に数

回５、６回ぐらいは整枝していると聞きまし

たので、かなりの予算を使いますので、そこ

のところも経費をちゃんと出して、それでち

ゃんとしたサクラの名所にしていただきたい

と思っています。

次にショウキズイセンについてでありま

す。ショウキズイセンについて、今年長竹松

並木、今までの最高な花を咲かせてくれまし

た。非常にきれかったです。干ばつのせいで

約２週間、３週間遅れましたが、しかし花持

ちは非常に長く約１カ月ぐらいの花持ちがあ

って非常に喜ばれておりました。課長は今の

答弁の中で苗畑で苗を増殖しているという答

弁をしておりましたが、今の現状、確認しま

したか。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

苗畑でショウキズイセンの球根作りを行っ

てきました。平成24年度に苗畑の方に約28,0

00球を植えて、当初５年計画ということで５

年したら移植しようということだったのです

が、見るとけっこう生えていたみたいでした

ので、平成27年12月、その球根を今議員がお

っしゃる場所がちょっと花の咲きが悪かった

ものですから、平成27年の12月に植えました。

昨年はそんなに咲かなかったのですが、今年

度、相当咲いています。苗畑で作った球根は

そういったかたちで移植しております。３カ

年で増えたのが約3.8倍、10万球余り、そう

いったこともありまして、うちの課の方で以

前にナガタケ松並木に植えているのを確認し

たら、相当球根が入ってました。だいたい１

株に10球以上入っていまして、今年も12月だ

ったら移植できるんじゃないかということ

で、その予定で計画しておりまして、前に植

えたの掘り起こして、株分けして移植してお

ります。現在、空港線の中央分離帯の部分に

今月入ってから植えております。まだ残って

いますので、そこの方に植えて、さらにまた

株が出てきたら株分けして随時増やしていこ

うと考えています。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

じゃあ今、苗畑にはないですよね。わかり

ました。私は平成27年に提案したことがある

んですが、実は25年度に今から４年前です。

シンリ浜の所で僕、試験的に植えたんですね。

そこの結果を踏まえて、そこを提案しようと

思ったんですが、今年見たらあまり良くなく

て残っている分、むこう掘り起こして、別の
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所に移しましたが、環境保全課としても、そ

この方に植えたんですか。シンリ浜の砂浜の

所に、何か植えられたような状況があるんで

すが、保全課で植えた覚えがありますか。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

前課長の時代に試験的に植えているそうで

す。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

結果として、そこは良くなかったですので、

長竹松並木、今年、植えている空港の中央分

離帯の方もちょっと心配ですね。どうしてか

と言うと、草のマカヤとか芝生とか土が堅い

部分、そうする所では球根が消滅していくん

ですね。そういった状況環境をちょっと見て、

やってほしかったなと様子を見ながらもっと

増やしてほしいと思っています。ぜひショウ

キズイセンについても、これからどんどん増

やして迫力ある群落を作っていただきたいと

思っております。

次に、具志川漁港についてであります。こ

れについては、船揚場を整備して実績を上げ

るということでありますが、この船揚場の整

備の見通し、時期いつ頃整備していくのかで

すね、お願いします。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

今、具志川漁港については、現在、車路と

言われる部分がコンクリート圧が通常漁港施

工歩掛かりでは20㎝でノーアンカー要はアン

カーを打たない工法が認められてます。それ

以外の工法は認めないということでやってい

ますが、県との調整はそれを50㎝、車路の部

分厚みを30㎝足して50㎝やって、このスパー

ン、目地材が入る所にアンカーを打って補強

しようということで工法は考えてます。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

ぜひですね、僕はどうしてこれを今回取り

上げたかと言うと、もう課長が今年度で退職

なされるということで、課長はこれまでの答

弁の中で、我々は営業マンですので、ぜひそ

れを整備できる方向へ進めていきたいと、そ

れとか、そして、私の信念として仕事を後に

残さないというその意気込みを持っておりま

したので、ぜひこれを後任にも整備できる方

向性を持ってちゃんと引き継ぎして実現でき

るようにお願いをしまして、私の一般質問を

終わらせていただきます。

（仲村昌慧議員降壇）

○ 議長 幸地猛

これで７番仲村昌慧議員の一般質問を終わ

ります。

以上で本日の日程は終了しました。

本日はこれにて散会します。

お疲れ様でした。

（散会 午後３時20分）
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（午前 10時00分 開議）

○ 議長 幸地猛

おはようございます。日程に入る前にご報

告します。

10番玉城安雄議員から欠席の届けがありま

した。

これより本日の会議を開きます。

本日の議事日程はお手元に配布したとおり

であります。

先日に引き続き一般質問を行います。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 幸地猛

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、７番仲村昌慧議員、８番

喜久里猛議員を指名します。

日程第２ 一般質問

○ 議長 幸地猛

日程第２、ただいまから一般質問を行いま

す。それでは順次発言を許します。

６番赤嶺秀德議員。

（６番赤嶺秀德議員登壇）

○ ６番 赤嶺秀德議員

皆さんおはようございます。

６番赤嶺です。それでは通告に従いまして、

６件14項目について、質問したいと思います。

まず、１点目、航空運賃低減に向けたダブル

トラックについて、航空運賃低減に向けたダ

ブルトラックについて、平成27年12月、平成

28年３月と６月、そして今年の３月定例会に

おいて質問しました。３月議会の町長の答弁

では、ダブルトラックについて、平成28年３

月、路線開設について訪問した航空会社に11

月19日に再度訪問して路線開設について継続

的に意見交換を行なっています。

また、久米島路線の利用状況及び環境にお

いては厳しい状況にあることから観光誘客を

図りながら利用実績を高めていきたいと思い

ます。ダブルトラック化については一朝一夕

には進まない課題であり引き続き誘致に向け

て取り組むとの答弁でした。

そこで、３点について伺う。

（1）ダブルトラックに向けた作業の進捗状

況について、

（2）どの様に観光誘客を図り利用実績を高

め、昨年同期日との実績の比率はいか程か。

（3）航空会社の担当者との意見交換は継続

的に進めているか。以上伺います。

２件目、儀間漁港の拡張と施設の充実につ

いて。

現在の儀間漁港は、漁船の大型化に伴い係

留場所がない状態で超過密になっている。ま

た、作業施設もないことからエンジンの修理、

船体の修理等にも支障がある。

４点について伺う。

（1）漁港を拡張する計画はないか。

（2）作業施設の設置計画はないか。

（3）風防壁の設置計画はないか。

（4）浮桟橋の設置計画はないか。以上伺い

ます。

３点目、町営バスの稼動状況について。

町営バスが運行されているところでありま

すが、バスの稼動状況について３点程伺いま

す。

（1）どの様なシステムで運行しているか。

（2）乗務員の健康管理チェックは充分に実

施されているか。
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（3）ロゴ入りバスが運行しているが、広告

料収入はあるか。以上伺う。

４点目、小・中学校への冷房設備の設置に

ついて。

９月定例会で吉永議員から小中学校の暑さ

対策についての質問がありました。

それに対して普通教室への冷房の施設につ

いて前向きに検討するとの答弁がありまし

た。冷房設備については、私の地元の小学校

職員からも強い要望がありました。子ども達

が授業に全く集中できていないとの報告もあ

り、子ども達の健康面あるいは学力向上の面

からも早急な対策が必要であると考えます。

そこで伺います。

（1）前向きに検討するとの答弁でしたが、

それについて、何らかのアクションを起こし

たか。

（2）前向きに検討する答弁については、設

置する旨、理解してよいか。

５点目、町有地（原野）等の売却について。

集落内外を問わず、町有地（原野）の売却

について、町の考えを伺いたい。

６点目、各区長等からの要望や陳情につい

て。

各区長等あるいは、町民等からの要望や陳

情等に対して、どの様に対処しているか伺う。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

おはようございます。それでは６番赤嶺秀

德議員の質問にお答えします。４点目につい

ては教育長より答弁をさせます。まず、航空

運賃低減に向けたダプルトラックについて、

（1）ダブルトラックについては、久米島空

港の現状の利用者数、機材繰り、さらに地上

支援業務等課題が山積しております。差し当

たり、空港利用者数の拡大策として観光誘客

に取り組んでいるところです。特に、久米島

観光の弱点となる認知度の向上を図る為、積

極的にプロモーションを行っております。

（2）平成28年度の観光客数については111,5

09人、空港乗降客数が258,147人となってい

ることからも、実績は増加に転じてきており

ますが、尚もダブルトラックを誘致できる状

況には程遠く、引き続き観光誘客に取り組む

必要があると考えております。

（3）こうような状況から、航空会社に対し

新たにプレゼンできるような環境は整ってお

らず、会社訪問は前回以降行っておりません

が、沖縄県とは今後の取組み、行動計画につ

いて継続的な意見交換を行っているところで

あります。

２点目の儀間漁港の拡張と施設の充実につ

いて。儀間漁港の拡張と施設の充実について。

（1）漁港を拡張する計画はないかについて、

漁村再整備交付金整備事業で整備を考えてい

ます。対象としては１.計画事業費が１事業

１億円以上12億未満となっています。（2）、

（3）、（4）の計画については、地域水産物

供給基盤整備事業メニューで係留施設整備の

中に防暑施設、暴風設備、浮き桟橋の整備が

可能であります。現在、儀間漁港では実施さ

れている機能保全事業が平成31年度で完了す

るため、新たな漁港整備事業計画が必要だと

考えております。（1）から（4）の施設につ

いては、整備可能な補助事業の制度の内容等

を県と調整しながら採択に向け進めていきた

い。また、地元の要望調査をおこない内容を

計画に反映させる形で是非推進していきたい
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と思っております。

３点目の町営バスの稼動状況について。

（1）町営バスは車両5台を保有し、運転手

６名、うち運行管理者１名、整備管理者１名

を配置しております。路線は、空港線、一周

線右回り、一周線左回り、島尻線、嘉儀山線

の5路線を運行しております。

（2）乗務員の健康管理チェックについて

は、運行管理者により、毎朝運行前に点呼に

よる乗務員の疲労・健康状況等の確認を行い

運行しております。

（3）バス車体にありますイラスト及びキ

ャッチコピーは企業等の広告ではなく、イラ

ストは宮崎駿監督が「久米島の自然と島の未

来を切り開くイメージ」で描いたものですが、

現在整備中の「風の帰る森プロジェクト」と

の連携を図り、久米島観光の新たなイメージ

づくりとして、バスのデザインに採用してい

ますので広告収入は入っておりません。

次に５番目、町有地原野等の売却について。

町有地の売却や貸地については、関係法令上

の制限等の有無及び周辺住民や隣接地主の同

意の有無などを確認の上、その都度公有財産

管理運用委員会で審議して決定しています。

登記上の地目が「原野」となっている町有地

については、現況が宅地や畑として使用され

ている場合や、宅地や畑と隣接しているなど、

宅地や畑に変更しても支障が無いと判断した

場合にのみ、払下げや貸地を行っています。

最後の項目、各区長等からの要望や陳情に

ついて。区長、あるいは町民からの各種要望

について、正式な要請書や陳情書で寄せられ

る場合は総務課を通して各担当課で、直接口

頭等での要望は各担当課で対処しておりま

す。特に多いのが道路等の修繕に関する要望

ですが、建設課では諸問題受付票を作成し、

町長まで回覧した上で進捗状況を管理してい

ます。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

吉野剛教育長。

（吉野剛教育長登壇）

○ 教育長 吉野剛

赤嶺秀德議員のご質問にお答えいたしま

す。一つ目の何らかのアクションを起こした

かにつきましては、まず、クーラー設置工事

を対象とした補助事業の有無を、９月に県教

育庁施設課に問い合わせを行っております｡

その結果、学校施設環境改善交付金の中で空

調設置工事を対象とする事業があり、補助事

業の計算式で算出したところ事業対象の見込

みがあり、実際の工事費の積算と業者への見

積もりを済ませ､来年１月のヒアリングに向

けて準備を進めております。

二つ目の、設置する旨、理解して良いかと

言うご質問につきましては、来年１月のヒア

リング終了後、設置に向けての事業申請を行

う予定です｡

（吉野剛教育長降壇）

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

この６問について、再質問したいと思いま

す。まず、航空運賃のダブルトラックについ

て、答弁で空港利用者の確保対策として、観

光誘客に取り組んでいると。さらに認知度の

向上を図るため、積極的なプロモーションを

行っているというふうにあります。私、横文

字に弱いのでプロモーションについて、広辞

苑を引いたところ、促進とか奨励とか、特に
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商品の販売促進のために行う宣伝とありま

す。それでは伺いますけど、いつどこでどの

ように積極的なプロモーションを実施したか

伺います。

○ 議長 幸地猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

まず、プロモーションなんですが、まず、

知名度不足ということと、認知度向上という

ことでウェブ、インターネットの旅行サイト

において、久米島の自然、それから体験を含

めたかたちでプロモーションを行いまして、

インターネットでプロモーション、久米島を

紹介することによって、その場で久米島の飛

行機、それから宿泊まで予約できるシステム

となっていますので、こちらの方を活用して

います。

それから認知度向上ということで、全国放

送、全国版のテレビ、人気のあるテレビ番組

を久米島の方で取材していただいて、放送し

ながらこちらの方もインターネットのウェブ

サイトから予約できるような仕組みで相互連

携しながらプロモーション、ＰＲを行ってい

るところであります。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

そういうことをやっているということなん

ですが、今年の観光客数が11万1千509名とい

うことは、前年度に比べて８ポイント増とい

うことは、プロモーションが功を奏している

と考えられますか。

○ 議長 幸地猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

そのプロモーション効果として、まずは考

えています。と申しますのは平成23年の震災

があった時ですね、こちらの方が観光入域客

数の底でありまして7万9千651名、それ以前

までは8万、9万のラインでずっと推移してお

りました。このプロモーションをスタートし

て平成25、26、27、28と毎年増加してきてお

りますので、これまで動かなかった観光客が

このプロモーションを実施した以降、確実に

前年度より伸びているというふうに判断して

います。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

プロモーションによって、その効果が上が

っているということは認められます。それか

ら平成28年の空港乗客数で25万8千147名増加

していると、乗客数から観光客数を引くと14

万6千638人が観光客以外のお客さんになると

思うわけですね、この実績からしても島出身

者への料金の低減を図ることが大切ではない

かと思いますが、その見解についてお伺いし

たいと思います。町長。

○ 議長 幸地猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

空港の乗降客数についてなんですが、こち

らの数字は国交省から出ている数字でござい

まして、こちらの方は定期便以外にチャータ

ー便等も含まれた数字となっていますので、

単純に観光客、入域数を引いた額とは違うこ

とになります。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員
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はい、わかりました。

それでは、次に航空会社にプレゼンができ

る状態ではなく、会社訪問は行ってないと、

沖縄県とは今後の取組み、行動計画について

継続的な意見交換を行っているとあります。

今後の取組み、行動計画について伺います。

○ 議長 幸地猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

沖縄県観光振興課、沖縄県の大阪事務所含

めて、今後の展開ということで、会社訪問の

タイミング、どの航空会社が現状、こちらの

アプローチに対して、受け入れてくれるかと

いうことで、まずは今年度も、どこか受け入

れる航空会社がないかどうかということで、

今年度、それから次年度以降も同じようなか

たちで県も一緒に同行していただくんです

が、同じような流れでいつのタイミングでど

こに伺うかということで調整、協議している

ところであります。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

ひとつ頑張ってほしいなと思いますけれ

ど、最後に一括交付金で運賃の低減が図られ

ているわけですね。これが万一、ないかもし

れませんけど、あるかもしれないと、交付金

がなくなった場合、あるいは減額された場合

の対策について考えたことがあるのか、その

へんお願いします。

○ 議長 幸地猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

まず、一括交付金による、離島コスト負担

軽減ということで実施していますが、もしな

くなった際には航空運賃が島発の航空運賃が

一応上がるというふうに予測はしています。

ただ、県の方で着陸料の減免措置であるとか、

そういったことで、それはその財源をもって

通常のノーマルの運賃から低減を図るという

ふうには考えておりますが、いずれにしても

現在の5千100円から7千円、もしくは8千円台

まで上昇する、値上がりするというふうに、

いま想定はしております。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

新里課長が努力していることもわかりま

す。まだまだ、島民、島から出ていった人た

ちの便宜も図りながら頑張ってください。お

願いします。この質問を終わります。

次に、儀間漁港の整備促進についてという

ことなんですけど、儀間漁港の整備促進につ

いては、拡張も含めて本腰を入れて早目に採

択してほしいと思います。県管理と町管理で

は整備状況等について温度差があって、町管

理は見劣りがするように思えるが、その理由

について、大田課長わかりますか。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

赤嶺議員の今の質問ですが、格差はあると

は私は認識してません。県の漁港の事業メニ

ューと市町村の漁港の事業メニューがまず違

うということがあって、その港勢調査、漁港

の基礎調査ですけど、これを元にしてどうい

う事業ができる、例えば100隻以上だったら、

どれぐらいのどういう規模の事業ができる。

儀間漁港も調整しました、先月。

28年の港勢調査では55隻の水揚げが197.9
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トンあります。非常に優良漁港となっていて、

県もその拡張については非常に前向きに考え

たいと。ただ、赤嶺議員から質問のあった作

業施設という言葉使いのものは設置はできな

いと。これは言葉を替えるんですが防暑施設

とか、風防施設等々の名前を付けて、やる予

定ではあります。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

儀間漁協は非常に活発化しております。ひ

とつ町の行政の後押しも今後ともよろしくお

願いしたいと思います。

現在、儀間漁港の防波堤工事が行われてい

ますが、現在まで漁民等のトラブル等もなく、

順調に進んでいるようです。ただ、漁民は地

域の人たちから、２度の工事によって仮設道

路が２度もつくられると、無駄な予算執行で

はないかという意見もあるんですが、１回の

工事でできなかったのか、このへんをお伺い

します。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

当初、事業を発注する前に、儀間漁民組合

との話し合いでいろいろ検討し、その以前に

去年の工法でバージー船を持ち込んでやりま

すよということで、その船の固定するロープ

が湾内まで入ってくると、じゃなければそこ

は安定しないと、聞きましたところ夜中とか、

朝とか出港していく、そのへんでその警備費

を24時間態勢、照明、バージー船の経費、低

くしたら取付道路の方が格安であるというこ

とで、県の了解もらって、これは水産庁まで

打診して、それでいいということで出てます。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

ありがとうございました。よくわかりまし

た。私もそのように説明していきたいと思い

ます。漁港については質問を終わります。

次に、３点目の町営バスの稼動状況につい

て、再質問します。まず答弁で５台のバスを

６名で５路線を運行しているとのことです

が、過剰労働ではないか、１日何時間の勤務

か伺いたい。

○ 議長 幸地猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

運転手の勤務時間というのが、資料がなく

て何時間かということはお答えできないんで

すが、通常、４名のドライバーがいて、その

中で超過にならないように、サブ的なドライ

バーが２人おります。それで週休であります

とか、そういったかたちで通常のドライバー

が休暇の際には予備のドライバーで対応する

ようなかたちで勤務が偏らないようなかたち

で、超過にならないようなかたちで取り組ん

でいるところであります。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

いろいろと少ない人員で、本当はあと２人

ぐらい増やして、予算が許されればのことな

んですが、あと２人ぐらい増やして、ほんと

に運転に余裕をもたして運行してほしいと思

います。

次に、乗務員の健康管理チェックを毎朝行

っているとのことで、大変、いいことだと思

いますが、その運転要員の内因的な健康管理
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チェックについてどのように行っているか。

要するに血圧関係とか、心疾患はないのかと

いう、チェックです。これについて人間ドッ

ク等義務づけているのか伺いたいと思いま

す。

○ 議長 幸地猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

人間ドック等の義務付けは行っていません

が、町で実施する住民検診、こちらの方は受

けるようにということで義務付けではないで

すが、そういうかたちで声かけはしています。

また、内面的な部分につきましては、担当の

方が週２回ほど事務所の方でいろいろと現状

を確認しながら異常がないかどうか含めて、

管理しているところであります。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

住民検診は受けられていますか、６名とも。

○ 議長 幸地猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

住民検診の方、受けたかどうかというのは、

確認はしてないんですけど、担当の方で報告

受けているかどうかも、お答えできない状況

であります。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

その点も、町営バスの運転手となれば、町

民や利用者等の生命、身体の安全を預かるも

のとして、徹底した管理運営を行ってほしい

なと思います。今の住民検診についても受け

たかどうか、ひとつ確認のほどよろしくお願

いします。町営バスの件については、これで

終わります。

次に、小学校の冷房設備について、沖縄県

内小中学校の普通教室の冷房設備の設置率に

ついて把握しているか、教育長お願いします。

○ 議長 幸地猛

大田悟教育課長。

○ 教育課長 大田悟

赤嶺議員のご質問にお答えいたします。沖

縄県内の小中学校の普通教室におけるクーラ

ーの設置率は79.6％となっております。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

県内79.6％、それでは久米島の設置率はど

れくらいですか。

○ 議長 幸地猛

大田悟教育課長。

○ 教育課長 大田悟

町内の小中学校の冷房設備の設置状況につ

きましては、すべての小中学校の保健室やコ

ンピューター室等の特別教室にはほぼクーラ

ーが設置されておりますが、普通教室につき

ましてはほとんどの学校クーラー設置はされ

ておりません。なお、パーセントでいいます

と、小学校が8.7％、中学校が14.3％となっ

ております。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

県内の率にしても、ほんとに少ないですね、

これでは子ども達の学力向上も認められない

し、健康上も非常にまずいと思います。設置

する方向で教育長の答弁で１月のあれを見て

やるということになっておりますが、設置す
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るとなれば多額の予算が必要となると思いま

すが、その予算の目途はあるのか伺います。

○ 議長 幸地猛

大田悟教育課長。

○ 教育課長 大田悟

先ほど、教育長の答弁にもありましたとお

り、来月、ヒヤリングを予定しています。順

調にいけば平成30年度事業申請となります。

経費につきましては業者の見積もりベースで

いきますと約5千500万程度かかる予定であり

ます。補助申請を行って、それが認められれ

ばその２分の１が補助となりますので、その

へんは県、あるいは町の財政担当課とも調整

してまいりたいと思います。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

これについて、去った７日だったかな、県

議会を見に行きました。その時にある議員と

会って話したところ、これは予算はとれます

よということでありますので、県とも打ち合

わせして取れる予算をとって早目に設置する

よう、お願いしたいと思います。小学校の冷

房設備については、これで終わります。

次、５点目の町有地（原野）等の売却につ

いてということで質問しました。再質問しま

す。公有財産管理運用委員会というのがある

ということなんですが、その委員会は何名の

委員で構成されているか。また、どのような

人たちが委員か、伺います。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

ただいまの質問にお答えします。公有財産

管理運用委員会は副町長を委員長に各課長で

す。人数は５名の課長が参加しての運用委員

会となっています。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

副町長含めて５名の課長ということなんで

すが、売却するわけですが、平成28年度、何

件くらいの売約があったのか、何件くらいの

要望があったのか、ひとつ答えてください。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

手元に売却や貸地の申請があった件数につ

いては手元に資料がありませんので、後ほど

お答えしたいと思います。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

この町有地についても、原野の売れるとこ

ろは早目に売って、固定資産税を徴収した方

が町の財政も潤ってくると思うんですが、そ

れから原野等については売却してほしいわけ

なんですが、算定、要するに価格は国基準の

路線価によって決定されるという話を聞いた

ことがあるのですが、そのとおりですか。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

久米島町は路線価というものが設定されて

いません。ですので、町の方で土地の価格と

いうものの基準を定めております。宅地等に

ついては近傍地価額を参考に変動いたします

が、基本、農地とか、土地改良区内であれば、

ヘーベー当たり211円とか、原野については

集落外であれば203円で、集落内であれば不
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動産鑑定、または近傍地の単価というかたち

になります。ただ、原野とか、地目上が原野

であったとしても現況が畑だったり、宅地だ

ったり、その使用の目的によっては、その現

況として使用する目的も含めての単価での売

買等になってきます。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

わかりました。路線価がないということな

んですが、それはおかしいのじゃないかと思

います。実は、私が買おうとした時に路線価

で、この価格は決まりますということで町役

場から指導を受けました。もう一度、路線価

については調べてみてください。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

都市計画区域であれば路線価というものが

ありますが、説明は基準価格、いわゆる基準

値というものでご説明をさせていただいたん

だと思います。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

はい、わかりました。この件については終

わります。

続いて、各区長等からの要望や陳情につい

てということで、再質問したいと思います。

答弁書の中で文書を受理した場合の、建設

課についての内容ですので伺いますが、諸問

題受付票を作成し、町長まで回覧した上で進

捗状況を管理しています。と答弁しています。

それで伺います。今年の１月５日前儀間区長

日高清有さん、そして前区長の太田喜功さん、

それで私も含めて１月５日の13時30分から町

長室で提出した書類があります。陳情につい

ての書類ですね、儀間からは11項目、嘉手苅

区長から８月４日に提出された書類、２項目

について出されております。その進捗状況に

ついて、町長まで決済し、あるいは回覧され

ているか、伺いたい。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

今の諸問題として議員はじめ区長、町民自

らということで、それと我々建設課職員のパ

トロールで発見したものを全部あげてます。

今の２件についても、町長、総務課長、財政

で建設課は全職員はもちろん回覧はしていま

す。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

回覧しているということなんですが、儀間

から出された11項目、それから嘉手苅区長か

ら出された２項目について、現地調査はなさ

ったかどうか、伺います。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

全部現地調査いたしました。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

儀間の区長が出された11件の内、１カ所は

整備されていますよね、あとの10カ所はまだ

ですね、嘉手苅の区長から出されたものにつ

いて、私がいつも言いたいのは、これは崎村

議員の資料です。これの２枚目、３点目のバ
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ス停の整備についてということであります。

この写真見てください。これバス停の用なし

ていますか、これは崎村議員からもあると思

いますが、そこらへんちょっと答えてくださ

い。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

まず、ここで申し上げたいのは諸問題とし

て、あがってきます要請、陳情、全部すべて

建設課に来るんですけど、その中には建設課

対応じゃないものもあって、バス停というの

は崎村議員からも質問ありますが、建設課で

も県南部土木と協議してます。町のバス停と

いうのは商工観光課が設置するんですけど、

いまのその箇所のバス停については、県も教

育庁と協議しますと、なぜ、片側だけだった

のか、ここのバイパスの部分が最後の頃のそ

の当時同意は得られず最後の方の整備だった

こともあって、それで取り組みを忘れたんじ

ゃないかと。今の部署にいる班長、係なんか

はその当時のことは調べないとわからないと

いうことで、その場所停留所の安全帯はやる

べきであろうということではありました。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

私が言っているのは、バス停の形状じゃな

いんですよ、この草見てください、この草。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

すみません、赤嶺議員から真っ赤になって

怒られているので、気が動転しました。平成

29年県と調整して県道の維持管理を受託して

ます。そこの部分は県道の清掃のボランティ

ア、27団体ほど久米島町にありますけど、そ

の申請がなされていたために、その受託面積

からは除外されていました。これじゃいけな

いということで、調べてみたら、そこは放棄

したと、こっちはやらないよと、その方は県

には言ったということですけど、県の方には

その証拠が残ってなくて、今回、調整して、

そこの面積も入れることで協議済みでありま

す。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

顔を真っ赤にして怒りたくなりますが、ほ

んとにね、ここ通るたんびに癪さわるんです

よ。このバス停どこで待つのと、草ぐらい刈

りられないのという思いなんですね。商工観

光課長、バス停ありますけど、この草刈りは

商工観光課の範疇じゃないのか。

○ 議長 幸地猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

草刈りについては県道の歩道ということ

で、建設課長が説明されたとおりだと思いま

すが、バスの方については、その横にある取

付道路の方で学生の乗り降りをしているもの

ですから、実質、バス停の設置場所について

はどうしても今歩道の方に建てざるを得ない

という状況として考えています。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

あのですね、さっきから草と言っているん

ですが、何名か連れていって草刈りますと言

えば、もう終わりなんですよ。これ県の県道
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だから県の範疇だからといって、これを利用

しているのはどこの子ども達ですか、こっち

ハブも多いんですよ。商工課長もよくわかる

と思うんですけど、ハブの横断道路なんです

よ。そういうことで安全の面からしても、や

はり責任ある役場で刈って捨てるとか、いう

ふうにやれば誰も文句ないと思うんですよ。

それからその後、屋根付きのバス停をつくれ

ばいいというだけの話であって、いま現在ど

のように使われているかということを見極め

てほしいなと思います。明日にでも行ってす

ぐ刈りてください。大変ですよ、ほんとに、

歩けないですよ。何回も通って見ているんで

すが。そういうことで、県道だから県の管轄

だから、そういう前にこの道路というのは誰

が使っているのか、このバス停はどこの誰が

使っているのかということを見て、掃除する

なり、草刈りするなり、支障のないようにや

ってほしいと思うわけです。30分使おうかと

思いましたが、はい、どうぞ。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

いま赤嶺議員から指摘されたのも、私も気

付いておりまして、担当課の職員を呼んで内

容聞きました。そうすると年末においてすべ

て一斉に契約分のかたちで草刈り作業始める

と。私も他の地域もそういう地区があったも

のですから指摘しましたが、今月中旬以降に

やるということで報告来ています。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

町長も気付いていると、各課長も気付いて

いるはずです。これを誰がやるか。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

大変お叱りを受けているところですが、こ

こは第一優先に、すぐにでもそこからできる

ように現場に指示を出して、いつも通りなが

ら見ながら、どうしてここはやってないんだ

ろうと、疑問視はあったんですけど、まさか

ここが契約外とは思わなくて、こういう場所

が島内一周線多々あります。このへんも含め

て、南部土木と来週協議することになってい

ますので、それは見落とさないように調整し

ていきますので、よろしくお願いします。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

そういうことでやはりみんな気付いてはい

るんですが、いったい誰がやるかというふう

になると尻込みしてると。要するに忙しいの

かどうかわかりませんが、これまでこの場所

は嘉手苅の皆さんが部落内清掃の時にやって

いるようです。今までね、ただ道路までやっ

ているかどうかわかりませんけども。この縦

線の道路は嘉手苅の皆さんがやっているよう

です。そういうことからしても嘉手苅の皆さ

んと契約するなり、そういうふうにしていい

環境でバスに乗れるようなかたちで動いて行

政を進めてほしいなというふうに思います。

以上で私の質問終わります。

（赤嶺秀德議員降壇）

○ 議長 幸地猛

これで６番赤嶺秀德議員の一般質問を終わ

ります。

休憩します｡（午前10時50分）

○ 議長 幸地猛
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再開します。（午前10時58分）

先ほどの６番赤嶺秀德議員に総務課長から

答弁漏れがありますので、答弁をさせます。

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

先ほど赤嶺議員の方に答弁いたしました公

有財産管理運用委員会ですが、課長５名と申

し上げましたが、６名の誤りです。副町長以

外に総務課長、企画財政課長、プロジェクト

推進課長、建設課長、産業振興課長、環境保

全課長の６名の課長で構成しております。訂

正いたします。

○ 議長 幸地猛

次に、４番崎村正明議員。

（４番崎村正明議員登壇）

○ ４番 崎村正明議員

おはようございます。４番崎村正明、４点

ほど質問いたします。

まず１点目、ひきこもり対策についてであ

ります。厚生労働省の定義では社会参加を回

避し６カ月以上自宅にとどまり続けている人

のことをひきこもりと言うようですが、仕事

や学校に行かず家族以外とほとんど交流しな

い。ひきこもりについて本町は実態把握でき

ているのか伺いたい。

２点目に歩道の整備についてであります。

県道83号線久米島空港真泊線嘉手苅地内にお

いて、当初から歩道がない箇所が約30ｍ以上

あります。今現在サトウキビが植えられてい

る為見通しが悪く歩行者の安全対策としても

歩道を整備する考えはないか伺いたい。

３点目にバス停の整備についてでありま

す。２点目の路線と一緒で県道83号線、久米

島高校真泊線、嘉手苅地内でございます。久

米島高校前のバス停は、仲里側にはあるが具

志川側に無い為に交通量の多い時間帯に片側

車線となり車道にて乗降している状況であり

事故未然防止策としてバス停を整備する考え

はないか伺いたい。

４点目、事故対策についてであります。こ

れも、２点目、３点目の路線と一緒で県道83

号線、久米島空港真泊線、儀間地内でござい

ます。儀間の沖縄電力（久米島営業所）とク

ボタの久米島営業所の間の交差点で事故が多

い為に事故未然防止策が必要だと思うか伺い

たい。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

４番崎村正明議員の質問にお答えします。

まず１点目のひきこもり対策について、現状

では、実態の把握は出来ていません。引きこ

もりの事案としては、地域包括支援センター

の保健師、精神保健福祉士に家族から相談を

受け、かかわったケースが11件あります。小

中学生で､学校に行かず家族以外とほとんど

交流しない児童生徒は､中学生に男子１名い

るとの報告がございます。

２点目の歩道の整備について、県道83号線

久米島空港真泊線嘉手苅地内の歩道未整備箇

所が約40ｍあります。県と調整した結果、地

主の同意を添えて申請したら、整備の方向で

調整したい旨回答を得られたので、地主と協

議したいと思います。

３点目のバス停の整備について、バス停上

屋の設置については、これまでに他の個所に

ついても要望をいただいておりますが、上屋

設置に対応可能な事業メニューを調べている

状況にあります。久米島高校前については、
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過去の設置事例を参考に沖縄県での整備につ

いて確認しているところであります。

４点目の事故対策について、ご質問の交差

点には、注意喚起の標識が設置されています。

今後の事故防止については、関係機関と調整

の上、検討していきます。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

４番崎村正明議員。

○ ４番 崎村正明議員

では、１点目の引きこもり対策について再

質問させていただきます。沖縄タイムス９月

25日付けの新聞報道によると、内閣府は昨年

９月全国の15歳から39歳のひきこもりが全国

で約54万人にのぼる推計を公表しておりまし

た。引きこもりについては都道府県の４割声

の21都府県が独自に実態調査に乗り出してい

ることが共同通信のアンケートでわかったよ

うです。

調査方法は様々で多くは地域の民生員や、

相談員への聞き取りが中心で、保健所と関係

機関への相談件数を元に算出したことがわか

ったようです。昨年県内相談件数は612件、

今年の９月の中旬に始めることにしたそうで

すが、そこで質問いたします。答弁内容では、

現状では実態把握はできていないという答弁

内容ですが、調査する考えはないか、答弁を

求めます。

○ 議長 幸地猛

仲地紀男福祉課長。

○ 福祉課長 仲地紀男

実態調査ということでありますが、本町で

は引きこもりに特化した相談窓口は設けてお

りませんが、一般相談として随時保健師、精

神保健福祉士等で対応しております。引きこ

もりの情報があっても他者に知られたくない

という思いとか、それとか本人、家族ともに

相談を避けることもあるため、プライバシー

等の問題等で介入が難しい面があります。

一応、介入して、介入に繋げる方法として

は、年２回南部保健所の方で心の健康相談と

いう巡回相談を行っております。その健康相

談は精神科の医師が巡回相談をしておりので

それを活用しております。長年本人と接触で

きないケースもありますが、巡回相談で家族

相談を継続しているケースもあります。また、

本日、心の健康相談がありまして、新規に１

件、引きこもり案件の家族相談を予定してい

ます。年２回ということで前回は６月９日に

行われまして、対象者５名、実施人数として

４名の相談を行っております。その内容とし

ては未治療の方が１件です。あと、治療の中

断の方が２件、治療の指導とか、困難事例の

相談とかいうかたちで結果としてはあります

ので、今回も新規の１件合わせて、５件ほど

心の健康相談を行っています。

実態調査というのは、これまでの中でプラ

イバシーとかそういったことがあるというこ

となので、どういったかたちでやっていける

か、精神保健福祉等と検討していきたいと思

います。

○ 議長 幸地猛

４番崎村正明議員。

○ ４番 崎村正明議員

ぜひ、検討して取り組んでいただきたいと

思います。

2015年４月に生活困窮者自立支援法が施行

されました。39歳までを対象しての現在の支

援制度を拡大し、来年度から40歳から44歳を

含む方針を決めたそうです。そこで質問いた
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します。生活困窮者自立制度が施行されまし

たが、この制度はどんな人を支援するのか、

答弁を求めます。

○ 議長 幸地猛

仲地紀男福祉課長。

○ 福祉課長 仲地紀男

生活困窮者支援制度は平成27年４月から、

全国の福祉事務所設置自治体が事業主体とな

って官民共同による地域支援態勢を構築し

て、生活困窮者の自立促進を包括的に、事業

実施することとなっております。県内では、

市部は福祉事務所ありますので、郡部といい

ますか、町村の方では北部、中部、南部の福

祉事務所管内が沖縄県の方から公益財団法人

沖縄県労働者福祉基金協会というところに委

託しております。その沖縄県労働者福祉基金

協会から久米島町社協が受託しまして、これ

は名称なんですが、沖縄県就職生活支援パー

ソナルサポートセンター、久米島窓口として

随時相談事業を行っています。対象者として

は何かしらの理由で働けない収入がないなど

の、生活に困っている人が対象となり働くこ

とができるように支援する。経済的にまた困

っている子どもに対しての支援すること等が

盛り込まれております。

○ 議長 幸地猛

４番崎村正明議員。

○ ４番 崎村正明議員

ただいまの答弁大まかな答弁内容でありま

すが、具体的に掘り下げて質問いたします。

まずは引きこもりの人を対象にしているのか

です。私が言いたいことは、そこを答弁お願

いします。

○ 議長 幸地猛

仲地紀男福祉課長。

○ 福祉課長 仲地紀男

引きこもりという表現ですが、就労準備支

援事業というのがありまして、それは社会と

のかかわりに不安がある方とか、他人とのコ

ミュニケーションがうまくとれない、それが

引きこもりになってくるのかなというふうに

考えていますが、そういった方たちが、すぐ

に就労するのが困難な方に、６カ月から１年

間ぐらいのプログラムに沿って一般就労に向

けた基礎能力を養いながら就労に向けた支援

やその就労機会の提供を行いますというよう

な支援の項目があるんですが、ただ、久米島

の方では訓練する機関がありませんので、国

の項目の中にはありますけど、現在、久米島

の方ではできないような状況であります。

○ 議長 幸地猛

４番崎村正明議員。

○ ４番 崎村正明議員

市町村とか、いろいろ相談窓口が設けられ

ていると思うんですが、本町は特にこういっ

た類は相談をすればいいのか、答弁を求めま

す。

○ 議長 幸地猛

仲地紀男福祉課長。

○ 福祉課長 仲地紀男

先ほども申し上げましたが、県が委託した

沖縄県労働者福祉基金協会の方から社協の方

が受託して、大きな離島、宮古、石垣等は市

の方でやっていますけど、他の郡部の中で離

島に窓口があるのは、いま久米島だけです。

それを社協の方で受託して、随時、相談事業

を行っています。

これまでの社協の支援の件数ですが平成27

年度に生活困窮に伴う相談が４件、就労に関

する相談が10件、平成28年度が生活困窮に伴
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う相談が２件、29年ですが生活困窮に伴う相

談が１件、就労に関する相談が３件、生活一

次支援といいまして、住居のない方に一定期

間、宿泊場所や衣食を提供して、その退所後

に生活に向けての就労支援の自立支援を行う

というような項目もありまして、それが29年

度には２件の相談があるということです。

○ 議長 幸地猛

４番崎村正明議員。

○ ４番 崎村正明議員

どんな人が相談員になっているか、支援員

ですね、これはまた信頼関係があってこそ相

談ができると思うんですよ、秘密は守られて

いるかどうか、答弁を。

○ 議長 幸地猛

仲地紀男福祉課長。

○ 福祉課長 仲地紀男

相談員は社協の方で、障害の相談を担当し

ている支援員、それと社協の職員の方で２名

態勢で相談を行っています。また、相談され

る方というのは、先ほども生活困窮とか就労

の相談ありますが、障害に伴って仕事ができ

ないとか、生活困窮があるという方等の相談

者として、そういった方々が相談されている

ということです。

○ 議長 幸地猛

４番崎村正明議員。

○ ４番 崎村正明議員

本町に相談した個人情報が外部に漏れて信

頼できなくなり、那覇に相談しに行っている

人もいるんですよ。そのへん、おりますので、

今後、守秘義務を厳守して仕事やってほしい

と思います。

福祉の現場では、80・50問題、親が80代、

子が50代といった言葉があるように、親子で

生活に行き詰まり共倒れになる恐れが指摘さ

れます。そこで引きこもりの事情を把握した

自治体の事例を紹介したいと思います。

岩手県洋野町は戸別訪問を実施し、71人の

引きこもりを確認、この内６割が40歳以上で

全体の半数以上が10年以上の期間に及んだこ

とを明らかにしました。

秋田県藤里町約3千500人の調査では、引き

こもりは18歳から54歳の町民の8.7％、約13

人にのぼり、半数が40歳以上であったようで

す。年老いた親は中高年になってもなお自宅

に閉じこもり、子どもの存在を隠しとおし、

本人も頑なに接触を拒み続けた、社会福祉協

議会の調査は３年に及んだが担当者は何度も

何度も自宅に足を運び、ようやく事情を把握

することができたそうです。

私がこの質問で言いたいこと、訴えたいこ

とは、引きこもりの事情を把握するには戸別

訪問しかないと思うんですよ、相手のペース

に合わせながらゆっくり丁寧に焦らず心に寄

り添った支援、経済的弱者の底辺をあげる支

援が必要だと思っております。町長、どう思

っていますか、町長の見解を伺って、この件

は終わりにしたいと思います。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えします。私も福祉課長を１カ年経験

したことがありますが、その当時も似たよう

な事例がありました。これ非常にデリケート

な件ですから、確かにいまさっきあったよう

に他に漏れたら非常に本人としても傷つくと

いうこともあります。そういうものをいろん

な面で配慮しながら専門員の特に保健師あた

りの経験豊富な方がたの訪問が大事かと思っ
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ています。それも行政としてどうあるべきか

というのも担当課として今後もう少し久米島

にどのくらいかというのも調査しながら、や

ってもらいたいと思います。

それから社協あたりが非常に頑張って競技

大会、那覇でのスポーツ大会、友愛…。陸上

競技大会で、９名の皆さんがメダルを獲得し

たということで報告に見えておりました。そ

ういうのも激励しながら、ちょっと内容は違

いますが、障害がある方々を行政としても、

何というか、持ち上げるようなかたちでやれ

ば、それが横に伝わっていくケースもあると

思いますので、そのへんまた専門員の皆さん

と一緒になって支援してまいりたいと思いま

す。

○ 議長 幸地猛

４番崎村正明議員。

○ ４番 崎村正明議員

それでは、２点目の歩道の整備について再

質問させていただきます。答弁内容を確認す

る前に、最初に道路を新設するにあたり事業

採択する場合、土木の場合は費用対効果だと

思うんですよね、この道路に掛けた費用に対

してどれだけの効果があるか。さらに農林の

場合には経済効果、この道路を整備したとき

にどれだけの効果がでるかだと、私は理解し

ていますが。事業採択に向けて基本となる地

権者の同意は土木で何％か、農林で何％か答

弁を求めます。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

事業採択の基準ということで理解してよろ

しいですか。

○ 議長 幸地猛

休憩します｡（午前11時18分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前11時19分）

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

ただいまの質問にお答えします。

基本100％です。判定会議に上るのが90％

以上、その以前でふるいに掛けて落ちていき

ます。ですので90以上100％ということです。

○ 議長 幸地猛

４番崎村正明議員。

○ ４番 崎村正明議員

ということは、私が歩道の整備の箇所とい

うことは、以前、工事名が久米島空港真泊線

改良工事だと記憶しておりますが、その分の

執行というのは、そこの100％に満たなくし

て着工命令を出したということで理解してよ

ろしいですか。これは一応、県の管轄ではあ

るんですが、答弁を求めます。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

空港真泊線となってますけど、これはバイ

パス整備事業で、当時の事業の採択と今の事

業の採択はまったく違います。その当時とい

うのは土木は先行用地、用地を買ってから、

買われているところから事業をやっていく。

農林の場合は後行用地、事業をやって後で分

筆するという、そういう制度があって、その

当時のことも県の事業でしたので、そういう

ふうに残ったのか、どういうふうに残ったの

かというのは、私の方では回答はできないで

す。

○ 議長 幸地猛
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４番崎村正明議員。

○ ４番 崎村正明議員

わかりました。次に質問変えましょうね。

建設課長、この現場を見て危険だと思わな

いですか、誰が見てもそこには歩道がないた

めに危険だとわかると思いますよ。皆様方に

配布した写真でもわかると思いますよ。上か

ら県道を横断して集落側に行くときに一旦一

次停止して徐行するが見通しが悪く左右確認

するために県道に飛び出しすぎて、出会い頭

につながったケースの事故が過去には何件か

発生した情報も確認できています。

答弁内容によると、県と調整した結果、地

主の同意を添えて申請したら、整備の方向で

調整したい旨、回答を得られたので、地主と

協議したいと思います。との答弁をいただい

ております。地権者の協議はどうなったか、

答弁を求めます。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

この質問が出て、以前、26年にその地主に

聞いたんですが、崎村議員から一般質問が出

ているということで、地権者と協議しました。

絶対同意できないと、その経緯等を平成７年、

８年頃、その経緯等を教えてくれということ

を申し上げたら、そういうことを言えるよう

な立場なのかということで一蹴されたので、

本人としてはできないということでした。

○ 議長 幸地猛

４番崎村正明議員。

○ ４番 崎村正明議員

もう少し頑張って地権者の同意を得られる

よう努力して、事故が起きる前に歩道の整備

が早急にできるように県に強く要望してほし

いと思います。この件については質問を終わ

りたいと思います。

次、３点目のバス停の整備について、再質

問させていただきます。まず最初に、この一

般質問に対して担当課はどこなのか確認をし

たいと思います。例えば、商工観光課であれ

ば、バス停の設置、時刻表の貼り付け、時間

変更の交換が担当で、バス停の引き込み道路

附帯施設など道路の維持管理は建設課が担当

だと理解していますが、そのへん説明求めま

す。

○ 議長 幸地猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

バス停の上屋、それからバス停、それから

時刻の更新等は商工観光課で行っておりま

す。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

先ほども申し上げましたが、そこの区間は

町が受託している委託事業の中に入っていな

かったので、今回見直しして、来週協議する

んですけど、実施する予定です。ですので県

からの受託事業の中に入れて建設課発注で

す。バス停のこの安全帯については、すみま

せん、南部土木方と協議したんですけど、県

教育庁だと学校施設の一環としてバス停の整

備を要望されるべきではないかと。

○ 議長 幸地猛

休憩します｡（午前11時25分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前11時26分）

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀
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県道関連なので、南部土木管轄内というこ

とで建設課でよろしいと思います。

○ 議長 幸地猛

４番崎村正明議員。

○ ４番 崎村正明議員

では、改めて建設課へ質問いたします。久

米島高校の前のバス停は旧仲里側から運行す

るバス停にはバス停の引き込みがあります。

しかし、具志川方面から来るバス停にはバス

の引き込みがありません。交通量の多い時間

帯に片側通行となり、車道にて乗降している

状況で、また現場には横断歩道はありません。

未然防止策として引き込みのあるバス停と、

横断歩道を整備することができないのか答弁

を求めます。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

先ほども申し上げましたけど、南部土木と

教育庁と協議して、前回のパイパス事業を実

施したときに、なぜそこができていなかった

のか、用地が買えなかったようなことも言っ

てましたので、そのへんを調べて、このバイ

パスそこの方は最終年度に同意を得られてや

ったということがあって、設置ができなかっ

たんじゃないかねという、今の場合は担当班

長の憶測でしたけど、そのへんの経緯も調べ

て教育庁と協議したいと横断歩道について

は、要望はできます。ただ、設置するのは横

断歩道は公安委員会です。いま島内あちこち

看板の書き替え、ストップライン、区画線、

新しくマーキングしてます。それ全部、公安

委員会です。

○ 議長 幸地猛

４番崎村正明議員。

○ ４番 崎村正明議員

私が言いたいことは、過去のデータ、調査

するのはもっともだと思うんですが、すぐや

るべきことがあると思うですよ、子ども達が

その場所で一時停止して、横断歩道のないと

ころを渡りますよ、これは責任問題が発生す

ると思いますけどね、早急に、この３月には

退職しますよね、それをやるという意気込み

で、課長、できるということで答弁求めます。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

私が３月に退職するからということで、で

きるという答弁はできません。先ほどから言

っている横断歩道、非常に必要だと思います。

この部分も含めて、公安委員会直接ではなく

て、県道の管理者である南部土木事務所の管

轄から一応、要望を出させたいと思います。

○ 議長 幸地猛

４番崎村正明議員。

○ ４番 崎村正明議員

公安、公安と何度も耳に聞こえますけど、

私はちょっと聞き覚えがないんですが、とい

うのは、この県道というのは、管理者は南部

土木維持管理課だと私は認識しているんです

よ、なんで町の予算をとってまでやらんとい

けんかということ、そのへん答弁を求めます。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

町の予算をとってやるというのは、一言も

申し上げておりません。

○ 議長 幸地猛

４番崎村正明議員。

○ ４番 崎村正明議員



- 133 -

いま言っていることは区画線の件でござい

ます。ラインとか引かれていますよね、区画

線、それは本来であれば南部土木の維持管理

課の仕事だと私は認識しております。いや、

道路は今までやってきた経験ある私が言って

いますから、これは。維持管理課が区画線な

どを引いたということですけど。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

まず、土木も農林も一緒なんですけど、本

町で予算立てします。下位庁で事業を実施し

ます。これは県道ですので南部土木が道路の

整備までやります。もちろんそれと合わせて

区画線、計画する場合、横断歩道とか、停止

線、注意喚起、標識まで工事の中でできるん

ですよ、その後、県警、那覇署、公安委員会

が、この区画線とかは管轄です。

○ 議長 幸地猛

休憩します｡（午前11時30分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前11時30分）

○ 議長 幸地猛

４番崎村正明議員。

○ ４番 崎村正明議員

この点に関しまして町長、よろしくお願い

します。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

基本的に道路管理者がやるべきのは白線ラ

インですね、黄色、センターラインとか、横

断歩道については公安委員会ということにな

ります。

○ 議長 幸地猛

４番崎村正明議員。

○ ４番 崎村正明議員

わかりました。では関連性がありますので、

質問いたします。

私は今朝も久米島高校のバス停の前を通っ

てきました。赤嶺議員の質問で重複いたしま

すが、再度繰り返し質問いたします。何名か

執行部の方もその前を通ってきたかと思うん

ですが、気付いた方もいるかと思います。写

真を見てもわかると思います。バス停から消

防署までの区間、一部は歩道に木の枝がはみ

出し、歩道に雑草が伸び放題です。観光客、

歩行者、バスを利用する人に非常に危険だと

思いますが、早期に対応すべきだと思うが、

答弁を求めます。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

この件も県と協議して、今回の除草作業の

面積に入れてやることに決まりましたので、

早速実施に向け指示したいと思います。

○ 議長 幸地猛

４番崎村正明議員。

○ ４番 崎村正明議員

もちろん私たち議員もそうなんですが、担

当課だけの問題ではないと思うんですよ、町

職員の意識の問題だと私は思っているんです

が、これから伸びる可能性ですね、観光の島

として生きていけるのか、このへんをしっか

り考える必要があると思うんですが、町長、

一言、コメントお願いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えします。先ほど赤嶺議員にも申し上
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げましたが、私もその危険性も感じて、担当

課の係に指示しております。今月末には清掃

するということでもあります。今後について

はそこの改良が必要になってくると思いま

す。これはまた建設課と一緒になって南部土

木に、その安全確保できるような工法で工事

ができないか要請したいと思います。

○ 議長 幸地猛

４番崎村正明議員。

○ ４番 崎村正明議員

４点目、事故防止策についてであります。

現場の交差点には確かに注意喚起の標識があ

ります。しかし、現場は町道と県道の交差点

は、皆さん、写真から見てもわかると思うん

ですが、町道も道幅が広く優先道路と勘違い

し、スピードの出し過ぎで止まれの標識見落

としが要因か、思い込み、認知ミスが要因か、

マナーの問題なのか、それとも地域のウガン

ブスク問題なのか、出会い頭事故が今年に入

って３件ほど発生しておりました。さらにこ

の交差点ではなくこの地帯では出会い頭事故

が多発傾向にあります。来月の９日からはサ

トウキビ運搬が始まります。ダンプの運搬、

サトウキビ畑に行く人、パークゴルフ場へ行

く人、かなりの交通量の増加が見込まれるた

めに、さらなる事故防止策が必要だと、私は

思っています。例えば横断歩道を実施すると、

必然的に徐行の義務が生じると思います。ま

た、その路面に特殊な舗装を設けるとか、暫

定的に事故多発地帯、この先に交差点ありス

ピード落とせ、などのいずれかの看板を設置

する考えはないか、答弁を求めます。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

ご質問の交差点については、那覇署の方と

も調整をしているところでございます。今後、

注意喚起、いま現在ある注意喚起以上に、他

の防止策はないのか、例えばカーブミラーの

設置とかも必要なのか、改良が必要なのか、

そういったことについては、警察の方と調整

をしているところです。

先ほども建設課長からもありましたよう

に、こういったものは公安委員会での設置に

なっていますが、現在、注意喚起の看板の標

識の取替えとかを行っていますが、公安委員

会と地元の警察、役場との調整の場というの

が今まで設けられていませんでした。これを

今那覇署を通して、地元警察、そして地域と

こういった改良ですとか、そういったものを

やる場合には、公安委員会も調整をした上で

実施をしてほしいという要請をしていくこと

で意見を一致しています。

今後、より安全を確保するために、関係機

関と連携をとりながら対処していきたいと考

えています。

○ 議長 幸地猛

４番崎村正明議員。

○ ４番 崎村正明議員

全国的に高齢者の事故が多く、久米島も高

齢化が進んでいます。事故が起こる前に事故

防止をとってほしいと思います。最後になり

ましたが、私も事故に遭わないように、初心

に返り仲里教習所で教わったとおり、停止線

でちゃんと停止して、少しずつ徐行して安全

確認しながら前に出ていきたいと思います。

私の質問を終わります。

（４番崎村正明議員降壇）

○ 議長 幸地猛

これで４番崎村正明議員の一般質問を終わ
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ります。

次に、８番喜久里猛議員。

（８番喜久里猛議員登壇）

○ ８番 喜久里猛議員

通告書で質問したいと思うんですが、その

前に消防に御礼を言いたい。先だって、私が

質問しました久米アイランド前の防火水槽の

道路標識、防水装置やっていただきました。

消防がやったんですよね、非常にうれしいん

ですよね。議会で取り上げて、それに対して

答えが見えるということは、議員は質問のし

がいがあるんですよ、こういうふうにスピー

ディーに解決してくれたら、ありがとうござ

います。

それでは質問します。久米島の未来につい

てということで、要旨は、①高速船導入は実

現するか、どうか。②クルーズ船用バースは

出来るか、どうか。③深層水給水管の、この

きゅう水は原稿と違ってます、吸うです。増

設はできるか、どうか。④兼城ターミナルは

何年着工かということです。

２番目は、兼城久保田農道線について、こ

れは何度となく、実は、村時代から取り上げ

てきています。非常に、工事がしにくい場所

ではあります。しかし、このままほっておく

わけにはいきませんので、再度、取り上げま

した。メニューはほんとに現在もないのか、

どうか。久保田農道の改修ということでの質

問であります。

３番目は、ハーベスター・ビレットプラン

ターの導入についてであります。ハーベスタ

ーは既に、各市町村が70～80、大東なんては、

九十何％、ほぼ100％導入されているわけで

すが、久米島だけがまだ十分にされてないと

いうことで、このへんのところも含めての質

問になります。ハーベスタは既に自家用の時

代になってきているんじゃないかと私は思っ

ております。それで来年度は何台導入の予定

かということと。また、ビレットプランター

の事業導入は可能か、どうか。これテスト、

試運転等でやりまして、私なりには非常にい

いんじゃないかと見てますが、町の見解はど

うですかということです。以上の３点をお願

いしたいと思います。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

８番喜久里猛議員の質問にお答えします。

まず、１点目の久米島の未来について、①高

速船導入に関しては平成28年度に町民等を対

象にしたニーズ調査を実施しており、回答者

の約９割が高速船導入は必要と答えているこ

とから、町としても是非、実現したいと考え

ております。しかし、現在、県の高速船建造

等の支援制度がないことから、制度創設を国

・県などの関係機関と連携しながら働きかけ

てまいります。

②クルーズ船用バースは出来るかについ

て、県港湾課に確認したところ、クルーズ船

が直接接岸できる整備計画は、現時点ではな

いですが、今後要望してまいります。にっぽ

ん丸もテンダーボートを利用して仲里漁港か

ら上陸しております。

③海洋深層水取水管の増設につきまして

は、平成26年７月に「国際海洋資源・エネル

ギー利活用推進コンソーシアム」が産官学金

連携のもと協議会が発足され、取水管増量に

むけた様々な取組みを行ってまいりました。

平成29年６月には、内閣府沖縄総合事務局に
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おいて「離島地域における海洋深層水を活用

した地域活性化可能性調査」も実施され報告

書が９月に完成しております。その報告書の

中でも久米島における海洋深層水を活用した

複合利用の可能性について、中長期的に需要

が見込まれるとの報告もあることから国の機

関においても海洋深層水の増量にむけた取り

組みが一歩前進したと思っております。ただ、

今後の動向においては、引き続き国・県の関

係機関に強く働きかけてまいります。

④兼城港ターミナルは何年着工か。このこ

とについても、県港湾課に確認したところ、

兼城港ターミナルビルについては、今年度、

実施設計に用いる面積等の基本的な情報をと

りまとめる基本設計を進めています。基本設

計がとりまとまり次第、実施設計を行い、平

成30年度には工事着工する予定であると回答

をいただいております。

次の兼城久保田農道線について、久保田農

道のメニューは現在もないかについて、県農

林水産部における平成29年度第４回新規地区

選定会議委員会報告では、平成30年度農業農

村整備事業等新規採択要望地区一覧表の事業

メニューの中には、農道単独での整備事業メ

ニューはなく、エントリーしている市町村も

ありませんでした。農道を単独で整備出来る

事業はないか、農地農村整備課に問い合わせ

たところ、「農地耕作条件改善事業」であれ

ば可能であると回答頂いています。詳細とし

ては、農業振興地域の整備に関する法律に規

定する農用地区域のうち、農地中間管理事業

の推進に関する法律に規定する農地中間管理

事業を重点的に実施する区域内であれば整備

できます。久米島町は、重点実施地域に指定

されているので採択要件を満たす農地等があ

れば可能であります。

続きまして、ハーベスター・ビレットプラ

ンターの導入について、ハーベスター導入希

望の農業生産法人は10団体です。ビレットプ

ランターの導入も可能となっております。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

それでは再質問させてください。

まず、久米島町の未来についてのことなん

ですが、その１番目高速船、確か高速船につ

きましては、高速船導入委員会があったよう

な気がします。これは現在まだ生きているか

どうか、それを確認したいということと。支

援制度がないというんですが、私は維新に所

属している関係で下地議員とはよく話しま

す。国では同意しているんだと、あとは問題

は県だと、どうして既にあるのに支援制度が

ないのか、国と県の違いなのか、国はやるが、

県はやりたいが支援事業がないのかどうか、

このへんも詳しく教えてください。これから

先にいきましょうか、高速船からね。

○ 議長 幸地猛

中村幸雄プロジェクト推進課長。

○ プロジェクト推進課長 中村幸雄

ただいまの質問にお答えします。高速船の

導入検討委員会は28年で終了しております。

ただ、先ほど質問にもあったとおり、支援制

度とか、そういった課題がまだあるというこ

とで、そういったものが明確になって後、船

の型とか、採算性とか検討していきましょう

ということで、29年度に実施はできなかった

んですが、支援制度が明確になってから再度、

議論をしていきましょうということになって
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おります。この支援制度についてなんですが、

昨年度も沖縄県に導入に向けた支援を要望し

ております。県からは原則として１航路につ

き１回、フェリーのみの更新支援としている

と。そしてまた、残り８つの離島航路の船舶

更新を着実に進める必要があり、２隻目のフ

ェリーの支援や高速船を支援対象とすること

については、事業効果や課題を整理する県の

中間評価において検討したいと回答を得てま

す。なので、先ほど申し上げたとおり県の対

応状況を見極めながら引き続き要望を続けて

いきたいと考えています。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

高速船につきましては、大体、しかし、29

年度以降ということで、それを飛び越えて、

とびとび35、6年というのはないですよね、

継続していきますよね。

次、クルーズ船なんですが、この回答では、

先ほど再質問の中で実は家の方で調べて、納

得いかないもんで、できませんという回答が

あったもんですから、幸い町長が、できませ

んではなくて、現時点ではないという訂正で

の回答となっていますので、それほど厳しい

質問ではないんですが、現在、にっぽん丸が

寄港してくれてますよね、ただしバースがな

いんで、沖合に泊めてテンダーボートを利用

して渡ってます。これは久米島においては正

常なかたちではないと思うんですよ。那覇の

那覇港、泊港であれば湾の大きいところで波

の非常に静かなところであれば、これも可能

だと思うですが、如何せん久米島においては

波が荒い、特に真泊、兼城もそうですが、入

口側は非常に荒いんです。流れも強いです。

ですから直接陸に着岸できるバースでないと

いけない。クルーズを誘致するのであれば、

の主旨の質問なんですが、ただ、これはあり

ませんとか、できませんとかの回答では困る

と思うんですよ。例えば私、素人なんですが、

儀間の前、ウフグチの、あのへんは私から見

たら水深もあるし、手を加えればそこに着岸

して儀間に向かえるということなんですよ

ね、このへんのところ、もうちょっと考えて

回答できないですかね、どうですかね、積極

的な回答。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

大変申し訳ございません。港湾課から回答

いただいて、私なりに回答をつくりました。

マイナス点となっているのは兼城港マイナス

5.5、水深ですね、今のにっぽん丸や海上保

安庁巡視船、税関船等々が入るには、そのク

ラスであればマイナス7.5、あと２ｍは浚渫

しないといけない。いま確認したところ、港

湾というのは国100％入ってきますので、こ

ういう年次計画、港湾計画というのを策定し

ます。これが22年なので、早目に更新してく

ださいという港湾課にはお願いしています。

やっとフェリーの護岸が完成し、浮き桟橋が

終わった時点で将来の兼城港としての整備計

画をヒヤリング等でやりたいということの申

し出でしたので、まずはその港内で大型船が

回船できない、要はＵターンできない、その

へんも含めて議論は進めていきたいというこ

とでしたので、今のクルーズ船、これは沖縄

総合事務局の港湾課も全県的に離島について

は整備したいと、本部港を基地としてという

ことではなくて、那覇のバースも含めてやっ
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ていきたい、そうじゃないと沖縄観光は伸び

ませんよというのは、国は常々言っています。

ただ、県の事業計画に乗っけるのが至難の業

かなと思っていますので、トップセールスが

必要かなと思います。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

県の港湾計画に載ってないということの回

答ですね、これはね、これでは通らないわけ

ですね、我々は。他の議員さんもそうですが

質問するときにおいて、町が関与しない県の

ものであれば、県に問い合わせたところ、で

きませんとか、できますとか、検討しますと

いう回答がよく返ってくるんですよ、皆さん

から。私はそうじゃないと思うんですよ。じ

んぶん館思い出してください。あれ県は反対

したんですよ、久米島高校は町立じゃないよ

と、県立だよと、どうして県を通り越して町

がやるかと、しかし、我々としても死活問題

ですよね、町にとっては、久米島の人口が減

れば減るほど久米島高校は将来なくなるとい

う危機感を持って、前の平良町長始め、大田

町長がやりました。今、どうですか、県はち

ゃんと認めたじゃないですか。閉鎖あるいは

園芸科廃止を棚上げしましたよね、これです

よ、この姿勢がほしいんですよ。

ですから今後の久米島の将来において、未

来を考えるんであれば、県がどうのこうの言

うんだけど、久米島からアクション起こして、

それを実現させる、それが大事な姿勢ではな

いかと思っています。ということで、ぜひ、

頑張ってください。

次、３番は深層水ですね、深層水につきま

しては、これも私は町長の政治生命をかけた

事業だと思っています。約90億かかると言わ

れています。事業着工して、完了するまで軽

く100億超えますね。先ほどの導入線につき

ましてもおそらく5、60億かかります。そう

すると全体的な私が質問に取り上げている４

つのものを合わせただけでも200は軽く超え

るんですよ。この事業やるわけですから、こ

んだけの事業を、町長の覚悟を聞きたいわけ

です、実は。町長は来年の５月で任期ですね、

１期４年になります。政治なんてのは行政な

んてのは４年でできるものじゃない、これは

皆さんも執行部もわかります。我々も認識し

ています。で、あと１期でどこまでもってい

けるか、その覚悟を聞きたい、町長に質問し

てます。全体的に答えてください。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

それではただいまの質問にお答えします

が、まずはクルーズ船の寄港地についても、

これは回答で引き続いて要望していくという

ことでありますが、その他、新たなニュース

といいますか、海底資源が久米島沖で発見さ

れまして、その関わる船の寄港地が欲しいと

いうことで相談があります。もちろん一番条

件に合うのは久米島でありますので、今後そ

れも含めてクルーズ船の寄港地にもなれるよ

うな新たな大きなプロジェクトとして、兼城

あたり条件どうなのか、調査入れないとわか

らないと思いますが、今の防波堤を沖に向け

て、大型船が入れるようなものをやるとか、

また、バースにおいては、今のバースでは足

りませんので、新たなバースを、花崎もいま

工事中でありますが、あれとセットしたかた

ちで可能かどうか、逸れも含めて調査する必



- 139 -

要はあると思います。クルーズ船においてそ

ういう考えでありますので、これまた、この

話が進み次第、議会の皆さんと相談しながら

取り組んでいきたいと思います。

それから深層水、これも先ほど来あります

とおり、国の方で直轄で調査入りまして、可

能性調査が報告書があがりました。これもい

ま、国としては予算を付けるということにな

っているんですが、なにしろ事業主体となる

県が、いまどの部署がそれを担うかというこ

とで、綱引きではないんですが、逆に触らな

い触らないというのが現実であります。先に

申し上げて、これを政治折衝の中でトップと

調整して方向を決めるということであります

が、まだまだしかし、時間がかかるようです。

県もMICEの建設とか、大がかりなプロジェク

トが控えているもんで、その予算の面が一番

のネックだと思っております。

それも含めて、早目に我々としても、この

要望が生かされるように、これは何回も要請

も、県議会に陳情も出していますし、県議会

の中でも議論もされているということであり

ますので、もっともっと選出県議の皆さんも

含めて、いろんなかたちで要請しながら実現

に向けていきたいと思います。

私の思いとしては、これが実現しないと久

米島の産業というのは人口減少問題も解決は

しきれないと思っています。

雇用を生むには新たな産業をつくってやる

ことが一番ベターかと思っておりますので、

任期は５月で切れますが、昨日も申し上げま

したが、次期に向けてこういうプロジェクト

を実現させるために頑張っていきたいという

ことでの思いであります。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

こんな大きなプロジェクトを抱えている久

米島の現状においては、ぜひ頑張っていただ

きたいなと思うわけですが、すみません、私

の順序が間違っていましたので、抜けていま

す。兼城のターミナルなんですが、あれは公

共工事の地域の説明会がぜひ必要だと思うん

ですよ。大田課長、ターミナルにつきまして

も説明会必要ですか、その点、教えてくださ

い。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

もちろん地域の説明会はやるように県には

申し入れはしています。いま、基本調査とい

って実施設計に向けてどれくらいの規模か、

町としてはそのターミナルの中にあるアロケ

事業で、売店が、補助の基本額の中には売店

や喫茶店等は入れないので、それはアロケに

なります。国、県事業の中において…。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

説明会必要か必要でないかだけ答えてくだ

さい。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

必要だと思います。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

今、大田課長から必要だということで受け

ました。当然、我々も参加、字民は参加する
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わけですが、そこに問題があるんです。ター

ミナルをつくるについては当然、大いに結構

ですよ。今、兼城の護岸工事をしてますね、

約３年なっているかな。花崎の埋立のコンク

リートの枡は、あれも兼城の港でつくってま

す。兼城の地域皆さんは、そういう公共工事

に非常に協力してきているんですね、今まで、

その見返りといってはなんですが、我々は協

力もします。じゃあ県も協力してくださいと

いういうことで、そこにある遊漁船の仮桟橋

をつくってもらいました。ところがボロボロ

になっちゃって、これを何とかしてください

と、私は県議にもお願いしている国会議員に

もお願いしている。町長にも何回か言ってい

る。こんだけのメニューを抱えているにも関

わらず、ぜんぜん進んでない。事情わかりま

すよ、財産台帳に載ってないから、財産台帳

に載ってないからできませんではこれは困る

んです。我々は。

例えば、久米島空港つくるときに、県はど

う出てきましたか。地域の皆さんに、北原、

大原は、防犯灯１個ずつ各家に建てましょう

と、これ皆さんの財産ですと、こんだけの大

がかりなことやったんですよ。兼城に皆さん

やってもらいましたかということです。私が

言いたいのは。我々も協力します。しかし、

我々の要望を聞いてくださいということなん

です。このへんどうでしょう。回答願います。

○ 議長 幸地猛

休憩します｡（午前11時59分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前11時59分）

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

先ほどありました仮桟橋といいますか、東

側にある、かなり老朽化して危険性もあると

いうことも承知しています

それも含めて、漁協さんの方からも西側に浮

き桟橋と、それに船が非常に大型化して、製

氷施設のところが行き詰まっているというこ

とでありまして、この間、実は新しい大臣が

久米島の何か要望がないかということである

方に相談があったらしくて、そこの浮き桟橋

とセットした繋留施設を漁協からも要請があ

るから、それを町としても要請したいという

ことで、資料をこの間送っています。その件

に関してまた新たに、久米島視察も大臣早目

にいらしてくださいというお願いもしてます

ので、それも含めて現地でそういう要望等も

やりたいと思います。

○ 議長 幸地猛

休憩します｡（午前12時00分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後１時30分）

午前に引き続き会議を開きます。

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

では質問させていただきます。先ほどの１

番目は終わりました。２番目の久保田農道な

んですが、久保田農道につきましては、メニ

ューがないことはないと、農地等があれば可

能ですと回答となっております。この農地と

いうのは何ヘクタールをさして言っているの

か、そのへんお願いしたいと思います。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

農振地域ですので、何ヘクタールという基

準はないと思います。

○ 議長 幸地猛
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８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

ということは、当然課長は、そのへんは知

っています。農地ありますよね。準備可能だ

ということになりますね。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

１筆あります。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

じゃあなぜ今までこれできなかったかと疑

問なんですよ。この事業そのものが新規の事

業になっておりますね。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

はい。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

ということで、私はこの質問をてりあげて

非常に良かったと思っております。実現した

ようなものですね、だが金かかりますよ。実

は農道というのは、そこに必要だから造るん

ですよね。必要ないのは造る必要ないですよ。

というのはこの農道というのは、私の中学の

卒業後ですから50年前に造られています。そ

のとき人力で非常に土木業者に聞いたら難儀

したそうです。そういうことで必要なところ

ですので、新規とは言いません。改修して車

がきれいに通って、しかも排水ができればい

いんですよ。墓もありますそのへんに。工事

をしたが為に農道を造ったがために今度は墓

に水が浸かったんじゃ、これ大変なことにな

りますので、そのへんも含めてぜひ実現して

くださるようお願いしたいと思います。国会

議員においては、山中橋がありますね。牛の

牧草についてはゲシゲシ草がありますね、先

ほどから質問の時に３月までと言っています

が、喜秀農道造ってください。

山中先生なんっていうのはもう沖縄中が尊

敬して止まない政治家であるし、亡くなった

宇久村さんも当時の獣医がいない時代におい

て、非常にオートバイで各農家まわって、非

常に農家に貢献した方です。この方々は久米

島のことを思って、実はこの草も探してきた

んですよ、ですから、是非、喜秀農道そうい

うことでお願いしたいと思います。

次、ハーベスターとビレットプランターに

再質問します。先ほど町長の回答で、私は、

最初うーんと思ったんだけど、訂正していた

だいて10団体ではないんだけども10台という

ことなんですが、実はこれ思い出した。去年

もその話でしたよね。いわゆる久米島のハー

ベスターの普及率が低いんで、久米島は重点

にやりますということだったのに、蓋を開け

たらとんでもなかった。沖縄に３台しかない。

その１台がやっと久米島に入ったということ

ですので、その１台というと本当に大丈夫だ

ね。入っているだろうね。農家契約してるだ

ろうね。そのへんの確認ですね。

それと県とのヒアリング、来年度に向けて

10台目標のヒアリングがすんだかどうか。そ

のへんからまず聞かせてもらいたいと思いま

す。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等
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ただいまの喜久里議員の質問にお答えしま

す。ビレットのヒアリングのお話ですけが、

県とではなく直接、沖縄総合事務局の直轄の

補助事業ですので、去った８日、金曜日に総

合事務局のヒアリングを受けてきました。報

告で10台の報告をいたしました。この資料も

総合事務局に持って行きまして、今回１月に

補正で、その事業がでるというお話を聞いて

おりましたので、先のヒアリング、その前提

で受けてきました。その中で旧農業生産法人、

１台は個人の名前で取り敢えずは申し込みし

たいということですが、それが申し込みまで

に生産法人立ち上げることができるかどう

か、ちょっと、不透明ではありますが、取り

敢えず10台を久米島要望しますということで

ヒアリングは終えてきました。

それに向けてまた各申し込みした生産法人

さんの聞き取り調査もヒアリングもやりたい

ということで、それも来週から日程を組んで、

それに向けて取り組んでまいります。今年１

台導入しますが、リース会社からの契約そし

て何月にいくら払う、それも全て含んでおり

ますので、１台確実に入るということで、ご

理解をいただきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

先ほどの最初の質問の中でちらっと申しま

したが、ハーベスターの普及率が一番低いの

は実は久米島なんですよね。そんだけ農家の

力が強いといえば強いんですが、ただ規模拡

大、多量生産農家に持っていくにはやっぱり

ハーベスターの力が必要じゃないかなとみて

おります。ということで、ぜひ今回は農家の

ために、ぜひ、10台目指して頑張ってくださ

い。

ということで次はビレットプランターなん

ですが、これは実は約５年ほど前に１回試運

転久米島でやっています。私の方でやりまし

た。会社の方で。発芽いいんですよ。発芽を

気にしていたんですが、発芽はいんですが、

苗が大量に使われたんですが、実際は苗はそ

れほど使わないんです。約数量計算したら全

茎プランターの1.5倍、それほど思っている

ほど苗を使っていない。おまけに発芽がいい

と。ただ難点は土地改良していないわけ。い

わゆる隅々が角取られていない畑に非常に使

いにくい無駄が出る。私いまさら土地改良し

て良かったな正解だったなと思っております

が、そのへんのところ難点はあるんですが、

でもキビ農家が高齢者になるにつれて必要じ

ゃないかなと思っております。実際、私が今

回約１万坪これで植えました。発芽もいいで

すから、これぜひ普及したいなということで

はあるんですが、今この回答では補助事業大

丈夫ですという回答なんだけども追跡調査を

している最中なんだけども本当に大丈夫です

か。そのへん回答してください。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

現在、久米島にビレットプランター２台ご

ざいます。去年あまりにも大きすぎてトラク

ターも105馬力を使用して植付いたしました

が、今回、改良されたのはもうちょっと小型

でおっしゃるとおり全茎に比べて、苗も1.5

倍ぐらいで収まるとのことでございます。そ

して、前も喜久里議員の質問のときに、お答

えいたしましたが、今まで久米島町がハーベ

スターと農業機械の整備計画が少なくており
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ませんでした。その中でどうしてじゃあ久米

島がハーベスターが何台もそういうのが必要

かという基礎資料がぜんぜんなくて総合事務

局でも説明できなかった面がございましが、

今回これを作成して説明してきました。その

中でハーベスター機械率70％目指すには、何

台必要とか、いろいろそれも盛り込んで、そ

の中でも植え付けの機械化ということで、こ

の中にもビレットプランターも押し込んで、

そしてできれば追加でブームスプレーヤー、

スプレターでした。あれも入れていこうとい

うことで、総合事務局にはお話をしてまいり

ました。その事業の中で補助対象となる、ハ

ーベスター苗の植付機で全茎プランターとビ

レットプランターといろいろありますので、

それもできるということで確認を取ってまい

りましたので補助事業で導入はできることに

なっております。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

ぜひこれからのキビ農家のキビ生産につき

ましては、今までのものを使わせるという時

代は終わった思います。こういう機械をつか

ってやらないと、まず後継者も立ちませんし、

離農が多くなってくるので、ぜひ実現させて

ください。ただ気になるのが先だっての議会

でしたか、補助率においてハーベスターが80

％が切った場合には農家が自己資金で苦しい

だろうということで町長が残りの満たない分

については町で持ちましょうということでし

た。議会であがった気がするんだけども、こ

のビレットプランターにつきましても、そう

いう事でしょうね。ビレットプランターだけ

でなくても農機具全般ですか。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

今農家補助で80％、農家もいくらか負担し

ておりますが、その中にまた町の上乗せ分、

そして県も上乗せ分ということで補助してお

りますので、それを継続できるように県にも

要望はしておりますので、今後とも農家の負

担が少ないように町も補助できるように継続

していきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

農機具全般の質問に移りますが、ハーベス

ターそれからビレットプランターも使うトラ

クターなんですが、現在、免税軽油が適応さ

れていますね。この免税軽油というのは、農

漁業１次産業に使われるわけなんですが、当

然、久米島はハーベスターにもトラクターに

も使います。私の計算では約300万製糖期で

農家が得するんですよ、置いておけるんです

よね。これ３月31日で切れるの知っています

か。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

年明けの３月31日で切れるというのは知っ

ておりませんでした。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

町長、知っていた？

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄
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内々議員からお話聞いたと思うんですが、

直接またその件に関しての県との調整等には

まだ行っていません。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

実は、私も、正直、３月31日以降受け付け

ませんというのは、この間免税事務所で初め

てに聞かされたんですよ。期限がそろそろき

ているなというのは頭にあったんだけども、

今年とは思わんでびっくりしているんです

が、ただこれ決定じゃないんですよ。今の自

民党政治があと３年延長した場合ですので、

できたら県まで行って、農林関係でお願いし

てほしい。これは県免税ないと農家持ちませ

んよということは強く言って、町長あたり課

長あたり行って継続するようにお願いしてい

ただきたい。

幸いと言ったらなんですが、製糖期は３月

31日で20何日かで終わりますね。だから何と

かしのげるんですよ、今年は。トラクターが

継続しないと夏場の免税ができなくなりま

す。それともし仮にそこでストップとなると、

当然来年からないわけですから、そこでも農

家にしわ寄せがいくと、大変な額なんですよ。

この額は、300万ということで簡単に言うん

ですが、実際、農家一つにとっては30万でも

20万でも節約したい、ぜひ頑張ってください。

ということでよろしくお願いしたいと思いま

す。

最後になりますが、総括して実は私イーフ

で食事していたら知り合いにあって、ユンタ

クしようと思ったら何か怒られてですね。ま

だ尾を引いているんですよ、例の問題が、は

い。それに加えて皆さん、皆さんはおかしい

けれども、私も含めて、一体、何しているの

と言われたんですよ。最近中だるみしている

よって、町民からもその声がきている。大町

民ですからね、敏感に感じるんです。大田町

政発足して、長年本人が考えたことを全部実

行してきたんだけども、それが約３年なって

きたら、馴れ合いになったというか、そのへ

んが町民は感じている。お昼時間に、わざわ

ざ私に言う必要はないですよ、ということは

やっぱり感じているんですよ、町民は。来年

でしょうと。そうですよ。どうするのと、ど

うするのと言われてもと思ったんですが、こ

れはやはりもう一回、例の事件を糧にして、

気を引き締めて、本当に町民のために、町長

と一緒に頑張ってほしいなとお願いして、私

の質問を終わります。以上です。

（喜久里猛議員降壇）

○ 議長 幸地猛

これで８番喜久里猛議員の一般質問を終わ

ります。

次に９番棚原哲也議員。

（棚原哲也議員登壇）

○ ９番 棚原哲也議員

９番棚原哲也です。私の方からは通告に従

いまして２点ほど質問いたします。まず第１

点目、海洋深層水の施設についてでございま

す。町では深層水の揚水施設の増設及び再生

可能エネルギーとしての温度差発電施設の設

置を国に要請中だと思うが、その認可の可能

性はあるのか。進捗状況を伺いたい。

次に２点目でございます。災害発生時に利

用される資機材が収納されている倉庫の設置

場所について、町内の数カ所の設置場所につ

いては海抜の低い所に設置されており災害発

生時に収納資機材が使用不可能になる恐れが
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ある。海抜の高い所への防災倉庫の移転が必

要だと思うが所管課の考えを伺いたい。よろ

しくお願いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

９番棚原哲也議員の質問にお答えいたしま

す。まず１点目の海洋深層水の施設について、

内閣府沖縄総合事務局において、「離島地域

における海洋深層水を活用した地域活性化可

能性調査」が実施され、久米島のおける海洋

深層水を活用した複合利用の可能性について

は、中長期的に需要が見込まれるとの調査結

果がでており、取水管増設事業の進展が図ら

れれば、海洋温度差発電設備の整備も十分に

可能かと考えております。可能性調査が実施

されたことにより一歩前進しておりますが、

取水管増設と海洋温度差発電設備整備につい

ては、事業主体のことも含め引き続き、国、

県の関係機関へ強く働きかけてまいります。

２点目の災害発生時に利用される資機材が

収納されている倉庫の設置場所について、津

波が発生した場合、海抜の低い地域に設置し

た防災資機材は使用できない可能性がありま

すが、災害は津波だけとは限りません。大地

震など、他の災害が発生した場合にも備え、

地域住民が利用しやすい場所を選定した上

で、全小学校区に防災資機材倉庫を設置して

おります。防災資機材倉庫は、地域住民が使

いやすく、管理しやすい場所であることが条

件となるため、校区住民が要望するのであれ

ば移転も可能だと考えております。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

ただいまの答弁につきまして、再質問を行

います。まず深層水の揚水施設増設について

でございます。これは先ほど喜久里議員への

答弁でも同じような内容の答弁がございまい

した。平成26年７月に国際海洋資源エネルギ

ー利活用推進コンソーシアムが発足し取水管

増設に向けた様々な取り組みを行ってきたと

の答弁から、このコンソーシアムの会長は町

長が担っております。コンソーシアムの主要

団体が大学の機関、国の機関それから沖縄県

それから民間企業ということで多岐にわたっ

たコンソーシアム、企業団体、それから行政

機関ございます。その会長が本町の町長であ

ります大田町長が担っております。国県への

関係機関に対し、どのような取り組みを行っ

てきたのか、お伺いいたします。

○ 議長 幸地猛

中村幸雄プロジェクト推進課長。

○ プロジェクト推進課長 中村幸雄

ただいまの棚原議員の質問にお答えしま

す。国、県と関係機関への要望ということで、

３年後取水施設の増設に関する要望を行って

おります。県からは海洋深層水量に関する需

要そして市場性、事業採算性を総合的に検討

した上で判断する必要があるというふうな回

答を県から得てます。このような状況で先ほ

ど町長から答弁もありましたが、今年度、国

が独自に海洋深層水に関する可能性調査を実

施しており、需要も勿論のこと採算性、経済

効果は十分に見込めるとの報告をまとめてお

ります。その報告に関して、コンソーシアム

もその報告書に協力をしているところです。

国が実施したこの報告で県が言っている事業
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実施の判断材料の１つが揃い、一歩前進した

かと考えています。ただ、事業規模が大きい

こともあって事業主体をどうするかという課

題は残っておりますが、このプロジェクトに

は本当に島の未来がかかっています。なので

いろいろな可能性を探りつつ、国や県そして

国会議員、県議のあらゆるチャンネルを使っ

て実現に向けていきたいと考えています。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

国に対する要請、要望いろいろ行ってきて

おりますが、ただいまの答弁で国の機関にお

いても海洋深層水、揚水の増量に向けた取り

組みが一歩前進したと思っているとの答弁が

ございました。要請先の関係省庁から要請に

ついての何らかの回答があったのかでしょう

か。伺います。

○ 議長 幸地猛

中村幸雄プロジェクト推進課長。

○ プロジェクト推進課長 中村幸雄

町としましてもコンソーシアムの関係者を

中心に内閣府、経済産業省の方にいろいろ要

望をしています。エネルギー関係においては

経済産業省の一つの機関である資源エネルギ

ー庁と、そういったところにも要望しており

ます。ただ国は事業主体にはなれないという

ことで、課題は残っています。先ほど町長の

答弁にあるように沖縄県に対しても機会を見

て要望を続けております。今後もその実現に

向けて続けていきたいと思っております。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

次に、国に要請している揚水施設の増設に

ついてでございます。揚水量を前々から言わ

れているのは、現在は日量13,000トン、この

揚水量増して14万トンということで聞いてお

りますが、それでよろしいでしょうか。

○ 議長 幸地猛

中村幸雄プロジェクト推進課長。

○ プロジェクト推進課長 中村幸雄

取水量を現在の10倍取るということでアナ

ウンスをしているところなんですが、実際そ

の施設のポンプの機能といいますか、10倍で

はなくて、約18万トンと取水能力のある設備

になっております。実質ハワイをしのぐ世界

一の規模の機能が備わっているというような

解釈になるかと思っています。10万トン目指

して設備の機能は18万トンまで対応できると

いうことです。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

コンソーシアムが発足して３年経過してい

ると思いますが、国に要請している揚水施設

の増設、それから海洋温度差発電の発電施設、

これの予算が莫大な予算になるという説明も

ございました。手元にある資料によりますと、

深層水の揚水施設ですか、これが約83億円、

表層水関係で約18億、揚水施設で約100億そ

れから海洋温度差とかの施設、これが三十数

億ちょっとかかるということで非常に膨大な

金額が要するということで認識しております

が、取水量は約10倍ということで、この揚水

施設が完了した場合に、それに付随して海洋

温度差発電施設も設置できるだろうと、その

海洋温度差発電施設設置した場合の発電能力

これどのぐらいになるのか、お伺いしたいと

思います。



- 147 -

○ 議長 幸地猛

中村幸雄プロジェクト推進課長。

○ プロジェクト推進課長 中村幸雄

今、10万トンで発電できる規模というのが

１メガワット、約1,000キロワットあります。

久米島全体の平均の出力が６メガワットなの

で、その６分の１は出力できる計算になりま

す。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

次に可能性調査が実施されるということに

より、先ほども質問しましたが、一歩前進し

ておりますが、取水管の増設、海洋温度差発

電設備の整備について、事業主体のことも含

め引き続き、国、県の関係機関へ強く働きか

けていくと答弁がございます。この中で26年

に設置されたコンソーシアム、これは年に１

回程度開催されてコンソーシアムの中での意

見交換等が行われているのか、その開催の頻

度をお願いします。

○ 議長 幸地猛

中村幸雄プロジェクト推進課長。

○ プロジェクト推進課長 中村幸雄

このコンソーシアムには水産部会、国際交

流部会とか、いろいろな部会があります。部

会についても、その都度、開催をしておりま

す。また全体会議については総会が年に１回

ありまして、それ以外に臨時的に的に会議が

１回、年２回ぐらいの頻度で開催しておりま

す。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

２、３年前に久米島モデルということで海

洋深層水を使ったいろんな複合利用の計画が

できております。最終的には経済効果が80億、

それから雇用の効果が1,500人という非常に

大きい本町での経済効果、それから雇用の効

果が生まれるものかと思いますが、26年度コ

ンソーシアムの設置して３年経過し、また揚

水施設の認可、それから海洋温度差発電の施

設の認可、このへんがまだ何年度先になって

いくのか、なかなかそのへんが見えてこない

ということで、非常に年度は経過していって、

事業自体がスムーズに推進できていないんじ

ゃないかなと思っております。それで将来的

にはコンソーシアムの中での将来的な展望と

して、クリーンインフラ輸出にかかれば我が

国経済への寄与ということで、深層水利用技

術のうち海洋温度差発電は欧米や韓国企業に

より海外市場進出の競争が激化しています

と、欧米それから韓国などが取り組んでいて

非常に競争が激化しているという記事が載っ

ております。それから久米島モデル実現によ

り発電に加えて島嶼地域で不足しがちな食

料、水を生産する基幹インフラとして輸出と

いう新たな産業を興し、久米島モデル実現の

あかつきには、そういう海外転換もできると

いうことで載っておりますが、この中に日本

経済新聞の電子版ということで日本先行の海

洋温度差発電、これが欧米が実用化で猛追と

いうことで、2015年の記事として載っていま

す。国内では、本町でこれスタートした海洋

深層水の複合利用と温度差発電の実証試験も

県主導で３年間やりまして、今継続でやって

おりますが、これが日本の海洋深層水の今久

米島モデルで作っている事業計画、よその国

にやっぱり先行されて、後手後手に回ってい

るんじゃないかなという感じも受けておりま
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すが、このへん国の省庁の考え方お聞きして

いれば、答弁お願いしたいと思います。

○ 議長 幸地猛

中村幸雄プロジェクト推進課長。

○ プロジェクト推進課長 中村幸雄

ただいま棚原議員からありました海洋温度

差発電については、確かにアメリカ、ハワイ

でやっております。そしてフランスが太平洋

の熱帯・亜熱帯地域の島嶼地域でやる計画で

今進めております。中国の方も海南島あたり

でロッキード社と一緒に10メガＷ級の発電設

備を設置するということでプロジェクトが進

んでおります。そのあたり日本がまず技術的

には一応先行しているということなんです

が、今あるように、他所に先を越されると、

その有利性が失われるのかなというふうに考

えております。その中で経済産業省の外郭団

体ＮＥＤＯというところなんですが、そこの

方からまだ確定的ではありませんが、久米島

の海洋温度差発電１メガワットプラント推進

したいというような情報も入ってきておりま

す。実際、昨日なんですが、その発電設備の

仮にできた場合の運営後について沖縄電力、

久米島電業所と意見交換をしているところで

す。その設備については、やはり前提となる

取水量の増設というのが条件としてあります

が、国としても、ぜひ応援したいという声を

聞いております。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

あと１点だけ、これ緑の分権改革推進事業

ということで、23年の３月に作られた調査資

料なんですが、この中にもこれは沖縄県及び

我が国に資する効果など海洋深層水、それか

らそれを活用した温度差発電のことが載って

おります。この中で海洋温度差発電による沖

縄本島へのグリーン電力大規模供給というこ

とで、現在、沖縄県は電力供給のほとんどを

化石燃料に依存している発電整備容量1,733

メガワット沖縄本島のベース電力は、出力50

メガワットの浮体式海洋温度差発電数基でカ

バーすることが可能であると。久米島モデル、

およびそれに続く海洋深層水複合利用におけ

る海洋温度差発電の運転実績の積み重ね、信

頼性の向上により、このような沖縄県の電力

供給のグリーン化推進への貢献も期待できる

ということで、久米島での海洋温度差発電が

沖縄県全体のグリーンエネルギーとしての供

給地にもなることだろうという構想も載って

おります。これも先に計画されています久米

島モデルが実施というか、これ実現して後の

問題だとは思いますが、国際的にはハワイが

先駆者的な海洋深層水を使っている。ほとん

どハワイの場合には養殖関係ですか、カニと

か海藻関係の養殖等々が進んでいると思いま

すが、次の実例を上げましたように海外等の

競争に負けないように、早期に今の10倍強の

揚水施設、それから発電施設を早期に導入し

て世界の日本の先駆的な久米島町として、そ

ういう立場に立つように努力していただきた

いと思います。町長のその意気込みをお伺い

したいと思っています。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

先ほど答弁しましたが、これも久米島の将

来の産業について欠かせないものであります

ので、プロジェクトとして引き続いて、県、

国にも強力な要請をしながら、またこれはあ
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る程度、政治決断が必要になってくると思い

ます。そこにおいても国会議員の先生方、ま

た県議の先生方にお願いをしながら推進して

いきたいと思っています。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

次２点目、災害発生時に利用される資機材

が収納されている倉庫の設置場所についてで

ございます。先ほど答弁がありましが、津波

が発生した場合、海抜の低い地域に設置した

防災資機材が使用できない可能性があるとい

うことで、これについては津波の発生という

ことにおきましては、大規模地震があっては

じめて津波が連動すると思います。津波だけ

が来るということはありません。これは６年

前に発生した東日本大震災後、地震が発生し

て、その後津波が来て甚大な災害があったと

いうことなんですが、本町内で海抜が低いな

と思われる場所について回答願いたいと思い

ます。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

今、県の防災の方、５ｍぐらいの津波の到

来を予測してのハザードマップなどが、今、

整備されているところです。そうなりますと

美崎地区、仲里地区の方でも例えば役場の近

くであれば、郵便局のあたりまでは、もう５

ｍで浸水するんじゃないかと、美崎地区の方

もほぼ５ｍの津波であれば浸水する地域がけ

っこうたくさんあります。今現在、棚原議員

の質問にありました防災倉庫の設置場所で低

い地域にあるのは美崎地区の防災倉庫、こち

らが宇根公民館の方に設置されています。そ

して仲里地区、仲里校区の方の防災倉庫は旧

改善センターの敷地内に設置をされておりま

す。そこの２つの会場の防災倉庫については

５ｍ以上の津波が到達した場合には使用でき

なくなる可能性もあるということです。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

私も防災倉庫の設置場所、一応回って、海

抜何メーターになるのか確認しました。中央

地区が旧仲里改善センター敷地、そのへんが

海抜３ｍ、それから今の説明がありました美

崎地区が宇根公民館の敷地がだいたい海抜５

ｍの表示されております。その他については

久米島地区は博物館の所だと思います。だい

ぶ高台にあります。それから仲泊、鳥島につ

いては改善センターの前、具志川庁舎の後ろ

側にございます。比屋定はどのへんに設置さ

れておりますか。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

比屋定地区については、宇江城ユイマール

館、元の比屋定農村公園の所に設置をしてい

ます。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

防災倉庫が設置されたのは東日本大震災が

発生して以降、国、県あげて国内ほとんどの

所に防災倉庫を設置するというようになって

いると思います。その中で一次答弁で災害は

津波だけとは限りませんと、大地震など他の

災害発生時に備えて、地域住民が利用しやす

い場所を選定して設置しているという答弁が
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ございます。

大規模地震、それから津波については近年

では沖縄で体験した事例がございません。そ

のかわり毎年襲来する台風については台風は

非常に大型化して、年に何度か接近する可能

性があります。台風時に使いやすいようにと

いうことで、町民それから地域の住民が使い

やすい場所ということで設置しているとの答

弁がございましたが、なかなかこれ、中に入

っている資機材、従来の台風災害の時になか

なか使うとか、使った経緯もあまりないと思

いますが、これはやっぱり大型の地震に対し、

それから津波を想定しての設置場所にしない

とそういう大型災害になった場合に、その資

機材が流されて使えなくなると、非常食とか

そういうのが入っています。そういうのも全

部無くなるとやっぱり大変な被害も起こるん

じゃないかなと思いまして、これ２年前ぐら

いにも質問した経緯がございますが、美崎地

区と、特に仲里地区と２か所については、津

波災害を想定しての避難訓練、これについて

も比嘉の場合には比嘉のカミヤーと言います

かその周辺、それから謝名堂と泊については

登武那覇公園、美崎地区については登武那覇

公園とスナミ、その高台が指定されて、そこ

に避難訓練しています。

それからして、そういう高台に前回の答弁

では防災倉庫の安全面とか、盗難にあうとか、

そういうことも想定して近い所にということ

で答弁ありましたが、仲里地区の場合でも比

嘉集落が避難しているカミヤーについても電

気もあります。それからその上には儀間ダム

の管理棟もございます。そこも十分広い敷地

もあります。それから登武那覇公園について

も宮平家とか民家もありますが、１軒はその

前にも公園まで電気も行きます。そういう所

に設置しても防災面からしても今は監視カメ

ラ等々の設置も十分可能だと思いますので、

そういう高台に設置するのが妥当じゃないか

なと思いますけど、それについて答弁をお願

いします。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

ただいまの質問に対してですが、あまり使

われていないというお話がありましたが、地

域によっては集落外作業の時や台風の片づけ

などでも、積極的にチェーンソーや草刈り機

その他のものを使用している地域もございま

す。決して大きな災害時だけでなく使ってい

ただくようにということで防災倉庫設置して

います。

設置の時に防災倉庫の設置や管理に管理に

関する規定を設けておりますが、防災倉庫の

資機材の使用、そして管理については当区の

区民が管理をするという規定でもって行って

おります。

資機材の使用については、本来は年１回、

住民の方で点検をして消防の方に報告をする

という規定にはなっているんですが、それが

実施されていないために定期点検は消防の方

が代わりに行っているところではございま

す。先ほどありました高台への移転について

は、その当区の住民の方々が一番使いやすい

所、管理しやすい所という条件になりますの

で、区長さんたちが要望するのであれば移転

を今後検討していきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員
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意見がちょっと分かれるところなんです

が、この防災倉庫についてのやっぱり大規模

災害の時に活用できなければ、もう何の意味

もありません。日頃、通常の台風の時の後か

たづけとか、そのへんはちょっと高台に倉庫

設置していても車で行って取ってきて使用す

るんであれば、遠くても10分、近い所は５分

以内でそこまでいけるような場所にありま

す。そういうことからして地域の方々が高台

への移転を要望するんであれば、移転も可能

だという説明なんですが、これはやっぱりあ

くまでも大規模災害、沖縄県も地震がないと

いうわけではありません。地震の回数につい

ては頻繁におきています。大型地震は、まだ

今のところは体験しておりませんが、大規模

地震があって津波が来たという想定で、その

時に使用できるような状態に置いておかない

といけないと思います。津波だけ想定して、

流されてしまって後から使用しようとしても

物が使えないとか、今年ですか、非常食の中

身の入れ替え、消防の方で資機材の入れ替え

に合わせて、非常食も一応代替えするという

賞味期限が来る前に入れ替えしたと思うんで

すが、やっぱり非常のときに使えるような場

所に、その物自体は備蓄しておかないと大変

だなと思います。私たち議会も去る９月に全

国の和牛共進会の時に、仙台の名取から荒浜

海岸そこの視察へ行きました。私は個人的に

３回目だったんですが、そこの海岸に、もう

低地帯では丘を造って避難の丘と言ってまし

たが、４カ所に岡を造ってその岡の上に年寄

りが雨風しのげるような備品を備蓄して、何

日かそこの丘の上で過ごせるようなそういう

ものまでやっぱり整備してます。万が一の事

を考えてやっぱり本町でもそういう日頃、台

風時に頻繁に使うからということではなく

て、大規模災害を想定して地域に任せるので

はなくて、設置場所については行政が主導し

て進めるべきだと思いますが、最後に答弁い

ただきたいと思います。町長。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

地域に任せるのではなく、行政指導でとい

うことではありますが、その後今現在は担当

の中で地域に管理を任せるというかたちで防

災倉庫設置しています。行政主導の場合は、

そういった行政が管理する資機材について

は、消防それから役場の方で管理している場

所もございます。あくまでもやはり地域の自

主防災能力を高めるための防災資機材の設置

でありますので、区長さんたちと相談をして

大規模災害に対応するための防災資機材をど

こに置くかというのを今後地域の方と協議を

しながら検討していきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

それでは最後に、この防災資機材について

は、今地域の区長さんと相談して決めていく

ということなんですが、保守管理については、

その使う集落３カ所、美崎は３カ所です。中

央については泊から島尻までの地域で使いま

す。その地域に保守管理については任せてい

ると思いますが、設置場所については行政の

方でやった方がいいかなと思います。これを

要望して、私の質問終わります。

（棚原哲也議員降壇）

○ 議長 幸地猛

これで９番棚原哲也議員の一般質問を終わ



- 152 -

ります。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午後２時24分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後２時32分）

総務課長から先ほど６番の赤嶺議員、それ

から９番の棚原議員に訂正と報告があります

ので、答弁を求めます。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

午前中の赤嶺議員からの共有地の払い下げ

件数に関する質問についてですが、28年度に

２件、29年度においては３件の払い下げを行

っております。

もう１点、先ほどの棚原議員の質問で防災

倉庫、集落外作業等、何かで使っているとい

うところで、草刈り機と言いましたけど、申

し訳ありません。草刈り機は置いておりませ

ん。チェーンソーとか、エンジンカッターと

か、そういったものを置いてます。訂正いた

します。

○ 議長 幸地猛

それでは次に11番安村達明議員。

（安村達明議員登壇）

○ 11番 安村達明議員

通告のとおり、４点ほど質問いたします。

謝名堂川と（２号線）の整備について、謝名

堂川の整備は、南部土木事務所河川港湾班、

町、仲里土地改良区と協議を実施しているが、

水門の問題があると同僚議員への答弁にあっ

た。謝名堂川が、雑草の繁茂等により水の流

れが悪くなり、大雨の時は、水位が上がり、

周辺の道路に汚泥やちりが溜まり、衛生面か

らも大変問題であると、早急に河川の浚いが

必要だと思うが町の対応を伺う。

謝名堂２号線は、スクールゾーン地域であ

る。久米島安全対策集落外防犯灯設置事業で

は、謝名堂２号線は設置可能かを伺う。

次に２問目、すぐ対応する「室」を役所の

仕事は、デスクワークが中心になるのは、一

部は仕方ないが、それだけでは住民のニーズ

に答えられない。座って楽な仕事に慣れたら、

動きたくなくなるのも人情だが、それでは、

肝心の公務員の本分は務まらない。我町でも

「すぐやる室」を設置したらどうか。最近、

我町でも島をゆるがす程の横領事件があり、

町民から大変きびしい目で見られ（町の管理

体制）身のせまい思いだと理解しているが、

住民、障害者の要請や要望があればすぐ対応

する心遣いの出来る「室」を設置してはどう

か町の見解を伺う。

次に３問目です。小、中学生の熱中症問題

について、今年の９月22日の新聞で４月～８

月までの間に、糸満周辺市町村で述べ、140

人の児童が熱中症の疑いで保健室を利用し

た。と、久米島の状況はどうだったか（Ｈ28

年～Ｈ29年）までを伺う。学校の教室には、

温度計、湿度計はあるのか。小、中学校で何

人の児童生徒が熱中症の疑いで保健室を利用

したか。小、中学校で、学年ごとにクーラー

設置をしたら、何教室になるか。学年ごとに

その個数をお願いします。

次、４問目、道路整備について、クシ原（農

道真謝45号）については、平成29年度農業基

盤整備促進事業で選択されたとのことだが、

割当内示額によって工事着手時期が変わると

の事ですが、説明を。マンドウ原は採択でき

なかったとの事だが最近のマンドウ原の状況

は惨憺たる状態で、軽トラでさえ通行不能だ。
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近いうちに砂糖きび収穫の時期にもなるが、

町の対応は、又、石材会社の表示もあるが、

確認と内容を伺う。以上お願いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

11番安村達明議員の質問にお答えいたしま

す。まず１点目の謝名堂川と（２号線）の整

備について、謝名堂川について、県南部土木

事務所とは９月の台風18号時の謝名堂川が氾

濫している状況を動画等で現場状況を確認さ

せています。11月９日イーフ情報プラザでの

説明会でも同様の質問があり、浚渫する旨、

回答しています。謝名堂川の浚渫や県道舗装

及び歩道工事を含め久米島管内の道路改修工

事を11月27日に島内業者だけで指名競争入札

を実施してますが、入札不調で終わっており

ます。防犯灯の設置については、現在、内閣

府沖縄総合事務局による沖縄県安全対策事業

により久米島町内の集落外の通学路を中心に

整備を進めていますが、謝名堂２号線も整備

区域に含まれており、今年度中に完了する予

定であります。

２点目のすぐ対応する「室」についてです

が、現在、町民からの要望や苦情については、

各担当課が対応しております。予算が伴うも

のや、他部署や他組織と調整が必要なものは、

対応に時間を要する場合もありますが、実施

可能な案件についてはすぐに対応するように

しております。「すぐやる室」については、

組織改編や機構改革の中で設置の必要性につ

いて検討していきたいと考えております。

次４点目の質問に移ります。道路整備につ

いて、まずは真謝45号農道整備について、沖

縄振興公共投資交付金事業で平成29年度新規

事業で採択されました。採択された事業工期

では平成29年度から平成31年度の３カ年間と

なっております。当地区は平成30年度に実施

予定されいます。工事着手時期の変動につい

ては、今年度同様、国からの交付金が削減さ

れれば市町村への割当内示も減額されること

になり、市町村の要望が100％補えないこと

になります。例として、今年度要望額は4千

万でしたが、県からの内示が1千万円でした。

新年度の内示額によっては、事業工期の延長

も考えられます。マンドウ原の場合、農道整

備事業の採択要件が満たされておりません。

地主の同意率90％から100％及び経済効果が

算出される必要条件が非常に厳しく、農道整

備での当該路線の採択は厳しい状況にありま

す。しかし、現場を確認したところ、凹凸が

激しく車の通行が厳しい状態であるので、企

画財政課と調整し対応を考えたいと考えてお

ります。又、石材会社の看板表示が入り口付

近にありましたが、現場を確認したところ採

掘や採取の跡が見当たらないことで、島内所

々に表示があるので、宣伝用で設置してるだ

けだと思われます。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

吉野剛教育長。

（吉野剛教育長登壇）

○ 教育長 吉野剛

安村達明議員の熱中症に関するご質問にお

答えいたします。まず１つ目の､「小中学校

の教室に温度計、湿度計はあるのか」につい

てですが､温度計に関しては、久米島小学校、

清水小学校、久米島西中学校には全クラスに、

また美崎小学校と大岳小学校には一部のクラ
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スに設置されております｡その他の学校の普

通教室には、温度計は設置されておりません｡

湿度計につきましては､清水小学校は全クラ

ス、久米島小学校と大岳小学校には一部のク

ラスに設置されております｡次に､２つ目の

「何人の児童生徒が熱中症の疑いで保健室を

利用したか」についてですが、平成28年度に

熱中症の疑いで保健室を利用した小学校の児

童は６校合わせて49名、中学校の生徒は２校

合わせて15名となっております｡平成29年度

については、11月１日現在、小学校の児童は

６校合わせて79名、中学校の生徒は２校合わ

せて29名となっております｡３つ目の「学年

ごとにクーラー設置をしたら、何教室になる

か。」につきましては、現在の教室数でカウ

ントした場合、小学校は、１学年、２学年、

３学年､６学年についてはそれぞれ６教室､４

学年が５教室､５学年が４教室、そして特別

支援教室が７教室となり、全体で40教室とな

ります。また中学校は、１学年は３教室、２

学年と３学年がそれぞれ２教室､特別支援学

級が２教室となり、全体で９教室となります｡

（吉野剛教育長降壇）

○ 議長 幸地猛

11番安村達明議員。

○ 11番 安村達明議員

川の浚いについて再質問します。浚渫する

旨と回答して入札不調で終わったとあります

が、それから対応はどうするのか、これは私

だけの考えですが、島外の業者ではという気

持ちもあります。謝名堂川の改修工事はどう

するのか答えてください。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

努めて短く、一応県で11月27日入札で発注

したときに、再々入札までやったんですが、

落ちなかったと、で今後どうするんですかと

聞いたら、今年度中に不調クラスの場合、設

計書の中身を入れ替えないといけないという

ことですので、今年度中には一応発注まで目

指してやるということです。

○ 議長 幸地猛

11番安村達明議員。

○ 11番 安村達明議員

もう一つ、聞いておきましょう、もし島内

の業者が受けた場合には、その作業するのに

重機とかいろんな道具が必要でしょう。そう

いう重機を持った業者が久米島にはおられる

のかということを、聞きます。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

今、特殊なパケットシャワーありません。

ユンボーですね。鉄鋼にそのアーム長いやつ

は１個あります。それをリースしてやる方法

になります。先ほどの不調も全部、島内業者

です。島外業者は入っていません。

○ 議長 幸地猛

11番安村達明議員。

○ 11番 安村達明議員

はい、わかりました。

謝名堂川の整備は以前にも行っておりま

す。川の縁には草木が繁茂し、見苦しい状態

だが、早めに縁に生えている草木は切り取ら

ないと縁のブロックを壊す恐れがある。それ

がさっきの対応だということなんですが、そ

の中に入っている草木等の種類の名前をお願

いします。

○ 議長 幸地猛



- 155 -

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

謝名堂川の整備は基本的に事業化は県はで

す。事前調査までは終わっているんですが、

この中に草木がどういう種類が生えているの

かというのは、ちょっと私の方ではわからな

いですね。すみません。

○ 議長 幸地猛

11番安村達明議員。

○ 11番 安村達明議員

これ昔のことですがね、27年ぐらい前に具

志川村の時代かわからんが、川の浚いをした

んですよ、そのときに重機を使ったお陰で、

面になっている間知ブロックがある、そこを

みんな崩してしまって、それをほったらかし

てあったもんだから、僕が議員になったあと

整備を頼んで整備をしたところなんですが、

それをまた重機を使って整備をするようであ

れば、また間知ブロックとか、そういうのが

壊れていくんじゃないかなと思っているわけ

ですよ。

それでちょっと無機を変えると、そこの縁

に大きな木が生えている。普段、クワディー

サーというか、クワディーサーが生えていて

ね。それが土に生えているもんだからもうだ

いぶ大きくなっている。切り取るんだったら

たぶん枯れることはまずないと思う、クワデ

ィーサーというのは直ぐ芽が出てくるもんだ

から、根っこも切り取って、これ建設課だと

わかるんだけれども、切り取って根っこの所

を割って、そこに除草剤を注入して枯らさな

いと、あの木をきれいに浚って取ってしまう

と、間知ブロックが全部壊れてしまう、特に

カーブの所に生えているものだからね。これ

はみんなもわかると思うんだけどもね。だか

らそういうところまでは、あんた方でできる

かできないかということです。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午後２時48分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後２時49分）

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

この謝名堂川整備は沖縄県の29年度の景観

の評議委員会の選定事業となっていて、今言

う川の中にある草等、自生物、周辺にある木、

小動物、例えばゲンゴロー、そういうものと

かの選定、専門家がいて、その方々の諮問を

受けて、ここをこういうふうにしなさいと、

結果が出て、その実施設計に入るということ

で、この前は打ち合わせしました。我々は参

加して聞いていただけなんですが、九州大学

と熊本、その環境に詳しい専門家が、この木

は倒したらいけないとかという非常に議論が

あって、今、発注しようとしたのは、その川

の流れをせき止めている草木を浚渫して、そ

の間知ブロックには触りません。その対応で

今一応考えています。モクマオウとか、そう

いうのがあるんですけど、これの伐採は入っ

ていないと思います。

○ 議長 幸地猛

休憩します。 （午後２時51分）

○ 議長 幸地猛

再開します。 （午後２時53分）

11番安村達明議員。

○ 11番 安村達明議員

浚渫は今から入札したりいろいろやるみた

いですので、これはもうやるものと思ってそ

のまま考えていいですよね。答弁はいらない

が財政課長どうですか、やりますよね。
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○ 議長 幸地猛

大城学企画財政課長。

○ 企画財政課長 大城学

この事業については県事業と認識しており

ますが、県事業以外で、そういった作業があ

れば検討していきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

11番安村達明議員。

○ 11番 安村達明議員

前もってしっかりやってくださいよ。金出

すのはあなた方の方ですから。よろしいです

かね、はい。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

大変申し訳ありません。私は末端の方にあ

るものかと思いまして、あと一応確認して、

もし可能であれば保全課と協議して一応伐採

したいと思います。

○ 議長 幸地猛

11番安村達明議員。

○ 11番 安村達明議員

街灯の設置可能ということで、これはたい

へんいい話だったと思っております。６時頃

会社が終わると、その後は今ちょっと足場が

悪くてリハビリしながら歩いていますが、い

きなり、真っ暗な運動場でなんか大きな声が

したらちょっと何かなと行ってみたら、子ど

もたちが一生懸命やっている。しかも小さな

子ども達が真っ暗な運動場ですよ。そしたら

大きな上の水銀灯あれは整備しないんです

か。違う所になっている？ お願いします。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

ただいま質問のありました仲里グランドに

つきまして、水銀灯が老朽化して台風等で飛

ばされています。これについては少年野球も

大体時間的に夕方時間を決めていますので、

今のところ夜間使うのが少なくなってきてい

ますので、整備は今止めている状態です。

○ 議長 幸地猛

11番安村達明議員。

○ 11番 安村達明議員

保全課長、それは間違いだよ。あんた方が

直さないから練習できないんだよ。あれを直

してください。直せなければ、つけてあげて、

つけた後子どもたち一生懸命少年野球の子ど

もたち頑張っているのに。街灯がつかないか

ら練習時間も少なくなる。そうすると行くと

きもちょっと危ないですよ。自転車ぶんぶん

飛ばして時間がないないして、帰るときは真

っ暗で帰って行く。こういう状態だから２号

線の防犯灯の話を僕話したわけですからね。

これはもし保全課長が設置するのであれば、

早めに検討してください。建設課長？ 財政

課長？ 総務課。すみません。お願いします。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午後２時57分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後２時58分）

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

ご質問のありました謝名堂２号線の防犯灯

の設置については、当初から各区長さんたち

から要望があった集落外の通学路を中心に計

画を進めてきました。先日、ようやく工事の

発注も行いました。謝名堂川の２号線のもの

と通学路については、学校も指定している通

学路であるということ、それから夜間や夕方
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子どもたちの通行も多いということで、ここ

もそういう箇所に入っています。この場所に

ついてはＮＴＴ柱や電力柱などの電柱がない

ために防犯灯の支柱も新設しての整備となり

ます。

○ 議長 幸地猛

11番安村達明議員。

○ 11番 安村達明議員

この謝名堂２号については、しっかり課長

もやるということですので、街灯も大丈夫だ

と思っておりますので、ぜひ頑張ってくださ

い。

じゃあ次に、すぐやる室について、この質

問は沖縄に最近本土から帰って来た方が新聞

投稿されたのを見て、僕の友だちから久米島

にも「すぐやる課」があるかと電話があり、

私もどういうものかなと思って、そういう質

問あげたんですが、ここにおもしろい記事が

ありましてね、新聞投稿の人が、日頃、役場、

議員にすぐやってもらいたいと頼みたいが、

担当課とか、議員とかは知らないという声を

聞く、要するに議員選挙とかあるときには、

よく議員の顔をみかける、役所の他の人も見

かけますが、その選挙を終わるともう全然見

えないし、自分がどこにどういうふうにして

いいかわからない。議員とも会えないという

ことなんですね。それでこの人は村へ要請を

したが、役場は対応もにぶく議員にもお願い

したが、選挙後はお願いしたんだけど、ない

ということですね。ネットで調べると直ぐや

る課がですね、千葉県の松戸市にあり開設45

年市民の要望を受けて、処理する件数が多く

中身は変化したが、困っている市民を助ける

精神は不変という、そういうふうな方針でい

る、そしてその方がある役所の管理する総務

課へ駐車場の件で文書で現場写真を載せ要請

したら未だ対応が見えず、障害者は困ってい

るということを書いてあるんですよ。そして

この件は役場の担当課が写真を見て電話１本

で解決する問題だが、要するに対応してくれ

ない。だからすぐやる課というのはないかと

いうことで、文章を投稿してやったらそれに

反応した人が私の友人でして、これ県内でも、

すぐやる課を設置して住民の２人に見事に答

えている実例を紹介したい、数年前県教育長

からスクールガードリーダーに委託され宜野

湾市と西原町の12の小学校、当時、担当した

学校と連携をして子どもたちの安心、安全に

目配りするのが目的、そこで学校近くの小川、

柵が無く危険という、これを役場に伝えたら

２日後には担当から回答を受け、現場を確認

し、その場でお礼に行った。西原町のすぐや

る課はもう１人の職員以外は課長以下全員が

新たな現場に出向いていた。そういう対応に

公務員の鏡をみた。西原町をお手本にすぐや

る課の設置を我が市町村におすすめしたいと

いうことが、この文章といいますか、これ投

書したんですよね。

その問題で、次の質問に、ある部落の防犯

マイクが故障しているが、対応後に町は金が

ないから直ぐには対応できないと、防犯マイ

クが故障したら、いつ何時、災害が起こるか

もしれないのに、金の問題だから無理だとの

対応だったそうだが、本当にその話は本当な

のかお聞きします。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

これは防災無線の放送マイクのことです

か。
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○ 議長 幸地猛

11番安村達明議員。

○ 11番 安村達明議員

そうそう。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

何箇所かの２カ所ほど、防災無線のマイク

が故障しているところがあります。字儀間と

後何箇所だったかな、これ機械への発注に時

間がかかっていまして、メーカーから届くの

に時間がかかって、まだ直せない状態にある

ものがございます。決してお金がないという

ことで、やっているものはないと認識してま

す。

○ 議長 幸地猛

11番安村達明議員。

○ 11番 安村達明議員

そういうところも皆さんからのきちんとし

た回答、説明がないから疑われて、町民とい

うのはこの人からこうしてどんどん渡ってい

くうちに、話が大きくなったり横に行ったり、

あとわからなくなる。だからあなた方がこう

いう話をしているということで、町民をない

がしろにしているような、こういう考えをさ

れるわけですよ。

僕はこの件は前に、桃原副町長に話したこ

とがあるんだよね。ありますよね、町長ね。

それはいいとしてね。そういう話が出回ると

いうことは、これはやっぱり役所の対応とい

うのは、疑われるわけですから気をつけてく

ださい。

それで町は物事が要請されたら担当課が違

っても進んで担当の課へ要請を通すか、案内

するとか、各課の連携は取れているのか、こ

ういうことについては、どうなのか伺います。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

施設や架橋に関する苦情や要望については

ほとんどが担当課の方へ直接要望が入ったり

するんですが、それ以外の相談とか、そうい

ったものについては、今現在、町民課の方に

か総合案内窓口として受けております。相談

する方は、こんな事業の相談が、例えば福祉

課の案件なのか、よその管轄なのかというの

はわからないで相談に来るくるもんですか

ら、そういう方々のハンドリングをするよう

にしています。その他の苦情や要望について

は総務課の方で受けた場合には、それぞれの

担当課の方に直ぐ申し送りをして対応をして

います。西原町のような事業をぜひ参考にし

てスピーディーな対応できるように今後もや

っていきたいと考えます。

○ 議長 幸地猛

11番安村達明議員。

○ 11番 安村達明議員

最近、たいへんな大きな事件があったんで

すが、そのことについて新聞投稿ですかね、

管理の甘さの積み重ねが背景にある。職員の

手口の巧妙さを先生は強調しており、町から

のクレームについても担当課は聞いていない

と、すみません、町民からのクレームについ

ても担当課は聞いていないと、元職員は聞い

ていたかもしれないが、わからなかったと、

上司は話している。町はこのような管理の甘

さの指摘をどう捉えているのか、これも説明

してください。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。
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○ 総務課長 儀間由紀

確かに担当の職員だけで、例えばクレーム

や苦情を抱え込んでしまうケースというのは

ないと言い切れません。そこで今、建設課や

実際やっているような何か要望苦情があった

場合には、それを書き留めて、それを町長ま

で全部回覧をするというかたちを建設課が率

先してとっています。その他、総務課などで

も必ず書面にして報告をするかたちを取って

いますが、これを全庁的に各職員が必ずそれ

を全課で共有できるようなかたちを今後取っ

ていこうと考えています。ですので、それに

よって担当がそこだけで抱え込んでしまうと

いうことを未然に防ぎ、そして進捗状況を確

認できるような体制に持って行こうと考えま

す。

○ 議長 幸地猛

11番安村達明議員。

○ 11番 安村達明議員

町長、すぐやります課は必要だと思ってお

りますよね、しかし予算が伴うとか、他の組

織と調整が必要だとか、時間を要するとか答

弁しています。すぐやる室については各部の

職員を１名ずつ直ぐ対応する責任者として任

命していけば、各課の要件を取りやりやすく、

町民の要請にも対応しやすくなると思うが町

の見解はどうですか。

みなさんこんな仲良さそうにやっているわ

けですが。本当に部署と部署との繋がりはは

あるのか。ここで質問受けたら、これはうち

の担当じゃないと、だからその他の担当する

課へ連れていくとか、要請を持って行くとか、

それぐらいやらないと町民は、あー言ったら

だめだとか、あんたの言う質問は他の課だっ

たよとして帰ってくる。そういうことがよく

ね、うちの会社で、高齢者講習受けるおじさ

んやオジー、オバーターが、よくその話をし

ている。だからああいう人たちが、もう直接

みんな集まったところで、僕なんかも一員だ

ということで話をすると思うんですが、そう

いう年寄りの方々がそういう話しするという

のが一番劣化しているというなんですよ。お

願いなんですよ、これね。だから町長、こう

いう高齢化社会に入っている時代、そういう

方たちに、本当に思いやりのある対応をやろ

うと思ったら、町長の決断がとても必要だと

思うんですが、いかがですか。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

ただいまの安村議員の質問にお答えしま

す。常日頃から、前から言っているとおり、

週初め、月曜日には朝礼、具志川庁舎は別で

すが、朝礼をやっています。また町民におい

てもそういう検討事項とかいろんな要請、内

容についてはその都度、議論しながら、また

職員にも訓辞もやっております。今後におい

てもそういう町民の目線に立って、常にそれ

ぞれが要望にあったものについては、横の連

携を取って、今言うように支障がないような

かたちで望んでいきたいと思っております。

○ 議長 幸地猛

11番安村達明議員。

○ 11番 安村達明議員

ぜひ、こういうあれは、前町長の時に職員

も大変だったと思うんですが、少子高齢化社

会ではどういうかたちで改革をするかとか、

それよくわかっていると思うんで、しっかり

頑張ってほしいと思います。

それから一つとてもね、えらい話もありま
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すよ、これはね、佐久田課長あんたが前産業

振興課長だった時ね、カラスの問題、サクラ

林道の清掃の問題でね、あなたが直接行って

上原さんに会って、すぐ行って指導したでし

ょう。そしたら林道もすぐ通してくれました。

この方々からとっても喜ばれました。ああい

うふうにして、やる人もいるんだなと思って

いるんですよ。農業に取り組んで、とても頑

張っていましたが、お亡くなりになりました。

いい話ですよ、これ。次にいきます。

それからクーラ設置についてですが、浦添

市、これは去年の浦添市の研修していました

が、僕は知っていましたが、一身の都合で取

り下げていました。

９月の定例会で同僚議員の答弁では特別

室、保健室、コンピューター室にはクーラが

あり、普通の教室については前向きに検討す

るとのことでした。また那覇市、浦添市では、

他の議員、もう１人の議員に対してですね、

那覇市、浦添市では全小中学校冷房設備あり、

本町以外の10町中、６町あり、近隣離島６村

中４村で９割以上冷房設備があり、生徒の多

い中学校では夏場は勉強に身が入らないと答

弁しております。これはある作家なんですが、

この人が言っているのは、子どもは国の宝じ

ゃないのか、その教育は大事なことではない

のか、そこに金をかけずして、何処に金をか

ける。国が財政難だと言うけど、この国の大

企業の内部留保は400兆円、これは赤ちゃん

からお年寄りの全員にわけても１人300万円

になる。なぜそこに手をつけないのか、大企

業は税金の支払いはうんと優遇されている。

この国では現在でかい顔をしている人たちは

自分と自分の友だちのことしか考えていない

のか、尊敬できない、いや、軽蔑すると。沖

縄の子どもたちにエアコンをよこせと言って

いるんです。だからこういう本土に住んでい

る、こういう若い人でさえ、防衛省の関係で、

予算を削減しようとして、削減して、沖縄の

子どもたちの学校の防音装置を取り上げた

り、エアコンを取り上げたり、これに回そう

というような感じの内容なんですが、これも

見ると、やっぱり子どもたちがどれだけ夏に

苦しい思いでいるのか、よくわかります。で

すからこういうところも子どもたちを大事に

して、そして学業もどんどん上げられるよう

な環境づくりというのは、とても大切だと思

っています。ということで、教育長、答弁し

てください。

○ 議長 幸地猛

吉野剛教育長。

○ 教育長 吉野剛

お答えいたします。夏場に学校訪問を実施

しながら、本当に子どもたち、生徒たちが、

この暑い中で集中力が落ちて、そういうふう

に授業していけば、これは学力向上に繋がら

ないなというようなことは感じております。

一昨年、西中学校の方から、そういう要望が

ありまして、直ぐに町長はじめ視察に行って、

やはり直ぐに大きな特別室を整備しようとい

うことで、まず西中学校をクーラ整備をいた

しました。そしてその多目的クラスを３年生、

２年生というふうにして交代をしながら授業

の中で使っていくようにやったというような

こともありました。

翌年には球美中学校が同じような要望があ

ったもんですから、球美中学校には旧図書館

と他目的室など、クーラが使っていない部屋

がありましたので、そこでも授業ができるよ

うにと、そこには授業ができる40セットのテ
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ーブルと椅子を入れて、中学校の方はそうい

うようなかたちで、直ぐに授業が快適にでき

るようなことはしてまいりました。

今後、全小中学校への教室にクーラを設置

するということは先ほど赤嶺議員のご質問の

中でもお答えしましたが、直ぐにこれはやる

べきであるということで１月のヒアリングを

行った後に直ぐに事業申請をするつもりでお

ります。できるだけ早期にそれが実現できる

ように努力してまいりたいと思っておりま

す。

○ 議長 幸地猛

11番安村達明議員。

○ 11番 安村達明議員

これですね、教育長、ある学校は体育の時

間が終わると、もう教員も一緒になって我い

ちもくさんでね、クーラの教室に入って、み

んな動かないらしい。もう体冷やすために、

そういうような状況を学校が、教員している

先生方が僕の所に来て、一昨年から話しする

もんだから、これ久米島じゅうほとんどこう

なっているのかなと思っていたら。去年頃か

な、そこで遊んでいる子どもたちが、うちの

事務所に何でかしらんけど急に何名か入って

来て、ここ涼しいな、ここいいなと言って、

入っては大変だというので、お菓子あげて全

部帰したんだけど。ここ開けたら群がってい

るでしょう、大変ですよ。うちの学校の教室

でさえ、事務所でさえ、クーラを入れないと

もう勉強どころじゃない。生徒たち自分でス

イッチ入れてクーラ入れたりね、こうするく

らいですよ。

最近はね、試験官まで言ったのに、暖房は

ありませんかって。もう大変な時代になって

いる本当にね。暖房ありませんかって。事務

所の中でね。車の中で乗車試験するときは車

の暖房を入れているわけんですから、入りま

すからないですが、暖房ないねと言うわけで、

これはちょっと大人も子どもも今の時代、冷

暖房がないと生きていけないんじゃないかな

と、思うこともあります。

僕は話しするんですが、このことは僕なん

か高校自分からそういう話はたくさんありま

したよ。授業終わってきて、座っていたらぱ

たぱたして、次の時間先生が来てからいきな

り怒鳴りちらして授業ならんと言って先生が

出て行ったり、そういうふうな、注意して、

授業ならんと言ったら、ありがとうと言った

時代ですからね。そういう時代、超えてきて、

現代今があるわけですから、我々の教室にも

クーラがないと絶対通らないと思いますよ。

それでね、町長ですね、今年の施政方針で

学校教育の充実では、久米島21世紀を力強く、

逞しく生きる。生きる力、知・徳・体、調和

の取れた子どもの育成だと述べておられます

が、現在の教育施設では首をかしげたくなる

ような状況だと思います。冷房設備について

はどう考えるか、設備が遅れれば高校生どこ

ろか小中学生も設備の整った、もしかしたら

地域に移転していくかもしれません。こうい

うような親子が出てきた場合は、これは考え

られないような状態になりますので、町長は

子どもは本当に宝だと思うんであれば、計画

的にとかではなく、直ぐやらないと、これで

は間に合わないんじゃないかなと、僕は考え

ております。

現在、町は移住定住の方面も取り組んでお

られますが、教育行政では絶対汚点を残して

はいかないと私は思っております。久米島町

の総合計画が無駄にならないような、３年後
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の目途ではなく、来年に向けて直ぐ設置に取

り組むべきだと思いますが、町長はどう思わ

れますか。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

先ほど教育長からの答弁にもありましたと

おり、県とのヒアリングが１月に予定されて

いるということであります。それに向けて町

の財政としても裏負担を確保できるように、

全面的に検討進めてまりたいと思います。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午後３時23分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後３時23分）

11番安村達明議員。

○ 11番 安村達明議員

道路整備について、真謝２号は平成30年実

施予定との答弁だが、できるだけ早い整備を

しないと舗装整備に期待して、整備しないと

道路整備に期待していたら高齢者の方々が最

近までに何名か亡くなりました。家族の方か

らは大変残念だ。新年度では無理なのか、も

し事業延長があれば、どのように対応する計

画があるのかを説明してください。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午後３時25分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後３時25分）

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

今、基本３年、新規で。事業費が多くなれ

ば10年という事業工期です。今市町村の団体

の場合1億5千万採択枠ですので、３年が事業

工期になるんですが、町長が今答弁したとお

り、交付金が減額になれば市町村おのずとこ

れだけ減額になります。その場合は残調ヒア

リングと言って事業工期を伸ばしますかとい

うヒアリングがあります。その時点で持って

いる予算があといくらあるというのを想定し

て２年は伸びる可能性あります。

○ 議長 幸地猛

11番安村達明議員。

○ 11番 安村達明議員

これお年寄りも期待している。お年寄りは

もっといなくなるかもしれないね。早くこう

いうのはやるべきだと思うんですが、財政課

長どう思いますか。こういうのは。段取り、

いつまでになるのか。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 11番 安村達明議員

建設課長だったらいいです。

○ 議長 幸地猛

11番安村達明議員。

○ 11番 安村達明議員

マンドウ原の地主の同意と経済効果が算出

される必要条件があり、非常に厳しい状態だ

と、私としては地主の同意は問題にする必要

がないと考えます。これ聞いていてください

よ、課長。僕の提案としては、墓の点在のと

ころまで道路整備をしアスファルト舗装した

らどうか、この道路は昔、下阿嘉が海岸沿い

の部落としてあった頃真謝の人たちが生活道

路として使用していたとのことだが、マンド

ウ原の畑や墓を持つ人々に心遣いのある対応

についてはできないのか、そしてマンドウ原

の道路に土嚢を埋め込んで道を通りやすくし

た人は誰か知っていますか、説明してくださ

い。
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○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

土嚢を置いて道を修理したという方は聞い

ていません。ただ現場確認したら非常に通り

にくい、うちのダブルキャブでも通りにくい

ような状況でしたので、これも企画財政課と

調整して補修の方で今は協議したいと思いま

す。

○ 議長 幸地猛

11番安村達明議員。

○ 11番 安村達明議員

財政課と相談してからということですね。

これね、あんなして人に土嚢も入れさせるよ

うな、こんなことさせたら町としてだめです

よ。みっともない話ですよ。僕が見にいった

時にね、車、本当に自分の４ダブルで走行し

たんですが、本当に、これでも通るのかなと

思うほどの、すごい道路になっておりました。

ですからそういうところは、墓の点在すると

ころ、こういうところまでは整備して、整備

すれば、そこの空いている農地もまた復活し

ますよ。あんなところ畑できるのかという人

がたくさんおりますのでね。だから道路をき

ちんとして、これ問題あったでしょう。イン

フレ整備ですよ、問題は、今のはインフレ整

備とライフラインがきちんとできないと、島

々には人は集まりませんよ、これは。どうで

すか、そういう点で町長がお答えします？

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えしますが、これはもちろんお金がか

かる話です。財政の方ともしっかり調整をし

て支障がないようにしていきたいと思いま

す。

○ 11番 安村達明議員

以上で僕の質問を終わります。

（安村達明議員降壇）

○ 議長 幸地猛

これで11番安村達明議員の一般質問を終わ

ります。

その前に先ほどの棚原議員への答弁の修正

をしたいとの申し入れがありました。

中村幸雄プロジェクト推進課長。

○ プロジェクト推進課長 中村幸雄

先ほど棚原議員の海洋温度差発電に関する

質問に対して、沖縄電力久米島電業所と事業

運営と意見交換を行いと答弁しましたが、詳

しくはコンソーシアムメンバーが沖縄電力久

米島電業所を訪問して、海洋温度差発電で現

状について情報提供を行いました。に答弁を

訂正したいと思います。すみません、よろし

くお願いいたします。

○ 議長 幸地猛

以上で本日の日程は終了しました。

本日はこれにて散会します。

お疲れ様でした。

（散会 午後３時30分）
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（午前10時20分開議）

○ 議長 幸地猛

おはようございます。日程に入る前に報告

します。12番翁長学議員から欠席の届け出が

ありました。

これより本日の会議を開きます。本日の議

事日程はお手元に配布したとおりでありま

す。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 幸地猛

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、13番饒平名智弘議員、１

番喜久村等議員を指名します。

日程第２ 平成28年度久米島町一般会計歳

入歳出決算認定について

○ 議長 幸地猛

日程第２、認定第５号、平成28年度久米島

町一般会計歳入歳出決算認定についてを議題

とします。本案の審査については、決算審査

特別委員会に付託してありましたので決算審

査特別委員長の報告を求めます。

喜久里猛決算審査特別委員長。

○ 決算審査特別委員長 喜久里猛

それでは私の方から、決算審査特別委員会

の報告をいたします。読み上げて報告いたし

ます。

決算審査特別委員会報告、ただいまから決

算審査特別委員会に付託されました認定第５

号、平成28年度久米島町一般会計歳入歳出決

算認定について、審査の経過と結果をご報告

申し上げます。

決算審査特別委員会が12月12日の本会議に

おいて設置され、付託された決算認定につい

て、12月15日と18日に、執行部から各担当課

長、課長補佐、班長・主査及び担当者の出席

のもと厳正に審査を行いました。

決算審査特別委員会における、主な質疑と、

それに対する答弁についてご報告いたしま

す。

１.軽自動車税の収入未済額がでているが、

軽自動車の台数について、という質疑に対し、

平成28年度で課税している軽自動車の台数

は5,470台で、その収納率は98.3パーセント

となっており、未収の台数は少ない状況とな

っています。との答弁でした。

２.町営住宅の滞納繰越分の収入未済額につ

いて、その状況と連帯保証人はどのようにな

っているか。という質疑に対し、

平成28年度におきまして、担当職員の滞納

請求手続きがなされていない事が原因で、滞

納督促業務が滞ってしまいました。ご指摘の

通り、滞納分の収納につきましては、今後数

値目標を立てて、対処してまいります。また、

連帯保証人の制度につきましては、今後、契

約の祭には、民間の契約等を参考にして、制

度の見直しも含め検討して、まいります。と

の答弁でした。

３.軽自動車税について、電気自動車とハイ

ブリット車の税額について、という質疑に対

し、

電気自動車の税額は、登録初年度は75パー

セントの軽減措置があります。１年経過する

と標準税率に戻りますが、13年経過しても標

準税率の変動はありません。他の自動車につ

いては、13年経過に伴って標準税率が重化さ

れます。との答弁でした。
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４.昨年から18才・19才に選挙権が与えられ

ている。衆議院議員選挙における本町の18才

・19才の投票率はどのようになっているか。

という質疑に対し、

町衆議院選挙における、18才・19才の有権

者数は143人で、町全体の投票率は30.77パー

セントで18才は40.26パーセントで19才の投

票率は19.7パーセントとなっており、島外に

いる学生が大半を占めていることもあり、投

票率がかなり低い状況でした。今後、島外の

学生への対応策については不在者投票の周

知、若年層の投票率向上については青年団協

議会ともタイアップしながら取り組んでいき

ます。との答弁でした。

５.決算額の中で、全体的に不用額がかなり

多いがその原因について。という質疑に対し、

不用額につきましては、補正予算において、

適切に減額していないため、できる限り補正

で減額するなど予算執行状況の管理を徹底し

ていく必要がある。また、予算要求の段階で、

前年度の予算額で要求している現状があり、

今年の予算要求においては、前年度決算をベ

ースにして平成29年度の執行状況を勘案し予

算編成をします。との答弁でした。

６.未収額が多い状況の中で自主財源を確保

するために、収納対策チームを設置して対応

すべきでは。という質疑に対し、

課税や使用料につきましては、公平な対応

が必要なため、次年度に向けて、収納対策会

議を発足して収納対策の強化を図っていきま

す。との答弁でした。

７.風の帰る森事業の完成予定など、今後の

工程はどのようになっているかについて。と

いう質疑に対し、

現在工事を発注していて、現場の敷地内に

岩が多く出てきており、くい打ちに時間がか

かっている状況にあります。平成30年５月に

完成予定に向けて現場と調整しながら進めて

まいります。また、周辺整備計画につきまし

ては、基本計画の委託準備をしている状況で

す。との答弁でした。

８.実質収支に関する調書で横領事故による

現金不足額については今後どのおうな取り扱

いになるのか。という質疑に対し、

今後、実質収支に関する調書に横領事故に

よる現金不足として記載し、横領額の全額が

確定の際には議会の議決を経て、町民に対し

ても説明できるようなかたちで、弁済金とし

て予算に計上します。との答弁でした。

９.ゆんたく市場に派遣している職員につい

て、派遣機関と職務内容、また、その効果に

ついてという質疑に対し、

派遣職員については、地域おこし協力隊を

一人配置し、株式会社いろどりからサポート

を受けながら、地産地消システム を活用し、

島内の農家とのネットワークづくりをしなが

ら、飲食店やホテルと一緒になり、地元産の

食材を活用できる仕組みづくりを行っていま

す。また、派遣期間は３年となっています。

との答弁でした。

10.ＦＭ久米島について、電波の届かない地

域があり町からの情報が入ってこない状況が

あるが、それの改善については、という質疑

に対し、

今年度、防災情報発信等に関する基盤整備

の基本計画の策定を進めており、防災無線の

不感地域やＦＭくめじまの不感地域調査を実

施し、改善に向けて取り組んでいきます。ま

た、今年度は基本計画、来年度は実施計画の

策定を進めています。との答弁でした。
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11.結婚披露宴助成金事業の現在の状況と利

用者を増やすための今後の対応について、と

いう質疑に対し、

平成28年度の実績は３件の助成を行いまし

たが、その後利用者がないため不用額が出ま

した。現在、婚姻届や手続きで窓口に来る方

々に、助成金制度の案内をしていますが利用

者が伸びない状況で、今後は、利用者のニー

ズに合うような助成金制度の見直しも含めて

取り組んでいきます。との答弁でした。

12.沖縄タイムス社で開催した「久米島の観

光・物産・芸能フェアー」の入場者数と売り

上げについて、という質疑に対し、

久米島の観光・物産・芸能フェアーにつき

ましては、３日開催さました。３日間の入場

者数は、6,557人の来場があり、売り上げに

つきましては、14,068,438円となっています。

また、現代版組踊り「ワカチャラ公演」の

入場者数につきましては、初日は320人、２

日日は300人、２日間で620人の来観がありま

した。との答弁でした。

13.クリーンセンター及びリサイクルセンタ

ーの外部委託の進捗状況について、という質

疑に対し、

次年度の民間委託に向けて、町のホームペ

ージで公募した結果、島外から２社の応募が

ありました。選考につきましては、応募のあ

った業者からプロポーザル方式で提案して、

選定委員で審査を実施し、県外の業者に決定

しました。また、現在施設に従事している職

員につきましては、優先して雇用できるよう

業者と協議しました。との答弁でした。

14.母子父子家庭等医療助成の対象者数と件

数について、という質疑に対し、

母子父子医療費の実績につきまして、対象

者の世帯数は130世帯で、延べ助成人数は809

人となっています。との答弁でした。

15.臨時福祉給付金及び低所得高齢者に対す

る臨時福祉給付金の対象者数と支給額につい

て、という質疑に対し、

臨時福祉給付金の経済対策分として15,000

円を2,464人に支給し、臨時福祉給付金とし

て3,000円を2,392人に支給しています。 ま

た、傷害遺族年金については30,000円を、10

7人に支給しています。低所得者高齢者の給

付金については30,000円を1,231人に支給し

ており、基準は65才以上で非課税の方となっ

ています。との答弁でした。

以上が、認定第５号の決算審査特別委員会

における質疑及び答弁の概要でした。

委員会において、たくさんの質疑が出まし

たが、多くの面で割愛させていただきました

ことをご容赦下さい。

全会計とも質疑終了後、討論に入りました

が、賛成、反対の討論はなく、討論を終結し、

続いて採決に入りました。

認定第５号、平成28年度久米島町一般会計

歳入歳出決算認定について、

原案に対し賛成の起立を求めたところ、付

託を受けた全てについて、賛成に全員起立で

した。

よって、決算認定については、原案のとお

り認定すべきものと決定されました。

委員長報告で、質疑答弁等多くの面で割愛

させていただきましたことをご容赦下さい。

以上をもちまして、決算審査特別委員会、

委員長の報告を終わります。

平成29年12月22日

決算審査特別委員長 喜久里猛

○ 議長 幸地猛
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以上で決算審査特別委員長の報告を終わり

ます。

お諮りします。委員長報告に対する質疑を

省略したいと思いますが、ご異議ありません

か。

（「異議なし」の声あり）

○ 議長 幸地猛

異議なしと認めます。したがって、委員長

に対する質疑は省略します。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから認定第５号、平成28年度久米島町

一般会計歳入歳出決算認定についてを採決し

ます。

本案に対する委員長報告は原案の認定で

す。本案は委員長報告のとおり、認定するこ

とに賛成の方は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、認定第５号、平成

28年度久米島町一般会計歳入歳出決算認定に

ついては委員長報告のとおり認定することに

決定されました。

日程第３ 在沖海兵隊員による飲酒運転死

亡事故に関する抗議決議

○ 議長 幸地猛

日程第３、決議第５号、在沖海兵隊員によ

る飲酒運転死亡事故に関する抗議決議につい

てを議題とします。

本案について提案の説明を求めます。

４番崎村正明議員。

○ ４番 崎村正明議員

決議第５号

在沖海兵隊員による飲酒運転死亡事故に関

する抗議決議

上記の議案を会議規則第14条第１項及び第

２項の規定により提出いたします。

平成29年12月22日提出

久米島町議会議長 幸地猛殿

提出者 久米島町議会議員 崎村正明

賛成者 久米島町議会議員 吉永 浩

久米島町議会議員 赤嶺秀徳

在沖海兵隊員による飲酒運転死亡事故に関

する抗議決議

去る11月19日午前５時25分ごろ、那覇市の

国道58号泊交差点で米軍公用車のトラックと

軽トラックが衝突し、軽トラックを運転して

いた那覇市在住の会社員が死亡する痛ましい

事故が起きた。

米軍車両を運転していたのは、浦添市にあ

る米軍牧港補給地区所属の海兵隊上等兵であ

り、県民に大きな不安を与えていることを到

底看過することはできない。那覇警察署は自

動車運転処罰法違反(過失運転致死)と道路交

通法違反(酒気帯び運転)の疑いで海兵隊員を

逮捕した。容疑者からは、基準値の約３倍の

アルコールが検出されている。

在沖米軍は昨年４月の元海兵隊員による女

性殺害事件を受け、「綱紀粛正」を表明した

ものの、米兵による飲酒運転が相次ぎ、つい

に今回の死亡事故が発生した。在沖海兵隊員

による事故によって県民の尊い命が失われた

ことは極めて遺憾であり、基地あるがゆえの

事件・事故が繰り返されることに激しい怒り

を禁じ得ない。

米軍における綱紀粛正や再発防止の取り組

みは、もはや機能していないと言わざるを得
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ず、米軍及び日米両政府においては、事故に

至る経緯等も含め十分調査するとともに、遺

族に対する補償など誠実に対応すべきであ

る。

よって、久米島町議会は町民の生命・安全

・財産を守る立場から、今回の事故に対して

厳重に抗議するとともに、下記の事項が速や

かに実現されるよう強く要求する。

記

１.被害者遺族に対する謝罪及び完全な補償

を速やかに行うこと。

２.事故に至る経緯や米軍車両と米兵の管理

実態を明らかにすること。

３.米軍優遇の日米地位協定を抜本的に改定

すること。

４.在沖海兵隊の早期の国外、県外への移転

を行うこと。

以上を決議する。

平成29年12月22日

沖縄県久米島町議会

あて先

駐日米国大使、在日米軍司令官

在沖米四軍沖縄地域調整官

在沖米国総領事

在沖米海兵隊基地司令官

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

ただいま議題となっております決議第５号

については質疑を省略したいと思います。

これにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○ 議長 幸地猛

異議なしと認めます。

決議第５号については質疑を省略すること

に決定いたしました。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから、決議第５号、在沖海兵隊員によ

る飲酒運転死亡事故に関する抗議決議につい

てを採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、決議第５号、在沖

海兵隊員による飲酒運転死亡事故に関する抗

議決議については原案のとおり可決されまし

た。

日程第４ 在沖海兵隊員による飲酒運転死

亡事故に関する意見書について

○ 議長 幸地猛

日程第４、意見書第４号、在沖海兵隊員に

よる飲酒運転死亡事故に関する意見書につい

てを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

意見書第４号

在沖海兵隊員による飲酒運転死亡事故に関

する意見書

上記の議案を会議規則第14条第１項及び第

２項の規定により提出します。

平成29年12月22日提出

久米島町議会議長 幸地猛殿

提出者 久米島町議会議員 吉永 浩

賛成者 久米島町議会議員 赤嶺秀徳

久米島町議会議員 仲村昌慧
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在沖海兵隊員による飲酒運転死亡事故に関

する意見書

去る11月19日午前５時25分ごろ、那覇市の

国道58号泊交差点で米軍公用車のトラックと

軽トラックが衝突し、軽トラックを運転して

いた那覇市在住の会社員が死亡する痛ましい

事故が起きた。

米軍車両を運転していたのは、浦添市にあ

る米軍牧港補給地区所属の海兵隊上等兵であ

り、県民に大きな不安を与えていることを到

底看過することはできない。那覇警察署は自

動車運転処罰法違反(過失運転致死)と道路交

通法違反(酒気帯び運転)の疑いで海兵隊員を

逮捕した。容疑者からは、基準値の約３倍の

アルコールが検出されている。

在沖米軍は昨年４月の元海兵隊員による女

性殺害事件を受け、「綱紀粛正」を表明した

ものの、米兵による飲酒運転が相次ぎ、つい

に今回の死亡事故が発生した。在沖海兵隊員

による事故によって県民の尊い命が失われた

ことは極めて遺憾であり、基地あるがゆえの

事件・事故が繰り返されることに激しい怒り

を禁じ得ない。

米軍における綱紀粛正や再発防止の取り組

みは、もはや機能していないと言わざるを得

ず、米軍及び日米両政府においては、事故に

至る経緯等も含め十分調査するとともに、遺

族に対する補償など誠実に対応すべきであ

る。また、日本政府においてはこのような事

故が再び起こることのないよう米側に毅然と

した態度で臨むべきである。

よって、久米島町議会は町民の生命・安全

・財産を守る立場から、今回の事故に対して

厳重に抗議するとともに、下記の事項が速や

かに実現されるよう強く要請する。

記

１.者遺族に対する謝罪及び完全な補償を速

やかに行うこと。

２.事故に至る経緯や米軍車両と米兵の管理

実態を明らかにすること。

３.米軍優遇の日米地位協定を抜本的に改定

すること。

４.在沖海兵隊の早期の国外、県外への移転

を行うこと。

以上、地方自治法第99条の規定により意見

書を提出する。

平成29年12月22日

沖縄県久米島町議会

あて先

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣

内閣官房長官、外務大臣、防衛大臣

沖縄及び北方対策担当大臣、沖縄防衛局長

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

ただいま議案となっております意見書第４

号については質疑を省略したいと思います。

これにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○ 議長 幸地猛

異議なしと認めます。

意見書第４号については質疑を省略するこ

とに決定いたしました。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから、意見書第４号、在沖海兵隊員に

よる飲酒運転死亡事故に関する抗議決議につ

いてを採決します。
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本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、意見書第４号、在

沖海兵隊員による飲酒運転死亡事故に関する

抗議決議については原案のとおり可決されま

した。

日程第５ ＣＨ53Ｅ大型輸送ヘリコプター

窓落下事故に関する抗議決議

○ 議長 幸地猛

日程第５、決議第６号、ＣＨ53Ｅ大型輸送

ヘリコプター窓落下事故に関する抗議決議に

ついてを議題とします。

本案について提案の説明を求めます。

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

決議第６号

ＣＨ53Ｅ大型輸送ヘリコプター窓落下事故

に関する抗議決議

上記の議案を会議規則第14条第１項及び第

２項の規定により提出いたします。

平成29年12月22日提出

久米島町議会議長 幸地猛殿

提出者 久米島町議会議員 赤嶺秀徳

賛成者 久米島町議会議員 仲村昌慧

久米島町議会議員 喜久里猛

ＣＨ53Ｅ大型輸送ヘリコプター窓落下事故

に関する抗議決議

平成29年12月13日午前10時過ぎ、宜野湾市

の普天間第二小学校の運動場に米海兵隊普天

間飛行場所属のＣＨ53Ｅ大型輸送ヘリコプタ

ーから、約90センチ四方で重さ7.7キロの窓

が落下する事故が発生した。運動場には体育

の授業中の児童約60人がおり、窓は児童のわ

ずか10メートルしか離れてない地点に落下

し、風圧で児童１人が負傷した。一歩間違え

ば子どもの命を奪いかねない大惨事寸前の事

故である。11月30日に嘉手納基地に暫定配備

されているＦー35Ａ戦闘機の機体パネルが洋

上に落下、12月７日に宜野湾市野嵩の緑ヶ丘

保育園に米軍ヘリの部品が落下した事故が起

こったばかりである。日頃から住民居住地上

空での飛行や訓練を行っている米軍機から機

体の一部を落下させる事故が起こること自

体、看過できない問題である。

県内における米軍機の部品落下事故は復帰

後から近年に至るまで枚挙にいとまがなく、

本町において、去る６月１日に同型機ＣＨ53

Ｅ大型輸送ヘリコプターが 久米島空港に緊

急着陸する事故が発生し、久米島町と久米島

町議会で抗議要求をおこなっている。

今回の度重なる落下事故が、町民はもとよ

り県民に与えた不安と恐怖は計り知れない。

事故後も原因を明らかにしないまま飛行訓練

を行っており、米軍の無神経さに対して強い

憤りを禁じ得ない。

今なお、学校上空を米軍機が頻繁に飛び交

っており、住民及び児童生徒は常に危険と隣

り合わせの生活を余儀なくされている。

よって、久米島町議会は町民の生命、財産、

安全及び平穏な生活を守る立場から、米軍及

び関係当局に対し厳重に抗議するとともに下

記事項を速やかに実現するよう強く要求す

る。

記

１.事故原因を徹底究明し、その結果を速や

かに公表すること。

２.すべての米軍機の住民居住地上空での飛
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行訓練を禁止すること。

３.在沖海兵隊の早期の国外、県外への移転

を行うこと。

以上、決議する。

平成29年12月22日

沖縄県久米島町議会

あて先

駐日米国大使、太平洋空軍司令官

在日米軍司令官

在沖米四軍沖縄地域調整官

在沖米国総領事、在沖米海兵隊基地司令官

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

ただいま議題となっております決議第６号

については質疑を省略したいと思います。

これにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○ 議長 幸地猛

異議なしと認めます。

決議第６号については質疑を省略すること

に決定いたしました。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから、決議第６号、ＣＨ53Ｅ大型輸送

ヘリコプター窓落下事故に関する抗議決議に

ついてを採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、決議第６号、ＣＨ

53Ｅ大型輸送ヘリコプター窓落下事故に関す

る抗議決議については原案のとおり可決され

ました。

日程第６ ＣＨ53Ｅ大型輸送ヘリコプター

窓落下事故に関する意見書につ

いて

○ 議長 幸地猛

日程第６、意見書第５号、ＣＨ53Ｅ大型輸

送ヘリコプター窓落下事故に関する意見書に

ついてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

意見書第５号

ＣＨ53Ｅ大型輸送ヘリコプター窓落下事故

に関する意見書。

上記の議案を会議規則第14条第１項及び第

２項の規定により提出します。

平成29年12月22日提出

久米島町議会議長 幸地猛殿

提出者 久米島町議会議員 仲村昌慧

賛成者 久米島町議会議員 喜久里猛

久米島町議会議員 棚原哲也

ＣＨ53Ｅ大型輸送ヘリコプター窓落下事故

に関する意見書

平成29年12月13日午前10時過ぎ、宜野湾市

の普天間第二小学校の運動場に米海兵隊普天

間飛行場所属のＣＨ53Ｅ大型輸送ヘリコプタ

ーから、約90センチ四方で重さ7.7キロの窓

が落下する事故が発生した。運動場には体育

の授業中の児童約60人がおり、窓は児童のわ

ずか10メートルしか離れてない地点に落下

し、風圧で児童１人が負傷した。一歩間違え

ば子どもの命を奪いかねない大惨事寸前の事

故である。11月30日に嘉手納基地に暫定配備
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されているＦー35Ａ戦闘機の機体パネルが洋

上に落下、12月7日に宜野湾市野嵩の緑ヶ丘

保育園に米軍ヘリの部品が落下した事故が起

こったばかりである。日頃から住民居住地上

空での飛行や訓練を行っている米軍機から機

体の一部を落下させる事故が起こること自

体、看過できない問題である。

県内における米軍機の部品落下事故は復帰

後から近年に至るまで枚挙にいとまがなく、

本町において、去る６月１日に同型機ＣＨ53

Ｅ大型輸送ヘリコプターが久米島空港に緊急

着陸する事故が発生し、久米島町と久米島町

議会で抗議要求をおこなっている。

今回の度重なる落下事故が、町民はもとよ

り県民に与えた不安と恐怖は計り知れない。

事故後も原因を明らかにしないまま飛行訓練

を行っており、米軍の無神経さに対して強い

憤りを禁じ得ない。

今なお、学校上空を米軍機が頻繁に飛び交

っており、住民及び児童生徒は常に危険と隣

り合わせの生活を余儀なくされている。

よって、久米島町議会は町民の生命、財産、

安全及び平穏な生活を守る立場から、米軍及

び関係当局に対し厳重に抗議するとともに下

記事項を速やかに実現するよう強く要請す

る。

記

１.事故原因を徹底究明し、その結果を速や

かに公表すること。

２.すべての米軍機の住民居住地上空での飛

行訓練を禁止すること。

３.在沖海兵隊の早期の国外、県外への移転

を行うこと。

以上、地方自治法第99条の規定により意見

書を提出する。

平成29年12月22日

沖縄県久米島町議会

あて先

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣

内閣官房長官、外務大臣、防衛大臣

沖縄及び北方対策担当大臣、沖縄防衛局長

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

ただいま議案となっております意見書第５

号については質疑を省略したいと思います。

これにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○ 議長 幸地猛

異議なしと認めます。

意見書第５号については質疑を省略するこ

とに決定いたしました。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから、意見書第５号、ＣＨ53Ｅ大型輸

送ヘリコプター窓落下事故に関する意見書に

ついてを採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、意見書第５号、Ｃ

Ｈ53Ｅ大型輸送ヘリコプター窓落下事故に関

する意見書については原案のとおり可決され

ました。

日程第７ 閉会中の議員派遣について

○ 議長 幸地猛

日程第７、閉会中の議員派遣についてをお
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諮りします。

本件については、お手元に配布した別紙の

とおり、閉会中の議員派遣をしたいと思いま

す。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○ 議長 幸地猛

異議なしと認めます。よって、閉会中の議

員派遣については決定されました。

○ 議長 幸地猛

以上で本日の議事日程は全て終了しまし

た。 12月12日から開会しました。本定例会

は全議案、議員各位並びに執行部のご協力に

より予定通り無事終了することができまし

た。ここに深く感謝申し上げます。

これにて平成29年第11回久米島町議会定例

会を閉会します。

お疲れ様でした。

（閉会 午前10時56分）
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地方自治法第123条第２項の規定により署名する。

久 米 島 町 議 会 議 長 幸 地 猛

署名議員（議席番号13番） 饒平名 智弘

署名議員（議席番号１番） 喜 久 村 等


